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一話　湖の少年





　薫風かおる五月の週末。

　シラカバの林に囲まれた、すきとおった湖のほとりの遊歩道を、彼女は歩いていた。

　風が、彼女の長い髪を優しくなでる。色白できゃしゃな体は、シラカバの妖よう精せいのようだ。

　彼女の名は、座ざ堂どうシエラ。春はる紗しや学園高等部一年生である。湖で、観光用のスワンボートに乗っていた人々が、彼女の姿を見て思わず、ボートのペダルをこぐ足を止める。

「な、何て綺き麗れいな娘こだ！」

「おとなしそうで、どこか物悲しそうな……ああっ、なんか放ほうっとけない！」

「新人女優？　映画の撮影か何かか……ってわー！」

　スワンボートは次々に衝突し、何人か水に落っこちて、湖は阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれた。

「助けてくれー！」

「きゃーっ、足つったー！」

「誰だれか足りないー！」

　そんな大騒ぎをよそに、シエラは、淡い緑に染まったシラカバのこずえを見上げる。ワンピースの上に羽織った半はん袖そでボレロは、昼下がりとはいえ、初夏の高原には少々肌寒い。

「寒いわね……」

　誰だれに聞かせるでもなしに、シエラはつぶやく。ところで、彼女の後ろから、一人の少年がついてきていた。シエラのクラスメイト、新あら木き陣じんである。

　無口で無ぶ愛あい想そう、三度の飯より楔くさび形がた文字が好き、飯も好き……という陣は、シエラと「ある秘密」を共有している。すなわち、シエラがランプの魔神の末まつ裔えいで、陣がその主人となる「ソロモンの指ゆび環わ」を持っているのだ。つまり理論上、陣が主人のはず、なのだが。

「寒い、わね」

　シエラはもう一度、今度は少し、強めの声でつぶやいた。陣は背中にしょいこを背負っていて、ブランドものの旅行トランク、それも最大のやつが十個も積みあげられていた。

「はあはあ。ぜいぜい」

「寒い。わね！」

　シエラは、そこではじめて振りかえった。頬ほおを、ぷっと膨らませている。

「俺おれはすっかり汗だくだがな。これ一個持てよ、速攻であったまること請け合いだぞ」

「このわたしに、ナイフとフォークよりも重いものを持たせるの？　非常識な庶民ね」

「非常識なのは、おまえの荷物の量だっ！　たった二泊三日の旅行にこれは無いだろう」

「たとえばこういう肌寒いとき、軽く羽織るジャケットが必要でしょう？　三十枚ほど」

「最後に何か非常識なことばが聞こえたが」

「そのときの気分でどのジャケットを着るか、わからないでしょ？　それなら、全部持っていけば、間違いがないというわけよ」

「おまえの考え方の根本が間違っているという問題は、どう修正すればいいのかな」

「とにかく、わたしが寒いわねと言ったら、少々お待ちくださいと言って、ジャケットを持ってくるものよ。それが、主従関係というものでしょ？」

「待て待て待て待て。たぶん、前回から時間があいたせいで、おまえは設定を忘れてると思うんだ？　おまえがランプの魔神の末裔で、俺がそのご主人様。ＯＫ？」

　陣は自分とシエラを交互に指さし、言い含める。シエラはムッとして、手を腰に当てた。

「ご親切にどうも。そんなこと、ちゃんと覚えてるわ。でも他ほかの人間がいるところでそんな恥ずかしいことを言ったらどうなるか、あなたのほうもちゃんと覚えておくことね」

「えーと。俺おれ俺おれ、ご主人様」

　ダメモトで自分を指さした陣を、シエラはすっぱり無視した。

「こんなところで、のんびりしてるひまはなくてよ、庶民。ほら、あそこに見えてるペンションまで、もうひとがんばりよ」

　長いまつげが影を作る、こぼれ落ちそうなほど大きな瞳ひとみを、シエラは湖のむこうに向けた。シラカバ林に囲まれて、三角屋根の山小屋ふうの大きなログハウスが建っている。一階と屋根裏部屋がある、ハイジの家のようなタイプだ。ログハウスの前には、『白はく鳥ちよう湖こペンション』と、丸太にペンキで書かれた素そ朴ぼくな看板がかけられていた。

「時間を有効に使わなくてはね、月曜には中間考査が始まるのよ。わたしたちに残された時間は、今日この金曜日の夜と土日だけ。すなわち、一分たりともむだにはできないわ」

「時間がないのは、おまえが遊びほうけていたからだろ」

「あなたに呼びだされたせいで、勉強を中断されてモチベーションが下がったのよ。だからあなたが責任をとって、わたしにテスト勉強を教えるのは当然のことなのよ、庶民！」

　ビシッ、とシエラは陣じんを指さしてから、歩きだす。

「ほら、さっさと歩く歩く！　そんな鈍足じゃ、日が暮れてしまうわよ！」

　そう。ゴールデンウィークも終わったというのに、なぜ二人がこんな観光地にいるのかというと、優等生の陣が強引に、シエラの家庭教師として連れてこられたのである。陣は、シエラの勝手な言い分に、怒りを通りこして、あきれてしまった。

「責任って……おまえが毎日、呼びだせ呼びだせって、うるさくメールで催促してきたんだろ？　呼びださなかったら、学校の廊下とかですれ違ったときとかに、他ほかの人間に聞こえないような小さな声で、ちくちく文句を言ってきたり」

　収入の無くなった座ざ堂どう家を支えるには、シエラが一人前のランプの魔神にならなくてはいけない。それには、主人である陣の願いをかなえて魔神レベルを上げること。最初シエラは何もできなかった。最近は魔法を覚えたにも関かかわらず、相変わらず何もしない。または掃除と称した破壊行為だけして去ってしまう。何より陣が住む寮は、女人禁制なのだ。

「でも、おまえお抱え占い師にテストのヤマを占わせてるから、成績いいはずだろ。たまに短文問題まちがえたり、主従関係ということばの意味に独自の解釈を見せたりしてるけど。基本的には、俺おれなんかに、家庭教師してもらう必要、無いんじゃないのか？」

「まあ、わたしが聡そう明めいであることに、疑問をさしはさむ余地はないのだけどね」

「ちょっと謙けん遜そんの練習もしてみよう、座堂」

「わたしは、みんなに注目されているわ。いわば、みんなのあこがれの存在であって、完全無欠でなくてはならないのよ。ちょっとばかり成績がいい程度じゃ、だめなのよ。それには、テストのヤマを百パーセント当てていくことが、何よりも重要だわ」

「あのな、テストで何より重要なのは、そういうイチかバチかのバクチ的要素じゃなく……。いや、口で言ってもわからないな。たとえば座堂、古生代デボン紀から中生代白亜紀末の地層で発見される化石で、オウムガイのような殻をもった頭足類の名は？」

「えーと……。ダ……ダイナマイト？」

　シエラは陣を指さしながら、考え考え、答える。

「ああ、既視感デジヤブが」

　陣じんは額を押さえ、ため息をついた。

「だからな、テストの成績を上げたかったら、本ほん田だ聡さと子こじゃないけど、毎日の予習復習をきちんとやれよ。おまえ、前回間違った問題から、全然学習してないだろ」

「過去を振り向いていては、何も始まりはしないわよ」

「では未来の話をしてみよう。未来未来、男の人と女の人が住んでいました」

「おじいさんとおばあさんではないの？」

「未来だから、科学の力で不老不死」

「それはそうとして」

「俺おれもがんばってるんだから、もうちょっとつきあえよ」

「今までは座ざ堂どう家の財力で、アメリカの大統領おかかえの超一流の占い師を引き抜いてテストのヤマを張らせてたの。でも今は、そういう天文学的な無駄遣いができないわけ。で、実は入学時のテスト、一位はわたしだったけれど、二位は庶民だったのでしょ？」

「ときどき思うんだけど、おまえたまに、俺のこと妙によく知ってるな」

　何気なく陣はそう言ったのだが、シエラは過剰反応して、カッと赤くなってしまう。

　陣は長らく、学園中のアイドルであるシエラの存在に気づいてもいなかったが、シエラのほうは気づいていたのだ。他ほかの男子が自分にあこがれの視線を向けている中、はじめてただ一人、シエラの存在に気づきもせず、楔くさび形がた文字の本ばかり読んでいる少年のことを。

　たまたま、魔法のランプつながりで彼と知り合えたものの、まだまだシエラには陣のことがよくわからない。自分のことをどう思っているのかも……というか、たぶん自分よりも楔形文字のほうが好きだろうということは、うすうすわかってはいるのだけど。

「べ、別に庶民のことを気にしてたわけじゃないわよ！　雑音として、もれ聞こえてきていたことを、わたしの黄金の暗記力が、忘れられないままに覚えていただけよ！　庶民のことなんて気にしてたわけじゃないんだからっ！　調子に乗らないでよねっ！」

「今の俺の質問に、何か怒られるような要素あったか？」

「とにかく、あなたはこの集中できる高原の環境の中、わたしに勉強を教えて、わたしが学年一位を取れるように粉骨砕身すること！　わかったわね！」

　シエラはぷんすか怒って、ずんずんと先に歩いていく。

「っておい、結局荷物は持たないのかよ」

　シエラは無視している。陣は深いため息をついて、

「……まったく、仕方のないやつだ」

　と、重いしょいこを背負いなおし、足をひきずりながら、とぼとぼと歩いていった。

（だいたい、テスト前になってあわてふためくってのはどういう了見だ。テストがいつあるかってのは、四月の段階でもう、年間スケジュールとしてプリントが配られてただろ）

　シエラに直接そう言うと、またうるさいので、陣は口の中でブツブツ文句を言いながら、今日の昼間のことを思い返していた。



　今日の昼間……試験前なので、授業は午前中で切りあげられた。

　陣じんとルームメイトの宇う多た田だ夕ゆう也やは、学校の裏手にあるペルシャ料理店「アルフライラ」で昼食をとった。この店は学校の裏手にあって便利な上、気軽な町食堂風の雰囲気とお手ごろ価格、何より「大盛り無料」サービスが、大盛り大好きな陣の心をつかんで放さない。

「ヘイらっしゃい！　今日のおすすめは、ジュジェカバブ定食！」

　ツーテールの黄金の髪を揺らせながら、浅黒い肌の少女が、銀のお盆を胸に抱いて振りむきざまに威勢良く出迎えた。この食堂の看板娘、アルフ・シャムシール……お姫様のような華やかさのある、エキゾチックな碧へき眼がんの少女だが、店が三代つづいているので気持ちは江戸っ子だ。アルフライラはいつも、彼女目当ての春はる紗しや学園の男子であふれかえっていた。

「ジュジェカバブってのは、鶏とり肉にくの串くし焼やきのことだな。日本の塩焼き鳥みたいなやつ」

　陣が、テーブルにつきながらアルフに確認した。アルフは銀のお盆の上に伝票を置き、

「さすが陣だねえ、よく知ってるじゃん」

　と、ボールペン片手に答える。ちなみに、羊の焼肉がシシカバブである。

「つけあわせは、クク・シブザミニだけど、陣はやっぱり特大にするかい？」

「そうだな。卵みっつのやつで」

「くくしぶざみに？」

　ずっとうなだれてテーブルについていた夕也が、幽霊のような顔を上げた。軟派な夕也は通常ヘラヘラと明るいのだが、今日はなぜか表情が重い。背中にしょったオーラも重い。

「そうか。９×９クク＝４２３３２シブザミニ！」

「夕也。今、俺おれたちに見えてないものが見えてないか？」

　陣が、探るように声をかける。アルフがメニューを広げて、説明した。

「クク・シブザミニはジャガイモのオムレツだよ。ククがオムレツのことで……」

「９×９クク＝０６０２オムレツ」

「だからほら、クク・サブジが青野菜のオムレツでさ」

「９×９クク＝３２２サブジ」

「ねえ陣、夕也はさっきから何の数字を言ってるわけ？」

　アルフは、話が通じない夕也にしびれを切らせる。夕也は、なおもブツブツ言っている。

「いい国造ろう鎌かま倉くら幕府。いい国造ろうで西暦１１９２２９６０年……」

「わかった。夕也は、試験前モードで脳の機能が全部ゴロ合わせになってるんだ」

「そのゴロ合わせ、全部間違ってるよ。そもそもオムレツは掛け算の九九じゃないから」

　あきれてアルフがそう言うと、夕也の耳がピクッと動いた。

「全部間違ってるっ？　今まで覚えたことが、全部無駄っ？」

「恐らく、おまえの人生のほとんど全すべては、無駄だ」

　陣じんがおしぼりで手を拭ふきながら無情に断言すると、夕ゆう也やは頭を抱え、大きくのけぞった。

「あああ！　どうしよう、もう間に合わない！　中間考査まであと三日しか無いいぃ！」

「今さらテンパっても遅いと思うが。だいたい、軽音楽部のコンクールか何か知らないが、そんなうわっついたことばかりやってるから、勉強する時間が無くなるんだ」

「黙れ陣！　ママンみたいなこと言うな！」

「夕也って、お袋のことママンって呼んでるのか？」

「おまえは、なんでそんなに冷静なんだ！　ふつうの人間は、テスト前となれば苦しみ、もだえ、神も仏もないほどの絶望のズンドコで苦しみもだえるものだぞ！」

「基本的な間違いなのでネタかもしれないとは思いながらもチェックしておくと、絶望のドンゾコ。それから『苦しみもだえる』を二度言ってるぞ」

　陣は、髪をかきむしっている夕也の目の前に、二本指を立てて突きつけた。

「だからっ！　おまえはどうしてそう冷たいんだよっ！」

　夕也は、テーブルに頭をガンガンとぶつける。

「普段きちんと勉強している人間は、テスト直前にいきなりオタオタとはしないものだ」

「あーそうですか！　オタオタしててすんませんでしたなぁ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「今度は逆ギレか。にぎやかなやつだ」

「それより、注文は？」

　アルフが、ボールペンでポリポリと頭をかいている。声が怒っている。顔も怒っている。

「まあちょっと待てよ。江戸っ子は短気でいけねぇや」

　夕ゆう也やのことばに、アルフの怒りが激げつ昂こうと化した。

「あたしが短気なんじゃなくて、あんたが遅いんだよ！　ちゃきちゃき注文しな！」

　銀のお盆で、夕也の頭をぐわーんと叩たたく。夕也は、テーブルに突っ伏した。パッと見は、愉ゆ快かいな吉よし本もと新喜劇である。でも陣じんは知っている。アルフは、ズルハネというペルシャ武道を極めていることを。彼女の銀のお盆が、「敵」を切り裂く必殺凶器ともなることを。

「おいおい、アルフ。やりすぎだろ」

　だから陣は、思わずたしなめた。アルフはハッとして、陣に視線をうつす。

　そのようすを周りで見ていた男子たちが、ざわついた。

「新あら木きがアルフに口ごたえした！」

「命知らずにもほどがある！　お盆が飛んでくるぞ、バシーンってやられるぞ！」

　食堂の中に、緊張が走る。ゴクリとかたずをのむ音が、シーンとした食堂の中にひびく。

　ところで、先ほど言った「敵」とは、陣が探しつづけているソロモンの秘宝、失われた聖櫃アークの封印がやぶれて解き放たれた聖櫃の妖魔アークダイモンたちだ。アルフは剣の魔神の末まつ裔えいで、妖ダイ魔モンを食うことで魔神レベルを上げられる。ソロモンの指ゆび環わを持つ陣のそばにいれば、餌えさに不自由しない。アルフにとって彼の用途は、それだけ……の、はずだった。

　でも、最近、ちょっと違う。陣は知恵も勇気もある。無口で無ぶ愛あい想そうなくせに、伊い勢せ志し摩まに行ったとき、お土産を買ってきてくれた。それもアルフの髪型に合うように、真珠のヘアアクセサリーを……ふつうの男子は、女の子の髪型など、まるで気にしていないのに。

「ご……ごめん」

　驚くほどすなおに、アルフは陣に謝った。阿あ鼻び叫きよう喚かんの嵐あらしが巻き起こるとばかり思っていた周囲の生徒たちは、ズルーッと大げさにコケる。

「あのアルフが謝った！　なんでだ！」

「新木ばかり、どうしてひいきされてるんだ！　楔くさび形がた文字が読めるからか？」

　その声を聞いたアルフは真まっ赤かになり、お盆を振りあげて、片っ端からぺしぺし殴る。

「な、何言ってんだい、外野！　誰だれが誰をひいきしてるってんだい、江戸っ子の辞書にひいきなんて文字は無いんだよ！　変なこと言うと、しょうちしないよっ！」

「人の注意を三秒で忘れるところが、さすが宵よい越ごしの金は持たない江戸っ子だな」

　陣は硬い声でつぶやく。厨ちゆう房ぼうにいたアルフの父が、べらんめえ口調でどなった。

「おいアルフ、てやんでえ！　三丁目の田た中なかさんちに出前だぜ！　そら岡持ち持ってけ！」

　ちなみにアルフの父も、江戸っ子だが生きつ粋すいのペルシャ人である。アルフは、照れくさくて店にいづらかったところらしく、ホッとした表情で、

「あいよっ！　がってん承知の助、お茶の子さいさい河童かつぱの屁へってもんだい！」

　と、銀色の岡おか持もちを引っさげるや、元気に店から飛びだしていった。相変わらず、無駄に江戸っ子テイスト満載である。

「ああ！　あの、出前のときに使う取っ手つきの箱は、岡持ちというのか！」

「いや。言うだろ」

　アルフに頭を殴られてテーブルに突っぷした夕ゆう也やが、低い声で陣じんにツッコミを入れる。

「言うけど、すぐに出てこないたぐいの単語じゃないか。倹けん飩どん箱ばこは、すぐ出てきたんだが」

「いや、そっちのほうが難しい。あとカレー用ソースポットはもう知ってるから言うな」

「頭をガンガン叩たたかれてたわりには、大丈夫そうだな」

「ああ、残念ながら大丈夫だ。いっそ人じん事じ不ふ省せいに陥るほど殴ってくれたら、テストを受けずに済んでよかったのに……はぁぁ、どうにかしてテストを受けずに済む方法は無いものか？　今、日本に近づいてる台風無いかな。百個ほど」

「マラソン大会の前に、小学生がよくそんなこと言ってるな」

「すごい雨が降って、学校が流されるとか」

「他ほかの人間を巻きこもうとするな。自分だけ仮病でも使って休めばいいことだろう」

「そんなの、テストが嫌だから仮病使って学校休んだと思われるだろ！」

「百パーセント、そのとおりじゃないか」

「そうはいくか！　座ざ堂どうにだけは、バカだと思われるわけにはいかないんだっ！」

　夕也はこぶしを握って、力説する。座堂……という名を聞いて、陣は一瞬、反射的に心臓が縮こまった。ドキドキする胸を押さえ、大きく深呼吸する。

（いかん、ものすごくストレスが溜たまっているのかもしれん。あいつの名を聞くだけで、こんなに不整脈が出まくるとは……）

　そんな陣を見て、夕也は眉まゆをピクッと動かす。

「おまえも座堂に気があるのか？　こないだまで座堂なんか知らないって言ってたのに」

「気がある？　そう見えるとしたら、いちじるしく不本意だな」

　硬い声で答えた陣に、夕也はとくとくとして言った。

「胸がドキドキして息苦しくなるのは、恋してる証拠さ」

「ホラー映画を見ても、同じ症状が出るのだが」

「ごまかすなってばよ、陣！　俺おれの言ってたことが、やっとわかってくれたようで嬉うれしいぜ。座堂ときたらほんと、美人で綺き麗れいで美少女でセレブで、成績はいいし楽器の演奏はうまいし英語の発音はうまいし、しとやかだし、おとなしいし、セレブだし」

「セレブ二回言ったぞ」

「とにかく、あの座堂にだけはバカだと思われたくないわけよ、俺は！　とりあえず、おまえがいつも読んでるその楔くさび形がた文字の本に、雨あま乞ごいの方法とか書いてないか？」

「学校を流すのはあきらめとけ。現実を直視して、勉強を始めたほうが早いと思うが」

「もうたった三日しかないんだぞっ！　試験科目は、十二科目もあるんだぞっ！　ってことは、一日に三科目ずつ勉強しないと間にあわないんだぞ！」

「悪いことは言わないから、まず最初に算数の勉強から始めるべきだ」

「算数？　中坊以上じゃ数学って言うんだぞ、そんなことも知らないのかよ」

「十二割る三がいくつか、答えてみろ」

「あ、大丈夫。今回、微積分は試験範囲じゃないから」

「どうしてくれよう」

　陣じんは低い声でつぶやく。

「じゃあ、発想の転換をしてみよう。３×４さんしは？」

「はっ……！　９×９クク＝４２３３２シブザミニ！」

「ああ、戻ってきた」

「とりあえず、現実的な方法としては、優等生の陣くんにノートを貸してもらう」

「ノートだけ見ても、わからんと思うが……」

「ではこの、おまえがいつも大事に持ち運んでいるカレー用ソースポットを人ひと質じちにする」

　夕ゆう也やはそう言うと、椅い子すの上に置いていた陣の学生カバンから、金色のランプを奪い取った。ソロモンの指ゆび環わの持ち主がこすれば、シエラを呼びだせてしまうランプだ。もちろん、ソロモンの指環を持っていない夕也がさわっても何も起こらないはずだが、（もし万が一、何かの間違いが起こったら、座ざ堂どうにどれほど罵ば倒とうされるか……！）

　陣は、必要以上に過敏になってしまう。シエラがどんなに魔神レベルを上げても、もし途中で主人が変わったら、全すべてリセットされて、もとのレベル０の魔神に戻ってしまうのだ。

　そういうわけだったから、陣は本気であわてて、夕也からランプを奪いかえした。

「おいこらっ、勝手にひとの物を取るなよっ！」

「そ、そんな本気で怒ることないだろ！　そうかよ、親友もテストではライバルかよ！」

「いや、おまえが俺おれのライバルになる可能性は皆無だが」

　ついでに親友かどうかも怪しい。ふと陣は、ランプの先にほよよよん……と、紫色の煙がのぞいているのに気づいて、ハッと胸を押さえる。いつもランプと指環を携帯するようにシエラに言われてはいたが、学生の身で指環をはめるわけにはいかないので、胸ポケットに入れていた。奪った瞬間に、うっかりランプとこすれてしまったようだ。

（や……やばい！　座堂が出てくる！）

　衆人環視の中で、メイド服姿のシエラを登場させてしまったら、その数分後には自分が冥めい途どの旅路につかされることは想像に難くない。メイドだけに。

（いや、うまいこと言ってる場合じゃない！）

　間に合うかどうか……陣じんは、ランプをかかえて店の奥にダッシュした。

「すみませんっ、トイレ借ります！」

「ちょいとあんちゃん！　トイレはそっちじゃないよっ！」

　アルフの母（くれぐれもペルシャ人）が声をかけたが、それどころではない。もう、紫色の煙はかなりもくもくと吹き出てきている。

　店の奥はちゃぶ台を置いた居間になっており、のれんで区切られていた。陣は居間にすべりこみ、つま先でガラス障子をぴしゃーんと閉める。

　次の瞬間、両手を前に伸ばした形ですべりこんでうつぶせになっている陣の腕の中に、ランプをおなかの上に載せたメイド服の少女が、お姫様抱っこされる形で現れた。

「……どうやら、まだわたしを呼びだすときの礼儀をわきまえていないようね」

　ひやり、と首すじに冷たいものが当たって、陣は全身をこわばらせた。腕の中の少女は、きゃしゃな手足、長い髪、黒目がちの大きな目と、まだ少し硬いさくらんぼのように薄赤くつややかな唇。そして、その手に握られ、たしかな殺意とともに陣ののどもとに突きつけられている果物ナイフ。言うまでもなく、座ざ堂どうシエラであった。

「えーと。とりあえず、命だけは助けてくれ」

　陣は両手を挙げて立ち上がり、ゆっくりと後ずさる。シエラはムッとして、果物ナイフをエプロンドレスのポケットにしまうと、腰に手を当てて陣をにらんだ。

「人聞きの悪いこと言わないでよ！　これはたまたま、わたしが部屋で果物を食べていたときに、あなたが呼びだしたせいでしょっ！」

「果物って？」

「銀ぎん座ざ千せん疋びき屋やのマスクメロン。一個一万円」

「どうしてナイフじゃなく、メロンのほうを持ってこなかったんだ」

「忘れたの？　わたしが絶対に働かなくちゃならないよう、現金とか調理済みの食べ物とかは持ってこられないって。切ったメロンだって、調理済みの食べ物のうちでしょ？」

　全身から甘い最高級メロンの香りを漂わせつつ、シエラは言った。

　陣は大食漢の上に舌が肥えているという、困った体質である。中等部の寮生が当番で作っているような寮の食事では、量も味も満足できないのである。

「わたしを呼びだすのがあと五秒早ければ、切ってないメロンが手に入ったのにね。というか、テスト三日前にわたしを呼びだすとは、いったいどういう了見かしら？」

　シエラは、陣に顔を近づけ、人差し指をグリグリと彼の胸に突きつけながらにらんできた。シエラがこのような性格であるがゆえに、陣は極力彼女を呼びだしたくはないのだ。

「いや。おまえがいつも、呼びだせ呼びだせって言ってるから、たまには言うことを聞いてみようかと」

「今更ごまかそうとしても遅いわよ、庶民」

「でもまあ、結果オーライってことで、流しとけよ」

「そうはいかないわよ！　言ったでしょ、わたしを呼びだすときは、わたしのほうから呼びだせと連絡するからって！」

「そういうのを、世間一般では呼びだしとは言わないような気がするな」

「屁へ理り屈くつこねないの！　だいたい、この薄汚い昭和レトロな居間はどこ？　この昭和レトロぶりだと、ぜったい、フランス人形を置いた応接間があるはずね」

「そういうわけで、今回呼びだしたのは間違いだし、ここはアルフの家だから、帰ってほしいんだが。うっかり戸を閉めてここを密室にしてしまったから、とりあえずこのままではおまえは外に出られないので、適当に感謝ゲージを上げる形で」

「ちょっと待ちなさいよ、適当って何？　わたしは少しでも早く、一人前の魔神にならないといけないっていつも言ってるでしょう！」

　さもなければ、シエラの裕福な生活は終わりを迎えてしまう。

（貧乏になったら、ママがパパと離婚しちゃうかもしれない。そうでなくても、二人ともいつも、わたしのことなんて放ほったらかしだったのに……）

　普段はなるたけ忘れようとしていたそのことを思いだしてしまって、シエラはぎゅっと胸を押さえた。考えてみると、陣じんと出会い、ランプの魔神になってからずっとバタバタしていて……メイド服は恥ずかしいし、妖魔ダイモンには襲われるし、陣はちっとも感謝してくれないし、毎日が大変で、そんな寂しさもずっと忘れていた。

（そっか。庶民がいるおかげでわたし、最近ずっと、前みたいに寂しくないんだ……）

　一瞬、そんな思いがシエラの胸を駆けめぐった。胸がしめつけられそうだった。

（やだな、胸が苦しい。何だか、このまま帰りたくないな……）

　陣を見上げたシエラの大きな目に、長いまつげが影を落としていた。いつも勝気なシエラには珍しく、別人のようにひどく頼りなげな表情だったので、陣はドキッとしてしまう。

「な、なんだよ？」

「勉強を教えなさい、庶民！」

　シエラはいきなり、陣をビシッと指さしてそう言った。陣は驚き、目をぱちくりする。

「べ……勉強？　いきなり何を言いだすんだ？」

「あなたがわたしを呼びだしたせいでテスト勉強が中断されて、やる気をすっかりなくしてしまったわ！　だからあなたはおわびに、わたしの家庭教師をせねばならないのよ！」

　シエラは無茶な自論を展開しはじめる。陣はキョトンとして、何度もまばたきした。

「……すまん。話がさっぱり見えてこない。っていうかテスト勉強を中断？　おまえ、メロン食ってたんじゃなかったか？」

「それとこれとは話が別！　これから三日間、わたしの家庭教師として、高原のペンションで強化合宿につきあいなさい！　もちろん、あなたのような庶民とわたしに親交があるなどと、ほかの生徒に知れたら絶望する人も出るから、あくまで秘密裏にね。わたしも使用人たちには一人で行くと言っておくわ。では東京駅の『銀ぎんの鈴すず』で待っているわよ！」

「おい、勝手に話を進めるなよ。俺おれは行くとは言ってないし……」

「それでは、動どう輪りん広場に二時よ！」

「いや、待ち合わせ場所を変えてほしいという問題ではなく」

「銀の鈴は、待ち合わせ場所とは思えないぐらい、わかりにくいところにあるのだもの」

「待ち合わせはいいが、まずは何か仕事をして俺に感謝されないと、戻れないだろう。待ち合わせ場所より先に、そっちを考えろよ」

「あ」

　シエラは声をもらす。ちょっと考えて。しばらく考えて。にこやかにポンと手を打った。

「殺されずに済んで、今日の命に感謝っていうのはどうかしら」

「ものすごくさわやかな表情で、ものすごく名案だって思ってるんだろうけど、おまえ今、すごいムチャクチャ言ってますから」

「だって今、わたしの手には果物ナイフがあるのよ？」

「そうだ、感謝することがひとつあったぞ。おまえに感謝することで、おまえがここからいなくなってくれることに感謝しよう」

　陣じんは、シエラの頭に手をのばした。メイドのヘッドドレスが載せられた、シエラの頭。陣がなでることで、ヘッドドレスが光り、感謝ゲージの増加を示す。

「ちちんぷいぷい」

　陣は、呪じゆ文もんを唱えた。ちちんぷいぷいとは、智ち・仁じん・武ぶ・勇ゆうのことといわれている。王者に必要な気質として、中国に伝わるものだ。感謝ゲージの計測と精算をするときには、この呪文を唱えることになっている。なぜ漢字の呪文なのかというと……千一夜物語の中の、アラジンと魔法のランプの話の舞台が、実は中国だからである。以上、ミニ知識。

　陣が呪文を唱え終わると、ぼわ、とヘッドドレスの端っこが薄暗く光って、すぐ消える。シエラは不満そうに、ちょっと唇をとがらせながら、上目づかいに陣をにらんだ。

「あいかわらずケチくさい感謝ね。このわたしが、あなたごときのもとに来てあげただけでも、目の保養として感謝感激するべきではなくて？」

「あーはいはい。じゃ、動輪広場でな」

　まともに取りあっても、腹が立つだけだ。陣は、目を閉じ耳をふさぐ。

　シエラはムッとしながら、紫色の煙となって、ランプの中に消えていった。その直後、

「おい陣、そこトイレじゃないってよ。トイレこっち、教えてやるよ」

　と、夕ゆう也やがガラス障子を開いて顔を出した。陣はあたふたしながらランプを胸に抱き、

「あ……い、いや、もういいんだ」

「もういいってことないだろ？　……はっ、もしかしてそれ……尿し瓶びんっ？」

　夕ゆう也やは震えながら、ランプを指さした。陣じんはあわてて、否定するようにランプを振る。

「ばっ、バカなこと言うなよ。誰だれがこんなところで……」

「バカはおまえだっ、振るなバカー！」

　夕也はあわてて、すっ転びながら逃げだしたのだった。



　……というわけで、長い回想であったが、陣とシエラは東京駅から新幹線に揺られて一時間、この白はく鳥ちよう湖こペンションにやってきたというてんまつである。

（冷静に考えたら、ヤマカンが当たらなくても、東とう大だい生とかを家庭教師に雇えば安くすむんじゃないのか？　なんで、俺おれが座ざ堂どうの家庭教師をせねばならんのだ？）

　どうも承服できず、陣の心はモヤモヤしている。しかも、陣といっしょだということを使用人にまで内緒にしているから、シエラの山盛りの荷物をすべて陣が運ばされるというところも、納得がいかない。ちなみに動どう輪りん広場までは、タクシーでやってきて、タクシーの運転手に荷物を持ってきてもらっていた。

「ああほら、あの風かざ見み鶏どり。五年もたってるのに、昔のままだわ。懐かしいなぁ」

　山小屋に近づいて、シエラが子供のように声を張り上げながら、屋根の上を指さした。

　時間は四時を回っていた。駅から一時間以上歩いた計算になる。陣はすっかり疲れ果てて、肩が抜けそうだった。よろよろと足をもつれさせながら、弱々しい声でたずねる。

「なんでペンションに泊まるんだ？　おまえんち、たくさん別荘持ってるんだろ？」

「ええ、もちろんよ。座堂家は、世界中に百をこえる別荘を持っているわ」

「なあ座堂、世の中には住む家が無くて苦しんでいる人がいるんだ。そういうかわいそうな人のために、家いっこ寄付してあげたりすると、ものすごく感謝されると思うんだが」

「それってつまり、庶民が家いっこ欲しいってこと？」

「そんな直接的な言い方はしない。日本人だから、あくまでオブラートにくるんで」

「そういえば、庶民の両親は家を売って中近東に行っちゃったんだっけ。けど、物をあげたって感謝ゲージは上がらないでしょ。わたしが自分で働いて、感謝されるんでなきゃ」

「ケチ」

「今、何か言った？」

「俺も何か聞こえた。きっとこの湖で、過去、悲しい物語があったんだろうな」

「幽霊のせいにしようとしても、ごまかされないからね！」

「うぬぅ」

「とにかく、別荘を使うには使用人をいっしょに連れていく必要があるわけ。でもこのわたしが、家庭教師とはいえ男子を別荘に連れていくなんて聞いたら、まじめなニコライは心配しまくって熱を出しちゃうし、もっとまじめなメアリーにはお小言を食らっちゃうわ。あの二人には心配かけたくないのよ、品行方正な優等生でいなくちゃ」

「その猫、俺おれの前でもかぶってくれるとありがたいんだがな」

「それで、ペンションを利用することにしたってわけ」

「あまりにも華麗なスルーっぷりに、涙が出そうだ」

「伊い勢せ志し摩まに行ったときに言ったでしょ？　座ざ堂どう家では、長い休みのとき、使用人を休ませるために旅行するって。五年前のお盆休みにはここにきたのよ。ここの岸きし辺べ水みな斗とくんっていう男の子と、よく遊んだわ。あのころはまだ、パパもママもいっしょだった……」

　シエラの胸がキュンとうずいた。シエラの父は魔法でお金を出すことで、母はそのお金を使うことで忙しくて、いつもシエラは一人ぼっちだった。小さいころはそれでも比較的、家族といっしょにあちこちへ行ったような覚えがある。

（パパ、ママ。わたしが一人前の魔神になって、もとどおりお金持ちになれば、ママはまた家に帰ってきてくれるわよね？　また、みんなでここに遊びに来られるわよね？）

　しかし陣じんは、シエラのことばと切ない表情とを、少し誤解したようである。

（ペンションでの……ひと夏の思い出ってやつか……？）

　陣の頭の中には、高原で白馬に横座りしてほほえんでいるシエラと、その後ろにまたがって手綱を取る、昔の少女漫画のような、背が高くて足が長くて金髪の巻き毛の美少年の姿が浮かんでいた。キラキラした景色の中で、シエラはワンピースのすそをはためかせながら「うふふふ……」と笑い、少年は真っ白いブラウスのフリルをなびかせて「あははは……」と笑っている。そんな光景を想像して、陣の心はずずーんと重くなる。

「……そんな、ウルウルするほどのやつなのか？」

「いきなり何の話？」

　陣が妙なことを言いだしたので、シエラは不審そうだ。陣は「ごほん」と咳せき払ばらいして、

「だから、その水斗とかいう『男の子』だ。……そいつのことを、考えていたんだろ？」

「ブー、はずれ。そんなこと、庶民に何の関係があるの？」

「あ、いや。はずれならいいんだ、別に」

　陣は、とまどいがちに目をそらす。いつも、憎たらしいぐらい冷静な陣が、珍しく少々とっちらかっている様子なので、シエラは怪け訝げんに感じて、きょとんと首をかしげていた。



　シエラは、山小屋の扉を押し開けた。カランコロン、とカウベルが鳴る。

「こんにちはー……」

　白はく鳥ちよう湖こペンションはレストランも兼ねており、山小屋の外にはオープンカフェふうの、木のテーブルと椅い子すが置かれている。オーナーの手作りらしく、あたたかみを感じさせる。

　山小屋の中は広い食堂になっている。暖炉があり、木のカウンターと、その奥にささやかな厨ちゆう房ぼう。壁ぞいに階段がひとつ、奥には扉がひとつある。疲れ果てた陣は、床に座りこんだ。シエラはキラキラした目で、両手を胸の前で組みながら、食堂を見回す。

「わあ、昔と全然変わってないわ！」

　シエラの声が聞こえたのか、奥の部屋からあたふたと、一人の中年男が飛びだしてくる。華きや奢しやでナイーブな感じの男だった。手には、掃除機を握っている。シエラが陣じんに言った。

「このペンションのオーナーの岸きし辺べさんよ」

「これはこれは、シエラ様！　失礼いたしました、お早いおつきでしたので……」

「気にしないでオーナー、急に来ると言ったわたしが悪いんだもの。それから、こっちの人はわたしの家庭教師。それ以上でもそれ以下でもないので、よろしくね」

「は、はい、了解いたしました」

　岸辺は深々と腰をまげて最敬礼する。陣は、食堂の中をきょろきょろと見回した。

「ログハウスにしちゃ、広いな」

「一階が３ＬＤＫで、奥の扉のむこうが廊下になってて、そこに宿泊用の客室が三部屋あるわ。二階は屋根裏部屋で、オーナーが住んでるの。いつもは、一部屋ずつお客が入るけど、今回はペンションいっこ借り切ったから、レストランも休業だし、他ほかにお客はいなくてよ。ちなみにハイジの家は一階が１ＬＤＫで、その一部屋が『おんじの間』なのよ」

「えらくハイジにくわしいな」

「昔は好きだったの」



    

  
    
      



    

  
    
      　シエラは、少し早口にそう言い捨てた。昔「は」好きだった。だけど……。

（いつからかしら、見るのが辛つらくなったのは。クララが、まるでわたしみたいで……。そうだわ、そのころから、家族みんなで旅行に行くことも無くなってたんだわ……）

　シエラの表情が暗い。陣じんは、心配そうにたずねた。

「どうした、何か今日はおかしいぞ？　いや、いつもとは別ベクトルでという意味だが」

「いちいち念押ししなくていいわよ！」

　シエラは陣にむかって、火を吹く勢いでかみついた。と……陣が、ふわっとほほえむ。

「うん、いつもどおり元気だな。良かった」

　シエラは、その笑顔にドキッとした。顔が、かあああーっと赤くなる。心臓がガンガンと早鐘のように打って、今にも破裂しそうになる。

（な、な、ななななな……い、いつもブッキラボーなくせに、いきなりそ、そんな笑顔っ……反則よっっ！）

　体じゅうの血が逆流するかのようだ。全身が熱い。シエラはドキドキしながら、陣の顔をちらっと盗み見る。真まっ赤かな顔でとまどっているシエラが、陣はふたたび心配になった。

「……おい、ほんとに大丈夫か？　そんなに、テストやばいのか？」

　その声に、シエラはハッと我にかえった。

「えっ、い、いいえ！　や、やばいというほどではないのよ！　ただ、このわたしが皆のあこがれ座ざ堂どうシエラであるかぎり、完かん璧ぺきを期したいだけ！　言わば、勉強しなくても九十点は取れるけど、これを百点にしたいわけよ！」

「しんどい性格だなぁ、おまえは」

「なっ、何がしんどいのよ！　このわたしにマンツーマンで勉強を教えてあげられるという光栄に浴して、感謝してはどうっ？」

「いや、俺おれじゃなくおまえがしんどいなって話だが」

「まったく、失礼な庶民なんだから！　ちょっとは水みな斗とくんを見習いなさいよ！」

「だから、誰だれだ？」

「そういえば、水斗くんはどこ？　わたしが来ると言ったら、以前は風かざ見み鶏どりの横に座って、待っててくれてたのに」

　シエラは何気なく、岸きし辺べにたずねた。その瞬間、岸辺の表情が、サッとくもる。

「えっ？　な……何か、あったの？」

「水斗は、屋根裏部屋にいます。シエラお嬢様がいらっしゃるということは伝えたのですが、降りてこようとしないのです。すみません」

　岸辺は、深々と頭を下げる。シエラは、不安に胸をドキドキさせながらたずねた。

「そんなことはいいのよ、それより本当に何があったの？」

「水斗はもう、誰も待たないと言ってます。待って、裏切られるのが怖いって」

「裏切られる？　何のこと？」

「妻が……ですね。お恥ずかしい話ながら、数ヶ月前、いなくなってしまったのですよ」

　岸きし辺べは、頭をかく。陣じんが横から、口をはさんだ。

「さっきから話が見えないのだが、つまり水みな斗とっていうのは、岸辺さんの子供なわけだな。五年前に、座ざ堂どうがよく遊んだという……」

　ちらっ、と陣は岸辺の顔を見る。

「岸辺さんは若そうに見えるけど、その水斗という奴やつもひょっとしてまだ子供なのか？」

「小学二年生です」

「良かった」

　岸辺の返事に、陣は思わずそうつぶやいた。「シエラが五年前によく遊んだ岸辺水斗」という話が、なぜかいつまでも頭の中に、おこげのようにこびりついていたからだ。おこげのように、というのは、まさに気持ちがじりじりとこげるようだったからである。

「何が良かったのよ！　岸辺さんが奥さんに逃げられたっていうのにっ！」

　シエラが陣にかみついた。そのことばが、岸辺の胸にざっくりと突き刺さる。

「おい、岸辺さん、逃げられたとは言ってないだろ。蒸発したとかかもしれないし」

「同じです」

　気をつかっているつもりの陣に、岸辺は悲しそうな声でつぶやく。

「だってオーナーはこんなにヒョロヒョロ頼りなくて、奥さんは元気いっぱいの美人だったのよ？　ハンサムでお金持ちなセレブもいっぱい観光にくるわ。フラーッとついていって、逃げちゃっても、おかしくないわよ！」

「それ、何ていうみ○ピもんただよ」

　シエラと陣のやりとりを横目に、岸辺はしょぼくれた表情で、ポリポリと頭をかいた。

「いえ、でもごもっともです。実際、水み菜な子こさんは……妻は、夫であるわたしが言うのも何ですが鄙ひなにはまれな美女でして。わたしはこのように頼りない昼ひる行灯あんどんですし、ひょんな間違いで恋愛結婚できたものの、いつか捨てられるのではないかと覚悟しておりました」

「ひょっとして、俺おれがみ○ピもんた？」

「数ヶ月前の日曜日……水菜子さんは、いつもどおり車で買い出しにいったんです……」

　岸辺は不幸そうな、弱々しい口調で語りだした。彼の話を再現すると、こういうことだ。



　数ヶ月前のその日……水菜子が日用品などの買い出しに、軽乗用車に乗って町へ行こうとしていると、車のところに水斗がやってきた。

「ママ、ぼくもいっしょに連れてって」

　水斗は甘えん坊の母親っ子である。しかし水菜子は、とまどったような顔をした。

「ごめんね。今日は無理だわ」

「えぇー！　どうしてっ？」

「酔い止めの薬が切れているの。それも今日、町で買わなくちゃね」

　水みな斗とは、ものすごく車に酔う。しかも、町までは片道一時間もある。でも、

「薬なんかなくてもいいよ、がまんするよ！　ぜったい酔わないから、つれてって！」

　と、水斗は食い下がった。ペンションの前で芝刈りをしていた岸きし辺べが、口をはさむ。

「水み菜な子こさん、そこまで言うんだから連れていってやったら？」

「でも、酔ったら苦しいのは水斗なのよ。そうねえ……じゃ、いい子で留守番できたらごほうびに、水斗が欲しがってたゲームのカード買ってきてあげる」

「えっ、『バトルワームカード』買ってくれるのっ？」

　水斗は目を輝かせ、こくこくと大きくうなずいた。

「う、うん。じゃ、ぼく、お留守番する！　思いっきり、首を長くして待ってる！」

「うふふ、楽しみにしていてね。すぐに帰ってくるから、待っててちょうだい」

　水菜子は、ほほえむ。山道を遠ざかっていく軽乗用車を、水斗は屋根の上にのぼって見送っていた。岸辺が芝刈り機を押しながら、屋根を見上げて水斗を呼ぶ。

「ママは今出てったばかりだぞ、今から待っててもまだまだ帰ってこないぞ？」

「だってママは、待っててって言ったもの。ぼくが待ってないと、寂しいと思うんだ」

　風かざ見み鶏どりのポールに手をかけて、水斗は風に吹かれていた。

（やれやれ、本当に首を長くして待ってるな。寂しいのは水斗のほう……か）

　母親っ子な水斗の気持ちもわかるので、岸辺は苦笑して、それ以上言わなかった。

　そして水斗は待ちつづけた。夕方になっても。夜になっても。朝がた雨が降りだしても、屋根の上から降りなかった。岸辺が必死に引っぱり降ろした。

　その日から……水斗は笑わなくなった。そして、誰だれのことも待たなくなった。



　岸辺の話が終わって、陣じんは、渋い表情をしていた。

（……これは。ややこしいことになりそうな、予感がするのだが……）

　おそるおそる、シエラのほうに視線を移す。

　シエラは両のこぶしを胸に当て、大きな目からぼろぼろと、大粒の涙をこぼしていた。

「かっ……かわいそう、そんなことがっ……！　わかったわっ、わたしがママの代わりになってあげましょう！」

　自分も両親に放ほったらかされてきたシエラには、他人ごととは思えなかったのだ。

「ということで、今日からわたしがママ！　そして庶民、あなたがパパよ！」

「いやいやいやいや。パパはいるから」

　陣はあわてて岸辺を指さし、突っ走っているシエラに教える。だが、シエラは聞いちゃいない。ビシッと陣を指さした。

「すなわち庶民、今日からあなたが、このペンションのオーナー！」

「のっとり？」

「というわけで、水みな斗とくんのことはわたしに任せてちょうだい、オーナー！」

　乗りに乗っているシエラを、岸きし辺べは恐れ多そうに見ながら、肩をすぼめる。

「い、いえ、シエラお嬢様が水斗のママだなんて、もったいないお話です」

「いいのよ、オーナー。遠慮しないでちょうだい」

　シエラは岸辺の肩を両手でつかみ、鼓舞するのだが、彼の表情はどんどん暗くなる。

「いえその、できれば遠慮させていただきたいのです。気高い貴婦人にとって、自分の身の回りの世話をする人間を持っていないということは、不名誉なことだそうですし……」

「そんなこといいのよ、わたしがいいと言っているのだから従いなさい」

「善意の押し売りにもほどがあるな。そういうのを独善っていうんだぞ。まずは相手の気持ちを聞いて、相手が望むことをやってあげるというのが、本当の善意という……」

「いいこと、庶民！」

　陣じんのことばをさえぎって、シエラは言いはなった。

「ボランティアの心で他人に奉仕するのは、高貴な者の義務ノーブルス・オブリツジなのよ」

「また、よくわからないことを言いだしたな」

「そしてノーブルス・オブリッジとは本来、ヨーロッパの貴族が、普段は贅ぜい沢たくな生活をしているけれど、いざとなれば領民のため、先頭を切って戦って勇ましく死ぬ義務のこと！　日本のように、命令する人間が一番後ろに引きこもって、戦死するのは兵隊ばかり、なんてのとは違うわけよ。すなわち！」

　と、シエラは水斗がいる屋根裏部屋にむかって、ビシッと指を上に上げる。

「善意の心は突撃！」

「大いに違う！」

　陣が止めようとしたが、シエラはすでに階段を駆けあがっていた。二階から、どたばたどたばた、と激しい物音と言い争う声が聞こえた。岸辺は、頭をかかえて震えている。

「水斗くん、わたしがママよ！　甘えていいのよ！」

「なっ、何だおまえー！　出てけー！」

「何ですって、このわたしを忘れたというのっ？　使用人のぶんざいで！」

「えっ……シ、シエラお姉ちゃん？」

「わたしがママよ！　甘えていいのよ！」

「五秒前、思いっきり『使用人のぶんざいで』って言われた気がする」

「そうだわ、ママが手作りケーキを焼いてあげましょう！　水斗くんもいっしょに仲良く手伝って、親子の親しん睦ぼくを深めましょう！」

「痛い痛い痛い！　手を引っぱらないでー！　それにシエラお姉ちゃんが料理をしたら、また何か爆発するもの！」

　陣じんは、ああ、と手を打って、岸きし辺べに視線をむける。

「それで『遠慮させていただきたい』って言ったんですね、オーナー……」

「ですから陣さん、よろしければシエラ様を連れて、よそに行ってくださるとうれしいのです。もちろん水みな斗とは、シエラ様がいることで何か気持ちが変わるかもしれませんが、それより先に、このペンションがもつかどうか……」

「わかる、よーくわかる」

　陣は腕組みをしてうなずいた。破壊魔神シエラはすでに、学校の家庭科室を破壊済みだ。

「任せてくれ。あいつが降りてきたら、うまいこと言いくるめてペンションから連れだす」

「ありがとうございます、感謝します」

「なーに、あいつは単純だから、何とかなりますよ」

「本当に助かります。五年前のあれは、悪夢でしたから……」

「ガスコンロでも爆発したんですか」

「シエラ様が朝、『みんなのゆで卵を作ってあげる♪』とおっしゃって、卵を一ダース、電子レンジに……」

「そりゃひどい」

「ええ。目も当てられぬ惨状でした……」

　青ざめてうなだれる岸辺の横で、陣は冷静に、指折り数える。

「座ざ堂どう家が三人で、岸辺家が三人。つまり、六人なのに卵を十二個料理しちまったのか」

「じ、陣さん……陣さん？」

「卵は一日一個だぞ。たしかに卵は栄養があるけど、食べ過ぎるとコレステロールがたまって良くないんじゃなかったかな？」

「いいえ。それはロシアの科学者が、純粋な草食動物であるウサギに卵を食べさせると、コレステロールを分解できずにたまるという結果からきた、誤解だそうですが」

「ああ、それじゃ六人で十二個食べてもいいのか」

「いえあの……そこじゃないでしょう、陣さん？」

「だが卵は完全栄養食だから、一日一個食えば栄養素は十分のはずだ。それをあえて二個食うなんて贅ぜい沢たくをしてるから、魔神の力に頼らざるを得なくなるんだ」

「いろんな方向で、あなたが何を言っているのかわかりません」

「卵、うまいよな。ああ腹が減った……」

「陣さん、陣さん？」

　ベクトルのすれ違い現象を起こしている陣と岸辺のもとに、シエラがバタバタッと降りてきた。水斗が、シエラに腕をつかまれて、いっしょに降りてきた。降りてきた……というより、引きずり降ろされた、というほうが正確かもしれない。水斗は色白で、髪は栗くり色いろの、外国の絵本に出てくる王子様のような男の子だ。成長すれば、さぞかし美少年になるだろう。岸きし辺べはどうひいき目に見ても十人並みだから、それと混じってこれが生まれたということは、水み菜な子こはさぞや美女であろうと、陣じんにも容易に想像がつく。

（座ざ堂どうもそうだが、顔が綺き麗れいだとチヤホヤされるからなぁ……。きっと、誘惑が多かったんだろうな。放ほうっていかれて、かわいそうに）

　シエラと陣が共有しているのは、ランプの魔神の秘密だけではない。お互いに、相手に弱みを見せるのが嫌だという、強がり屋どうしなので、言ったことはないけれど……二人とも、親に放ほったらかしにされているというところは、同じなのである。

「よし。じゃあ、俺おれも手伝うぞ」

　と、陣はいきなり腕まくりをした。

「ってちょっと！　陣さんっ？」

　速攻で裏切った陣に、岸辺の声がひっくりかえった。がたがた震え、真っ白に燃えつきている岸辺の前で、三人は厨ちゆう房ぼうに入り、阿あ鼻び叫きよう喚かんを巻きおこす。

「さーて粉をふるうわよ」

「シエラお姉ちゃん、先にガスの火止めて！」

「大丈夫よ、水みな斗とくん。だって、料理の心は粉ふん塵じん爆発だもの」

「座堂、それ誰だれに教わった？」

「さっ、卵割っちゃうぞー」

「シエラお姉ちゃん！　カナヅチ要らない！」

「俺は役に立ちそうにないので味見をしてやる。このおっきいスプーン使っていいか？」

「やめてとめて！」

　水斗の悲鳴が、夕暮れ深い高原に響きわたった。



　翌朝……。高原にさわやかな朝日が顔を出し、木々はそよぎ、花々はほほえみ、湖はきらきらと輝きはじめた。

　輝かしい、朝のおとずれ。そして水斗にとっては、恐るべき夜の終わり。

「でっきあがりー！」

　シエラが、得々としてくるみのパウンドケーキを差しあげた。驚くほど普通に上じよう手ずにできている。陣が小麦粉にまみれながら床に倒れ、鍋なべがことごとく焦げつき、壁一面にケーキの生地が飛び散り、色んなものが壊れていることにちょっとばかり目をつむれば、及第点であろう。水斗はひどい寒気を感じて、厨房のすみでガタガタ震えていたが。

「ま……まさか、生きて朝日をおがめるなんて」

「どう、水斗くん？　これぞ、生きるか死ぬかの極限状況に身を置くことで、生きる喜びを再認識し、ちょっとやそっとの悩みごとなんて生きてることに比べたらちっちゃいことなんだって実感する、セレブ流お悩み解消方法よ」

　ぱちん、とシエラが片目をつむり、人差し指をかわいく立てる。

「……そういう目的だったっけ……」

　水みな斗とは、硬い声でつぶやいた。たしか、ママのかわりに甘えるがどうとかこうとか、シエラは言っていたはずだが。

（でも……ママがいなくなった寂しさ、少なくともシエラお姉ちゃんがフライパンを爆炎であぶってるあいだは忘れられた気がする。だって、それどころじゃなかったから……）

　水斗は、すすで真っ黒になった頬ほおを、こぶしでぬぐう。

（それに、大きな声を出したのも久しぶりだ。まあ悲鳴だったわけなんだけど……でも）

　胸に、水斗は手を置いてみる。すっとしている。一晩眠っていないというのに、体が軽くて気持ちがいい。それに、厨ちゆう房ぼうに甘い香りがいっぱいにただよっている。水み菜な子こがよく、レストランで出すためのケーキをここで焼いていて、水斗にちょっと味見をさせてくれたことを思い出した。今までは、思い出しても胸が痛むばかりだったのだが……。

（ママのケーキ、おいしかったな……）

　水斗はなつかしそうにシエラを見つめた。こごっていた心が、溶けてゆくのを感じた。

　陣じんは起き上がって、小麦粉まみれの体をポンポンとはたく。ケーキがうまく焼けたのはいいが、調子に乗ったシエラがどんどん焼いたので、パウンドケーキが壁のように床に積みあがっている。それを一本取って、陣はまんじゅうを食べるようにぱくりとかぶりつく。

「おい、座ざ堂どう。あろうことか状況に流されてしまったが、テスト勉強はどうするんだ？」

　もぐもぐ、と口を動かしながら、陣はたずねる。厨房は台風でも通りぬけたかのような惨さん憺たんたる状況になったが、ケーキのできはなかなかのものだ。シエラは基本的に破壊魔神ではあるが、世界中の美味珍味で舌は肥えている。ぶじ完成さえすれば、一流ホテルに肩を並べるほどの味になるのは、当然といえば当然である。

　というわけで陣が食べているケーキはこれで五個目だ。大量にあるので全然減らない。

「それと……このケーキの山も、どうするんだ？　パウンドケーキはけっこう日持ちするとはいえ……。そうだ良かったら俺おれがもらってやるから、宅配便で寮に送ろうか」

　陣にしては珍しく、そわそわとして落ちつかないようすだ。かなりケーキがお気に召したようである。パウンドケーキを持ったシエラは陣に指摘されて、我にかえった。

「そ、そうだったわ。わたしはここに、テスト勉強をしにきたのよ。ケーキを焼いてる場合じゃなかったんだわ……」

　そのことばを聞いて、水斗の表情がサッとかげった。

（そうだ。シエラお姉ちゃんはただのお客さんだもの、ぼくのママじゃないんだ。ママが帰ってきたわけじゃないんだ……）

　寂しそうな水斗の背中に、陣が気づく。気になって、声をかけようとした。

「おい、水みな斗と……」

「あっ、ここここ！　多分ここだよ、レストランって書いてるし！」

　ふと、にぎやかな声が厨ちゆう房ぼうに届いた。レストランの外に観光客が集まり、黒山の人だかりとなっている。昨晩からずっと固まっていた岸きし辺べがその声で、ようやく正気に戻った。

「あ、あの、何でしょうか？」

　玄関から出て、おずおずと尋ねる岸辺に、観光客たちが口々に問いかけた。

「レストラン、何時に開くんですか？」

「この甘い匂におい、ここのケーキでしょう？」

　わいわい、と人が集まってくる。どうやら、シエラが焼いたケーキの匂いにひきつけられてきたようだ。しかも、今日は土曜日である。朝から観光客が、湖のまわりにいっぱい集まっていた。それが次々とケーキの香りにひきつけられてやってきたのだから、小さなペンションは今にも床が抜けそうになった。岸辺は、目が回りそうになりながら謝る。

「す、すみません。うちは今、貸切でして、ケーキもレストラン用のものではなく……」

「えぇ～？」

　客のあいだから、激しいブーイングが起こった。陣じんは六本目のパウンドケーキを丸かじりしながら、そのようすを眺ながめる。

「百人ぐらいいるかな。ケーキセットを五百円で出したら、一気に五万円ってとこか」

　は、とシエラは顔を上げて、目をキラキラと輝かせる。

「そうよ、ケーキセットを五百円で出せばいいのよ！　さすが食い意地が張っているだけあって、食べ物関係でだけはサエてるじゃないの、庶民！」

「ほめてくれて、ありがとう。あれ、おかしいな、目から汗が……」

「つまり、このペンションが貧乏だから、奥さんが逃げちゃったわけよね？」

「座ざ堂どう。そこで水斗が聞いてるんだから、ことばを選べ」

「ということは、貧乏から脱出すれば、蒸発した奥さんも帰ってくるということよ。すなわち、このケーキセットで評判になって、観光ガイドとかブログとかで話題になりまくって、お金ガポガポ、奥さんカムバック！」

「いやに生々しいところを見ると、おまえ本当に、お金に困ってるんだな」

「そうと決まれば、このお客さんを逃がすわけには行かないわ！　庶民、みんなにケーキセットをふるまうわよ！」

　腕まくりをしているシエラを、陣はあわてて引きとめた。

「ちょい待ち！　テスト勉強はどうした？」

「困っている人を前にして、テストがそんなに大事なの？　この薄情者の点取り虫！　人間、勉強だけできてもダメなのよ！」

　シエラは陣の胸に指をつきつけて、責めたてる。陣は、硬い目を彼女に向けた。

「その意見には大いに賛同する。勉強よりもまず、自分が言ったことをホイホイ忘れない記憶力こそが、人間には必要なことだと思うのだが」

「というわけで、手伝いなさい！」

　シエラは、陣じんの腕を引っぱって、廊下の奥にある部屋へむかった。水みな斗とは、何がどうなるのか理解できないまま、厨ちゆう房ぼうでぼんやりと待つばかりだ。

　シエラに引っぱられながら、陣はあわてて、彼女を止めた。

「いやいや、ちょっと待て」

「待ってるひまはないわよ、せっかくのお客さんが逃げてしまうわ！」

「レストランの中にはテーブルが三つとカウンター席、外にはテーブルセットが二つしかないだろ？　テーブルに十二人、カウンターに五人、外に八人で二十五人。一回転三十分として最後の人は二時間待ちだ。いくらうまいケーキでもそう待ってはくれないだろ」

「もちろん、百人全員、逃がすつもりはないわ。だから、手伝えと言っているのよ」

　シエラは部屋の中に入って、陣の荷物の中から魔法のランプを引っぱりだし、陣の鼻先に突きつけた。陣は驚いて、目をぱちくりする。

「なっ……？　い、いいのか？　おまえ、人に見られるのが嫌だって……」

「背に腹は替えられないわ！　水斗くんのためだもの！」

　変身シーンを見られないよう、シエラは部屋のカーテンを閉めて回る。本気のようだ。

（座ざ堂どう。ランプの魔神モードになってメイド服姿に変わるのが、屈辱的とか何とか言ってあんなに嫌がってたのに……いつも生意気なばっかりだと思ってたけど、ちょっといいところあるじゃないか。ケーキ作りも、うまいしな）

　少し、ほほえましい気持ちになって、陣はシエラをやわらかな視線で見つめた。それに気づいて、シエラは怒ったように赤くなる。

「な、何を見てるのよ、庶民のくせに！　さっさとわたしを呼びだしなさいったら！　あっ、ちゃんと密室にならないよう、扉を開けておくのを忘れちゃだめだからねっ！」

　そんなぷんすかしている様子まで、何だかほほえましく見えてしまう。

「そうだな。俺おれも手伝ってやるよ。普段から予習復習をきちんとしておけばテスト前にあわてて勉強しなくても大丈夫ってのが、俺の持論だからな」

　陣はランプに手を当てて、こすった。シエラは、そっと目を閉じて待つ。

　シエラの全身が輝き、姿がパッと消えた。それと同時に、陣が手に持っているランプから、紫色の煙がぼわんと吹きだす。煙の中に金色の星がピカピカと光り、竜巻のようにくるくる渦巻くと、メイド服にヘッドドレス、ニーソックスをはいたシエラが現れた。

　紫色の煙がおさまっていく。シエラは、ぱちりと目を見開いた。大きな目が、ますます大きく、強い意志の光をはなっている。彼女のメイド服姿は今までに何度も見てきたが、どうも慣れなくて、陣は逃げるように視線をそらした。彼女の大きな目にじっと見つめられているせいでますます居心地が悪く感じたが、当のシエラはまるで気にしていない。

「さて、じゃあケーキセットを配りに行きましょうか！」

　シエラは、ぱんと大きく手を叩たたいて気合を入れる。陣じんはシエラをしばし、押しとどめた。

「ちょっと待て。メイド服になったって、百人の客はどう計算してもさばけないぞ？」

「もちろんわかってるわ。そしてさいわいここは湖のそばで、泥も石もあるわけよ」

　シエラは含みのある笑みを「にぃっ」と浮かべ、エプロンドレスのポケットから、文庫本ほどの大きさの、薄い上製本の本を取りだした。この本は魔法書で、シエラの魔神レベルが上がるたびに、白いページが呪じゆ文もんで埋められていく。全すべてのページが呪文で埋めつくされ、魔神レベルが最高となったとき、シエラは一人前の魔神になれるのである。

　しかし今は、「砂魔法ラツムール」「泥魔法トウイーン」「石魔法ハジヤル」と、三種類しか使うことができない。陣は不安そうにたずねた。

「泥と石で、何をする気だ？　泥のコーヒーに石のケーキでも出そうってのか？」

「そんなままごとしないわよ、わたしはこのペンションを本当に助けてあげたいのよ」

「どうやって？」

「見ればわかるわ。というわけで泥魔法トウイーン、そして石魔法ハジヤル！」

　シエラは指を上に向けて、勢いよく命じた。レストランのほうから聞こえていたざわつきがサッと消え、どよめきに変わる。陣には、何が起こっているのかわからない。

「な、何したんだ、座ざ堂どう？」

「その目で見ればわかるわ。以前言ったでしょう、わたしの呪文は声が届く範囲全てに効力が及ぶんだって」

　ニコッ、とシエラは笑う。愛らしいが、したたかな表情で、シエラは廊下を抜けて、レストランにつづく扉をバターンと開けた。



　陣は、絶句した。百人もいた客は、全員、座席についていた。

　レストランの外には、石魔法ハジヤルで作られたらしき、石のテーブルと椅い子すが二十セットも並んでいた。まだ空き席があるのを見て、甘い香りにひかれて通りがかった観光客が、次々におとずれる。これだけの客を、岸きし辺べひとりでさばききれるはずがない。実際、岸辺は状況についていけず、玄関先でボーッと立ちつくしていた。

　客のあいだをくるくると、こまねずみのように立ち回って働いているのは、身長五十センチほどの泥人形……小さいゴーレムで、シエラによる命名「小コーレム」である。

『ぷきゅ！　うきゅ！』

　ことばをもたないコーレムたちは、客を次々にあいている席に案内する。体は小さいが、五十体ほどいるので、回転のよさは十分確保できているようだ。伝票を持って、注文を取る。厨ちゆう房ぼうでケーキを切って、お皿に盛る。サイフォンはフル稼働で、コーヒーを入れる。使ったあとのお皿を、頭の上に積んで、わちゃわちゃしながら運んでくる。

　そして、泡いっぱいのシンクで洗い物をはじめたが……。

『ぷきゃ――――っ！』

　悲鳴を上げたコーレムを、陣じんはあわててつまみ上げる。腕が、溶けてしまっていた。

「ああ。やっぱり、泥だから水には弱いんだ」

『うきゅ……』

　コーレムは悲しそうに、泥で自分の腕を作りなおす。陣は、腕まくりをした。

「よし。じゃ、ここは俺おれがやるぜ」

「あっ、あの、陣お兄ちゃん」

　突然あらわれた石の食卓やコーレムに口をぱくぱくさせていた水みな斗とが、問いかけてくる。

「あの……い、いきなりこの変な人形が来て、お客さんをさばきはじめたんだけど……これ、何？　陣お兄ちゃんたちの、知り合い？」

「あーこれ。ロボットロボット」

　てきとうにはぐらかす陣の目には、心が入っていない。水斗は、疑わしそうだ。

「ロボット……？　何だかすごく、原材料・泥、って感じなんだけど……」

「気にしたら負けだ」

「勝ち負けの問題？」

「今、問題なのはこの大量の客をさばくことだぜ。客がいっぱい来るようになって、貧乏ペンションじゃなくなったら、お袋さんも帰ってきてくれるかもしれないだろ」

　それを聞いて、水斗の頬ほおに、さっと血の気がのぼる。

「あっ……。そ、それじゃ……ぼくのために？」

「そういうことよ。だから、がんばりましょ」

　と、廊下の扉から出てきたシエラのメイド姿を見て、水斗はコチンと固まった。レストランにいた客たちは、息をのみ、どよめいた。

「め……めめ、めいどさんっ？」

「こ、こんな高原のペンションでメイドさんに会えるなんて！」

「しかも可愛かわいい！　細い！」

「ああ、このレストランも、あんなちっこいメイドさんが、いっしょうけんめいモップかけて掃除してくれていたのか！　あああ、健けな気げだ！　いじらしい！」

　うつぶせて床に頬ずりをする客も何人かいたが、とりあえずヤバい客はスルーしつつ、

「お帰りなさいませ、旦だん那な様、お嬢様♪」

　ぺこりんぐ、とシエラは頭を下げる。ちなみに、ぺこりんぐは、ぺこりの現在進行形。過去形は、ぺこりど。過去分詞、ぺこりん。三人称は、ぺこりず。She pecolis to customers。ここテストに出ますから。まだ習ってない方はスルーの方向で。

　ランプの魔神になっている関係で、メイド服姿に変身してはいるが、その性格は滅私奉公なメイドのものとはほど遠い。しかし、大英帝国出身の超一流メイド長、メアリー・サバントおよび、彼女に教育されたメイドたちにかしずかれているシエラは、ちゃんと超一流のメイドとしての立ち居振る舞いをまねることも、その気になればできるのである。

　観光客たちは、当然カメラを持っている。いっせいに、シエラにレンズを向けた。

「メイドさんっ、萌もえ～！」

「あっ、座ざ堂どう……！」

　陣じんはあわてる。写真を写されたら、当然、そのうちの何人かは「旅の思い出」として、その写真を自分のインターネットのブログページなどに掲載してしまうだろう。

　シエラがメイド服を着て、テスト前にペンションのアルバイトをしていた……などと、たとえそれがボランティアという高尚な志にもとづくものであっても、彼女が今までかぶってきた猫に、傷がつくことにもなりかねない。何より……陣は認めたくはないけれど、メイド服姿のシエラはたしかに、掛け値なしに可愛かわいいのである。そんな写真が流出したら、たちまちインターネット中に広がってしまうだろう。どこの誰だれとも知らない人間がシエラの写真を見るなんて、何だか自分でもよくわからないが、我慢できない。

「おいちょっと、メイドさんは撮影お断……っ！」

　叫さけぼうとしたが、シエラは「シッ」と人差し指を立てた。お客さんに嫌な思いをさせない、という気配りのようだ。

（いやでもしかし、写されていいのかよ？）

　陣はとまどう。いっせいに、シャッターが切られた。すると、

『うきゅー！』

　マッハの速さで、コーレムたちがレストランの中を飛びまわり、しゅたっと着地する。

「えっ……？　今、何か？」

　マッハなので、シャッターを切った人々には、何が起こったのか理解できない。だが、実はシャッターが切られた一瞬、コーレムがレンズの前に立ちはだかって、シエラが写されないようガードしたのだ。家に帰って写真を確かめてから、それに気づくことであろう。

「さすが……やるな、座堂」

　陣は、ホッと胸をなでおろす。が、自分がシエラのことを心配していたということに気づいて、そのことが急にばつが悪くなり、

「そ、そんなことより、皿洗い皿洗い！」

　と、ふたたび皿を洗いはじめた。

　ところで陣たちは知らないことだが、生徒会副会長で二年生の氷ひ室むろ江え利り子こはシエラを追っている。江利子は、生徒会長兼男子寮寮長で三年生の近衛このえ右う京きように、シエラを諦あきらめさせるため、彼女が猫っかぶりで、女人禁制である寮に立ち入り、陣の部屋に入り浸っているという決定的瞬間を撮影することに情熱を燃やしている。というわけで今回、シエラが陣じんといっしょにいて、しかもメイド服を着ているという、かっこうのシャッターチャンスであったが、残念ながらこういうときにかぎって江え利り子こはいなかった。ライバルであるシエラを蹴け落おとすのも大事だが、自分自身を磨いて右う京きように認められるのはもっと大事なことである。試験三日前にのんびりカメラを持って張り込みなどしている場合ではなかったのだ。

脱線終わり。

　そのメイド姿のシエラは、お盆の上にケーキセットを載せて、水みな斗との手に「はいっ」と渡した。ずっと、コチコチに固まっていた水斗は、紅潮した顔を上げる。

「お客さんいっぱいだけど、がんばりましょ。ファイト！」

　ニコッ、とシエラがほほえんだ。その笑顔が、水斗の心にある思い出を呼びおこす。

　水み菜な子こも、珍しくお客さんが多かった日には、水斗にお盆を手渡して、『水斗、これ持っていってね。重いけど、男の子だもん、がんばれるよね。ファイト！』

　と……そう言っていた。水斗は、シエラが水菜子と重なって見えて、目をこすった。

「どうしたの、水斗くん？」

　シエラが、首をかしげる。水斗は、あわててシエラの手からお盆を受け取った。

「う、ううん。えーと、あ、そうだ。シエラお姉ちゃんの服が、あんまり可愛かわいいから……」

「服だけ？」

　にこり、とシエラがほほえむ。白い額に、青い血管がぷくっと浮きでている。

「えっあっそのっ……ごっ、ごめんなさい！」

　水斗はお盆を持って、ぴゅーっと逃げだす。

「子供にも容赦ないな、座ざ堂どう」

　陣が皿を洗いながら、硬い声でつっこむ。

「お待たせしました！」

　逃げた勢いで、水斗は客にケーキセットを出した。

「あらあら、そんなに急がなくても」

「お手伝い、偉いわね。せっかくだからコーヒーのおかわりを頼もうかしら」

「はっ、はい！　了解しました！」

　水斗は、あせあせっと伝票に追加注文を書きとめる。

『うきゅきゅ！』

　厨ちゆう房ぼうではコーレムが、シエラの焼いたケーキをがんばって切っている。

「すごいなぁ、このロボット。何でもできるんだなぁ」

　水斗は感心しながら、ケーキとコーヒーをお盆に載せて、客に運んだ。コーレムたちも、がんばってケーキセットを運んでいる。その姿は、ロボットだと思っている客たちには物珍しいし、何よりテーブルの間をひらひらとエプロンドレスをひらめかせながら、お盆を片手に動き回っているシエラの姿は、そこだけ光り輝いているようだった。

「あそこのレストラン、ケーキがすごくおいしいらしいぜ！」

「最新の直立二足歩行ロボットがおがめるのだそうだ」

「超可愛かわいいメイドさん萌もえ！」

「美少年ウェイターくん萌え！」

　いろんなベクトルから、客がぞくぞくと集まってくる。シエラは、魔法でコーレムと石のテーブルセットを増やして対応したが、しょせん泥人形のコーレムでは、限界がある。

「ちょっと！　いつまで待たせるの！　そこにあいてる席あるじゃん！」

　列の後ろのほうの客が、しびれを切らせて叫さけぶ。

「はいただいま！」

　お盆を片手にシエラがあたふたと返事をするが、とても追いつかない。あまりにも多い客を前にして、機能停止状態に陥っていた岸きし辺べがようやく、状況を把握して正気に戻った。

「はっ……こ、こうしている場合では！　シエラお嬢様がおっしゃるとおり、ここが貧乏脱出のチャンス！　わたしがこんなに頼りないから水み菜な子こさんに逃げられてしまったのだ、今こそふんばらねば！　そして水菜子さん、この胸にカムバック！」

　しゃきーんっ、と岸辺は勢いよく立ち上がると、腰エプロンをきゅっとしめ、コック帽ぼうをすちゃっと装着、キリッとした表情で客の前に出ていく。

「お待たせいたしましてすみません、お客様！　今、お席にご案内いたします！」

　引き締まった岸辺の顔は、先ほどまでの、ふやけたコンニャクのような顔とは別人のようだ。五割増し、ハンサムに見える。待っていた女性客たちが、ぽっと顔を赤らめた。

「あら、男前」

「大丈夫、全然待たなかったわよ。いえむしろわたしは、あなたとの出会いを待ちつづけていたのかもしれない。多分、前世あたりから」

　何やら、スピリチュアルに走りながら岸辺にひっついている女性客もいたりする。昼ひる行あん灯どんのようでも、さすが岸辺はプロだけあり、たまっている客を次々にさばいていった。

「オーナー、なかなかやるじゃない」

「おまえは、いつも物言うときは上からだな」

　陣じんが皿を洗いながら、シエラに硬い声でつっこむ。シエラは得々と、客の数を数えた。

「これなら、あと倍ぐらいお客さんがきても、さばけるわね」

「あと倍って、食器が足りないぞ」

「それは大丈夫。増産中だから」

「増産中？」

　シエラが軽く言ったことばの不審さに、陣は眉まゆをひそめた。そういえば、何か燃やすような臭においがしている。バッと勝手口を開けて外を見ると、コーレムたちが泥をこねながらカップやソーサーなどの食器を作り、泥のレンガを積んで作った窯で、せっせと焼いているのだった。ふつう、窯が冷えないと中のものは取りだせないが、作業しているのが泥人形のコーレムなので、平気な顔で窯の中に出入りしては焼く前の粘土を入れ、焼きあがった陶器を出して、おそろしく回転が速い。ちなみに、焼かれた食器にはコーレムの顔が描かかれていて、ちょっとかわいい。しかもペンションの横で焼きたてのティーカップを「伝統陶芸コーレム焼」というのぼりまで立てて、コーレムたちが観光客相手に売っている。

「……おまえら、何も考えてないような顔して商魂たくましいな」

　陣じんは呆あきれて、『ぷきゅー！』とか言いながらおつりを受け取っているコーレムたちを眺ながめた。ちなみに、今日いきなり作り始めたコーレム焼が伝統陶芸であるはずなど、まったくない。よく見ると「地方発送承ります」ののぼりも立っていて、その横ではコーレムたちがせっせと、段ボール箱にコーレム焼をつめていた。新聞紙をくしゃくしゃっと丸めて、さくさくと詰めていく作業には、まったくソツが無い。

「あ。けっこう売れてるんだ、コーレム焼……」

『ぷっきゅー！』

　コーレムたちは、誇ほこらしげに胸をそっくりかえらせた。頭身が低いのでわかりづらいが。

「どう。これなら、お客をまだまだ増やせそうでしょう？」

　シエラが、いつの間にか陣の横にきていた。陣は「うおっ」と、思わず横によける。

「たしかに増やせそうだが……さすがにもう来るべき客はみんな来たんじゃないのか？」

　シエラは、チチチッと人差し指を横に振った。

「甘いわね、庶民。お客を増やすには、呼びこみをすればいいのよ」

「チラシか割引券でも配るのかよ」

「ひとつだけ、まだ使っていない魔法があることをお忘れのようね？」

　謎なぞめいた笑みを浮かべるシエラ。陣は、忘れていたわけではない。ただ、残るひとつ……砂魔法ラツムールが、何かレストランの役に立つとは思えなかったのである。

　砂魔法。それはシエラが一番最初に覚えた呪じゆ文もん。眠りの砂を出して、人を眠らせる。

「磨き砂のかわりに使って、レストランの床でも掃除するのか？」

「まあ、見ててごらんなさい。砂魔法ラツムール！」

　シエラは人差し指をぴんと振り上げる。ゴッ、と砂すな嵐あらしが巻き起こり、湖ぞいの道を歩いていた人々を襲った。

「うっ？　なっ、何だ、急に眠く……？」

　ばたばたっ、と人々は倒れた。シエラは彼らを指さし、コーレムたちに号令をかける。

「よし！　お行きなさい、コーレム！」

『ぷっきゅーっ！』

　コーレムたちがわらわらと駆けだして、倒れている人々を、アリがキャラメルを運ぶがごとく頭上に持ちあげ、ペンションまでタターッと運んできて、あいている席にばたばたっと座らせる。まだぼんやりしている彼らのもとに、シエラが伝票を胸に抱いて持ちながら、しゅたっとやってきた。

「お帰りなさいませ、旦だん那な様、お嬢様♪　手作りケーキセットでよろしいでしょうか？」

「座ざ堂どう、それは呼びこみではなく犯罪のようだが」

　陣じんが、硬い声で指摘する。だが、シエラは当然、聞いちゃいない。

「庶民って意外に、真顔でボケるタイプなのね」

「いやいやいやいや。今のはツッコんだんだ」

「声が届く範囲ということは、拡声器を使えば、湖にいる人もゲットできるかしら」

「何人か溺おぼれ死ぬから、やめておけ」

「じゃあ、ベトナムの水上マーケットみたいに、舟を出して行商するのはどうかしら？」

　シエラのことばを小耳に挟んで、そばにいた客が声をかけてきた。

「メイドさん、舟で行商するって？」

（あら、聞こえてたのね……危ない危ない、気をつけなくちゃ）

　シエラは、ひやりとして口をおさえる。魔法が使える……などと誰だれかに知られたら、ランプの魔神であるシエラを手に入れようと考える人間が出てくるのはまちがいない。

「湖に舟を出すのは、しばらくやめておいたほうがいいよ」

　と、客はシエラに忠告してくる。

「きのう、スワンボートに乗っていた観光客が何人か湖に落ちて、それきり浮いてこなかったんだ。今、対岸のほうに警察やレスキュー隊が集まって大騒ぎになってるから」

「スワンボート？」

　陣は、シエラに見とれた観光客たちのスワンボートが衝突していた光景を思いだす。

（まさか、きのうのあれがそんな大事故になってたとは。やっぱり座堂のやつ、破壊の魔神っていうか、魔神だけあって魔性の美び貌ぼうってやつなのかな……）

　と、シエラの顔を盗み見ると、妙に妖よう艶えんに見えてしまう。陣の視線に気づいたシエラが、きょとんとしながら耳にかかった長い髪をかきあげた瞬間、陣はあわてて目をそらした。

（い、いやいや、落ちつけ俺おれ。俺の心は楔くさび形がた文字ひとすじだ、座堂みたいなワガママ大魔神のことなんて、何とも思うはずがない！）

　頭の中からシエラのイメージを振りはらおうと、陣はブルブル首を横に振る。

「何をひとりでブツブツ言ってるわけ、庶民？」

　シエラは、不審そうに眉まゆをひそめながら、陣のようすを見る。

　と、明るい笑い声が聞こえてきた。水みな斗とだった。シエラと陣は、驚いて視線を向ける。

「シエラお姉ちゃん、陣お兄ちゃん。ありがとう、お客さんがこんなにいっぱい来たことなんてはじめてだよ。ぼくもがんばってお手伝いするから、がんばろうね。ファイト！」

　水み菜な子こがいつも、水みな斗とにそう言っていたことばが、彼の口からようやく出た。

「水斗くん……」

　つられて、シエラの表情がゆるんだ。陣じんも、元気が出てくるのを感じた。

「よーし、がんばるぞ！　座ざ堂どうは法の許す範囲でがんばれ！」

「わたしが法律、という定義で良いのかしら」

「お願いだから、少しは俺おれの話を聞いてくれ」

「ファイトぉ！」

　水みな斗とが、元気いっぱいこぶしを振りあげた。コーレムたちも、

『ぷっきゅー！』

　と、いっしょに跳ねあがった。



　怒ど涛とうのような一日が、過ぎていった。青黒い夕暮れが、墨を流したように空をおおう。

　白はく鳥ちよう湖こペンションに灯あかりがともった。岸きし辺べは入り口に「ＣＬＯＳＥＤクローズド」の札をかける。

「はーっ、終わった！」

　疲れ果てた陣が、シンクの前でへなへなと座りこんだ。一日中皿洗いをしていたせいで、手が白くふやけている。シエラも、椅い子すにどかっと座って、テーブルにつっぷした。

「つ、疲れた……。一日中立ってて、足が棒みたいだわ。屋敷のメイドたち、毎日こんなに大変だったのね……これからは、わがまま言わないようにしなくちゃ」

「ほう。座堂が少し、成長しているようだな」

「誰だれか、上からものを言ってる人がいるようね。上下関係をもう一度、叩たたきこんであげなくてはならないわね」

「成長じゃなくて、増長していたのか」

「今日はお手伝い、ほんとうにありがとうございました。あんまり話題なので、雑誌の取材も三社ほど来ていました。地元の新聞社まで。ものすごい宣伝効果ですよ、きっと」

　岸辺は、ほくほくしながら小さな手金庫を持ってくる。シエラは疲れ果てて、長い髪が顔にはりついていたものの、満足そうな笑みを浮かべる。

「お力になれてよかったわ、オーナー。明日もがんばって、ケーキを焼くわね」

「ありがとうございます、シエラお嬢様。お疲れでしょうから、今夜は腕をふるってディナーを作らせていただきます。何か、リクエストはございますでしょうか？」

「大盛り」

　陣が、腹を抱えて椅子に座ったままつぶやく。えっ、と岸辺は怪け訝げんそうな視線を向けた。

「いえいえ。それは、料理名ではありませんが」

「何でもいい。とにかく大盛り。あと、今すぐ食いたい。昼飯を食ってない」

　陣のテンションがかなり低い。シエラは眉まゆをひそめて、言った。

「オーナーは、昔は赤あか坂さかの一流ホテルで厨ちゆう房ぼうを任されていたシェフなのよ。少し待てば、伊い勢せ海え老びのテルミドールとか、松まつ坂さか牛ぎゆうトロのあぶり寿ず司しとかが出てくるわよ」

「俺おれは、腹が減ったんだ。白ごはん山盛りでもいい、とにかく今すぐ食いたい」

「オーナーの作るうずらのベーコン巻きの燻くん製せいは、絶品よ。三時間かかるけど」

「今すぐに食えないなら、てめえらを食ってやる。ゲシシシシ」

「いけない。カラッポになった胃に、別の人格が入ったみたいだわ」

「陣じんさんの人格は、胃に入ってたんですか？」

　岸きし辺べが、おそるおそるたずねた。



　結局、陣の人格と材料の関係上、伊勢海老のテルミドールは作れないということで、その夜のディナーは、次のとおり。シェフの気まぐれサラダ。シェフの気まぐれスープ。シェフの気まぐれライス。シェフの気まぐれステーキ。シェフの気まぐれデザート。

「思いっきり気まぐれだな。っていうか、ライスのどのへんに気まぐれ要素が入る余地があるのか、問いたい。つぶさに問い正したい」

　陣は、重い表情でぶつぶつ言う。岸辺が、恐縮しながら答えた。

「それはほら、あれですよ」

「何ですよ」

「たとえば水の量とか」

「米の一・八倍だ。そこは動かすな、おかゆになるから」

「オーナーが奥さんに逃げられた理由がわかったわ。気まぐれにもほどがあるからよ」

　四人でテーブルを囲んで、ナイフとフォークを持ちながら、シエラがボソッとつぶやいた。陣が、シッ、と人差し指を唇の前に持ってくる。

「おい、座ざ堂どう！　水みな斗とくんの前で、そういう話をするなよな！」

「ううん、ぼくなら大丈夫だよ」

　水斗は、明るくほほえんだ。

「シエラお姉ちゃんや陣お兄ちゃんがいるもの。ママがいなくても、寂しくないよ」

「そ、そうか水斗。良かった……」

　岸辺は心からホッとして、表情をゆるませる。

　シエラと陣も顔を見合わせ、ほほえみあった。が、ついそんな仲良しっぽいアイコンタクトをしてしまった自分たちが照れくさくなり、あわてて互いにぷいっと顔をそむけた。



　夜はふけていく。

　岸辺父おや子こは、一階にある家族用のお風ふ呂ろをつかって、屋根裏部屋に上がっていった。

　陣とシエラはそれぞれ、一部屋ずつ客室を使っていた。客室にはユニットバスがついている。そしてシエラはテスト勉強をするのをあきらめ、明日の朝は早起きしてまたケーキを作るつもりだから、いったん部屋に入ったらもう出てくることはない。寝るだけだ。

　陣じんは、ベッドの上に足を投げ出して、ゴロゴロしていた。ゆうべ、厨ちゆう房ぼうで徹夜しているのだから、眠いはずなのに、なぜか眠れなかった。昼間、水みな斗とのためにメイド服姿でくるくるとがんばって働いていたシエラのことが、まぶたの裏に浮かびあがってくる。

（ワガママで怠け者だと思ってたけど、水斗のために、あんなに嫌がってたメイド服で頑張って働くなんて。座ざ堂どうのことを、ちょっと誤解してたのかもしれないな……）

　陣は落ちつかなくて、何度も何度も、ベッドの上で寝返りを打つ。

（テスト勉強、聞きにくればいいのにな）

　陣は、彼の部屋に置かれている木製の素そ朴ぼくな机に、シエラが座っている姿を思いうかべる。そのとなりに椅い子すを並べて、自分が座っている姿を想像する。

　想像の中で、シエラが、鉛筆を片手にノートを開いて眉まゆをひそめ、額を押さえている。

『サインアルフアたすベータ は……？　ああもう、公式が全然覚えられない！』

　頭を抱えたシエラに、想像の中では二割増しハンサムな陣が、クールに指導する。

『まずサインの足し算は、さいた＝はサクラかコスモスか＋たんにコスモスさいただけ、と覚える』

『まああ！　あっという間に覚えられるわ！』

『つぎにコサインの足し算は、こけた＝はコスモスくん－｜ないたはサクラさん、だ』

『まさに公式の大運動会だわ！　さすが庶民ね、尊敬してしまうわ！』

　きらきらきらっ、とシエラの目が輝くだろう。自分を、憧あこがれの眼差しで見つめるだろう。

『あっ、消しゴムが転がって……』

『あ、俺おれが取る……』

　ぱっ、と消しゴムの上で重ねられる二人の手。はっ、と頬ほおを赤らめ見つめあう瞳ひとみ。

『庶民。わたし、ほんとはずっと……庶民のこと……』

（いやいやいやいや！　何を考えているんだ、俺は！　そもそも今回、ここでテスト勉強をすることなど、まずないだろうが！）

　陣は壁にガンガンと頭をぶつける。そのとき、

「コンコン」

　陣の部屋の扉を、ノックする音がした。陣は、ハッとベッドの上で身を起こす。

　このペンションの中には、四人しかいない。しかも、そのうち二人は、屋根裏部屋にいる。ということは、消去法で行けば、部屋の前にいる人間には一人しか心当たりがない。

（でもなぜ……？　どうして、こんな時間に……？）

　時計を見ると、十二時を回っている。陣はドキドキしながら、扉を開けた。

　果たしてそこに、シエラが立っていた。メイド服姿である。そういえば、夕食のときもメイド服のままだったな……と、陣は思いだした。

　シエラは疲れきって、目が落ちくぼんでいた。へとへとになったようすで、陣じんに言う。

「庶民……わたしの頭を、なでなさい」

「あっ、忘れてた。……いや、ちょっと待てよ。おまえが元に戻るってことは、コーレムも魔法がとけて、土くれに戻るってことだよな？」

「ええ、そうよ」

「っていうことは、今日売りさばいたコーレム焼もぜんぶ、土くれに戻るじゃないか。ってことは、おまえ、永遠に元に戻れないじゃないか」

「ホホホ、それぐらいのこと、この高貴なわたしが想定していないと思って？」

　シエラは手の甲を口に当てて、笑う。

「いや。高貴かどうかはこの場合、よくわからんが」

「コーレムを出す泥魔法トウイーンは、泥の呪じゆ文もんでしょう」

「トゥイーンが、アラビア語で泥のことだからな」

「で、泥と陶器は別物でしょう？　粘土を焼いて、その中の成分がガラス化したものが、陶器なわけだから」

「ほうほう」

「つまり、泥の呪文で陶器が出てくることはありえない。逆に言えば、泥の魔法を解除したところで、すでに陶器になったものは消えるわけがない、というわけよ」

「それ、信じていいのか？」

「ま、だめならもう一度買いに来れば二重に儲もうかるってものよ。ホホホ」

「ペンションの評判を上げるどころか、不良品を売りつける悪徳業者って言われるぞ」

「小生意気な庶民ね！　しのごの言わずに、言われたとおりにすればいいのよ！」

「いきなり高圧的な態度だな」

「あなたはまだ、主従関係というものがよくわかっていないようね？」

「おまえが主で、俺おれが従？」

「あら。わかっているじゃないの」

「ということは、おまえがわかってないということだな」

「詭き弁べんを弄ろうすのはやめなさい、とにかくっ……！」

　シエラは自分のメイド服を見下ろすと、少しためてから、こぶしを握って力いっぱい主張した。

「この服のままじゃ眠れないし、お風ふ呂ろにも入れないのよ！　一日働いてドロドロだから、体を洗いたいし、何よりメイド服のままじゃ眠るにしても落ち着かないし！　だからあなたは、わたしの頭をなでないといけないのよっ！」

「何もキレなくとも。ほれ」

　ぽむっ、と陣はシエラの頭に手を置いて、呪文を唱えながらなでる。

「ちちんぷいぷい」

　シエラはおどろいて、目をまるくした。ふわあっ……と、シエラの全身が金色に輝く。

　ヘッドドレスが扇形メーターのように、感謝ゲージが上がっていって、虹にじ色いろに光り、あふれた光の粉がこぼれて、シエラの周りに舞い飛んだ。

「えっえっえっ？」

　シエラは信じられないように自分の手を見つめる。ぐんぐんぐんぐん……と、陣じんの感謝があたたかいエネルギーとなって、体の中に満ちていくのがわかる。

　光がゆっくりとおさまった。今まで感じたこともないほど強かったエネルギーに、シエラはあわててエプロンドレスのポケットから魔法書を取りだしてみる。そこには「岩魔法サツフル」と「土魔法テユラーブ」、ふたつもの魔法が増えていた。シエラは、ごしごしごしっと目をこする。

「ま……魔法がふたつも増えてるっ？」

「ああ。何か派手に光ってたと思ったら、そんなに感謝ゲージ上がってたのか」

「……どうして？」

「何が」

「いつもわたしの頭をなでるの、嫌々やってるじゃないの。だから、こっちも先手を打って、キレながら強要したのに、あっけなさすぎじゃないの」

「だって、いつものおまえは、俺おれに感謝されるようなことを何もしてないからだ」

「今回もそうでしょ？　わたしが一方的にあなたを家庭教師として連れだして、一方的にペンションのことに巻きこんで、あなたがわたしに感謝する要素は何もないわけだもの」

「まあたしかに、直接感謝する要素はないわけだが」

　ふと、陣はニコッとほほえんだ。シエラはびっくりして、固まってしまう。いつも無口で無ぶ愛あい想そうでぶっきらぼうで、庶民のくせに生意気きわまりない陣が笑うことなど、とくにシエラに笑いかけることなど、さらには、こんなほのなまらあたたかい笑みを浮かべることなど、空から凍った魚が落ちてくるぐらいありえないことだったからだ。

「いや。空から凍った魚が落ちてくる現象は、竜巻が湖の水を高空まで巻きあげ、高空の冷気で冷やされた魚が落ちてくるんだ」

「はっ、超能力っ？」

　シエラは本気で驚いて、自分の頭を隠すように押さえる。陣は呆あきれ、硬い声で言った。

「おまえ、一人ぼっちのこと多いだろ。そういう人間は、考えてることがつい口から出てしまうんだ。っていうか、ほのなまらあたたかいってどういう形容詞だ」

「く、口から出てたかしら？」

　シエラは、あわてて口を押さえた。

「とりあえず、座ざ堂どうはワガママなばっかりのやつだと思ってたけど、水みな斗とのことであんなにいっしょうけんめいにやるなんて、ちょっと見直したし。俺も何か、うれしかったし」

　珍しくすなおな陣じんのことばを聞いて、シエラは胸がドキドキする。顔を真まっ赤かにして、今にも飛びだしてしまいそうな心臓を、両手でぎゅっと押さえつけた。

「べ、別に、わたしただ、自分がしてあげたいって思ったことをしただけで、庶民に感謝されるようなことは……」

「座ざ堂どう、ほんとに偉かったなと思うよ。今日一日、ほんとによくがんばったよな。ケーキもあんなにうまいのを作れるなんて、正直今まで生きてきて食べた中で一番うまかった。人に命令してるばっかりかと思ってたけど、けっこう家庭的なところ、あるんだな」

「ど、どうしたの、庶民。いつもはそんなに誉ほめないじゃない」

　恥ずかしがりながらも、何だか陣に誉められるのがすごくうれしくて、シエラははにかんだ笑みをうかべた。できれば、もっと誉めてほしかった。もう一度、頭をなでてほしいなと思った。ドキドキしながら、シエラは陣に聞いてみる。

「そ、そんなにわたしのケーキ、今まで生きてきて食べた中で一番おいしかった……？」

　スッ、と振りむき気味に、陣の視線がシエラの顔にそそがれる。シエラの心臓がドクンドクンと大きく鳴り響く。真っ赤になった顔がかああっと熱くて、頭から湯気が出そうだ。

「はっ……超能力っ？」

　陣は、思いっきり本気で驚いて、頭を隠すように押さえた。シエラの大きな目が、糸のように細くなる。

「あー、いやいや。ずいぶんなっがいひとりごとだったわね？」

「俺おれも、一人でいることが多いからな……っていうか、どこから口に出てた？」

「えっと」

　シエラの頬ほおが、ぽっと赤くなる。自分で、一から言い直すのは何だか恥ずかしいし、陣も居心地が悪いだろうから、ぎくしゃくしてしまうだろう。

「わ、忘れたわよ、そんなこと。このわたしが、あなたみたいな庶民の言うことなんて、いちいち五秒以上覚えているはずがないじゃないのっ？」

　つい、腕組みしてぷいっと背を向け、冷たい言いかたをしてしまう。そうすると陣もカチンと来て、売り言葉に買い言葉で、言ってしまう。

「あーそうだよな、俺はおまえにとっちゃただの電池メーターがわりだもんな。たまたまソロモンの指ゆび環わを持ってただけのことで、もし魔神レベルがリセットされるんでなければ、他ほかのやつがおまえのご主人様になったほうがいいんだろ」

「だっ、誰だれもそこまで言ってないでしょ！　そんなふうに被害者意識が強いから、庶民はしょせん庶民なのよ！　まったく、庶民相手じゃ話にならないわっ！」

　ぼわん、とシエラの姿が煙となって消え、陣の部屋に吸いこまれていく。陣の部屋に置いてあった魔法のランプの口の中に消え、シエラが呼びだされる前にいた場所……すなわち今回は、レストランに客が押しかけたときにこの廊下で陣と押し問答して魔神モードになったわけなので、ふたたび廊下に現われる。が……シエラを呼びだしたのが、何しろだいぶ前のことなので、陣じんは立ち位置を間違えた。シエラが午前中に立っていたのと同じ場所に立ってしまっていたので、魔法がとけたシエラが陣の上に降ってきたのである。

「わー！」

　陣は悲鳴を上げて、うつぶせに倒れた。背中の上に、シエラが座りこんでいる。ぜんぜん重くはない。むしろ軽い。そのうえ、柔らかい。

（俺おれの背中に当たっているのは、どこの部位だ？　座ざ堂どうが座りこんでいるということは、十中八九、臀でん部ぶのはずだが……）

　デンブ、という難しい漢字で考えることで、かろうじて陣は冷静さを保った。

「きゃっ！　わ、わたしの下で何やってるのよ！」

　シエラは赤くなりながら怒って、スカートを押さえながら立ちあがる。

「……どうして、踏まれた俺が責められるんだ」

「とにかくわたしはもう休むわよ！」

　ぷんすか怒りながら、シエラは自分の部屋に入った。陣は、どうして自分が一方的に怒られているのか承服しかねて、頭をかきながら、のろのろと立ちあがる。

「……俺も、ちっとも学習しないなぁ。座堂は、しょせん座堂なんだよな」

　深いため息をつきつつ、自分の部屋に入って、陣はベッドの上に手足を投げだす。

「まったく……俺ときたら、どうしてあんなワガママ女に……」

　そのとき「ザーッ」と、水音が聞こえてきた。陣はギョッとする。

　陣のベッドは、壁にくっついている。水音は、その壁から聞こえていた。

「な……何の音だ？」

　陣は、自分の部屋の中を見回す。シエラの部屋が陣の部屋と同じ間取りだとしたら……ベッドの壁の向こうは、シエラの部屋のシャワールームになるわけである。

　陣の心臓が「どこん」と跳ねあがった。シエラがさっき、陣に頭をなでろと言ってきたときのことを、思いだす。彼女はたしかに言っていた。「この服のままじゃ眠れないし、お風ふ呂ろにも入れない」、そして「一日働いてドロドロだから、体を洗いたい」……と。

　陣の心臓が、ばくばくと鳴った。ゴールデンウィーク中、シエラと伊い勢せ志し摩まの温泉旅館に泊まった。そのとき、温泉に入っていたシエラを、陣はたしかに目撃した。それに比べれば、壁の向こうでシエラがシャワーを浴びていることなど、はるかに刺激は弱いはずだ。しかし、見えないとかえってあれこれ想像してしまい、陣はベッドの上で頭をかかえる。

「ざーっ」

　勢いよく吹きだすシャワーの水音。その水はきっと、シエラの長い髪のあいだを、無数の真珠のようにすり抜けて行くのだろう。もうもうたる湯気が、一糸まとわぬ彼女の白い手足にまとわりついているのだろう。

「な、何を考えているんだ、俺おれは！　あんなワガママ魔神のことなんて、考える必要ないじゃないか！　無ー視無ー視！」

　陣じんは頭をかかえて、ぶんぶんと首を横に振る。しかし、そうやって必死にシエラのことを心から振り切ろうとする努力は、

「ふんふんふーん♪」

　という、シエラの鼻歌であっさり打ち砕かれてしまった。シャボンの泡に包まれながら、やわらかなスポンジで自分の体を洗っているシエラの姿を、思いうかべてしまう。

「考えるな、俺！　考えるな！」

　どんなに努力しても、シエラの姿を頭から追いだすことができない。陣はふたたび、そしてさっきよりもかなり激しめに、壁にガンガンと頭を打ちつけた。



　夜の闇やみの中、白はく鳥ちよう湖このほとりに、ペンションの灯あかりがちらちらと光っている。

　シラカバの林の中に、風が巻きおこった。翼を持った馬に、トウモロコシ色の長髪をなびかせた若い男がまたがって、そこに立っていた。

　夜風にマントがはためいている。色は白く、容よう貌ぼうは繊細で、目の周りにはピエロのような黒い星のペイント。逆五芒星ペンタグラムのペイント……それは、宇宙の五つの惑星の調和を乱すもの。あるいは悪魔の象徴である二本角のヤギの姿を現す、不吉の象徴である。彼は、ソロモンの鎖骨という本の中に封印された七十二人の魔王のひとり、盗賊王子セーレである。

「見つけました、我が主マスター。座ざ堂どうシエラがいました」

　セーレの前には、おとなしそうなスカート姿の少女が座っている。長い前髪とメガネとで、ほとんど目を覆っているので、その表情がはかりしれない彼女は、春はる紗しや学園中等部三年生で図書委員の本ほん田だ聡さと子こである。彼女が胸に抱いている、逆五芒星ペンタグラムが表紙に描かかれた本こそ、ソロモンの鎖骨だ。聡子は、薄い唇にわずかな笑みをきざむ。

「少し遅かったようですね、セーレ。もう、変身は解いてしまっていますね……」

　聡子は馬上で振りかえり、セーレを見つめた。長い髪が夜風になびき、メガネの底の瞳ひとみは凍りつくほどに冷ややかで、魔王であるはずのセーレですら、心臓がわしづかみにされたような恐怖に襲われた。必死に震えを抑えながら、セーレは答える。

「お、お任せください、マスター。方策は考えてあります……明日もう一度、座堂シエラが魔神召喚されるように。そして、その時こそ、魔法書を手に入れてごらんに入れます」

「そのことばを、信じて良いのでしょうかしら……？」

「も……もちろんです。わたしはソロモン七十二柱の魔王のひとりセーレ、この世のあらゆるものをまばたきひとつの間に盗むことが我が能力。必ず手に入れます」

「ククク……そうまで言うのならば、楽しみに待ってあげましょう」

　聡子は目を細めて笑う。セーレは、彼女の笑みに不吉なものを感じて、息をのんだ。

「と、ところでマスター……よろしければ、お聞かせいただけますでしょうか。なぜ、座ざ堂どうシエラの魔法書をご所望なのか」

「なぜ、ですって……？　あの魔法書が呪じゆ文もんで埋まり、座堂先輩が一人前の魔神に育ってしまったら、聖櫃の妖魔アークダイモンだけでなく、あなたたち魔王も困るのではないですか……？」

「今、あの魔法書はほとんど埋まっていません。もしランプの魔神の魔力を手に入れるということでしたら、魔法書がもっと呪文で埋まるまで待ってからのほうが……」

「あら。魔法書がほとんど埋まるほどにレベルを上げた座堂先輩から、魔法書を盗む自信があるのですか、セーレ？　ククク……」

　聡さと子この挑戦的な笑いに、セーレは屈辱を感じ、赤くなってぐっと答えに詰まる。そんなセーレに、聡子は冷ややかな流し目をくれる。

「ともあれ……あと一度だけあなたに期待してあげます、セーレ」

　聡子は馬からするりと下り、夜の林の中を歩きだした。あわててセーレが呼びとめる。

「マスター、お一人でどこへ！」

「座堂先輩の居所がわかった以上、ここにいる理由もありません。家に帰って試験勉強をするのですよ……あさっては中間考査ですからね」

「し、試験勉強？　全ぜん智ちの存在であられるマスターがっ？」

「明日、いっしょに試験勉強をする約束をしてしまったのですよ。クラスメイトの、安あん藤どう奈な津つさんとね」

　安藤奈津は、中途半端なうんちくを得意技とする家庭科部の部長である。基本的におっちょこちょいで騒がしく、思し慮りよ深い聡子とは正反対のようであったが、よく聡子にアメちゃんをくれる存在だ。

「に……人間に、それほど深入りなさって大丈夫なのですか？」

「あなたに関係のないことですよ、セーレ。あなたはただ、わたしの命令どおりに、魔法書を手に入れればいいのです。よけいな事など考えずにね、ククク……」

　目を細めた聡子の笑みに、あらためてセーレはぞくっとすくみあがる。背中に冷水を浴びせられたかのように感じた。

「では、わたしは帰ります。せいぜいがんばりなさい、セーレ……ククク……」

　聡子はソロモンの鎖骨の本を開き、深い闇やみの中で、召喚の呪文を詠唱しはじめる。

「アグロン、テタグラム、ヴァイケオン、スティムラマトン、エロハレス、レトラグサンマトン、クリオラン、イシオン、エシティオン、エクシスティエン、エリオナ、オネラ、エラシン、モイン、メフィアス、ソテル、エマヌエル、サバオト、アドナイ！　我、汝なんじを召喚す……」

　唱えながら聡子は、胸の前で逆十字を切った。

「然りアーメン！」

　詠唱が終わった瞬間、開いた本のページから、犬ぐらいの大きさの、青ざめた子馬が現れた。馬だが、しっぽだけはヘビの形だ。

「まいど！　地獄の公爵バティンでおま！」

　青ざめた馬は、だしぬけに間違った大おお阪さか弁を使ってきた。

「俊敏なる者バティン、あなたは人を瞬時に別の場所へ連れてゆくことができる。今すぐに、わたしを家に連れて戻りなさい」

　聡さと子こがバティンに命じると、彼はニヤッと笑ってセーレに目を向けた。

「おっしゃ、任せとくなはれ！　わいは、セーレの駄馬とは違いますよってに」

「バティン公爵。大阪弁で愛想の良さをアピールしているつもりならば、その目もく論ろ見みはかなり外れているぞ。正直言って、かなり痛いキャラに見える」

　腹立ち紛れにセーレが意見すると、バティンは鼻で笑った。

「痛いキャラやて？　ケッ、フェイスペインティングに言われとーないっちゅーねん」

「何だと、この駄馬！」

「行きまっせ、マスター！」

　バティンが叫さけんだ瞬間、彼と聡子の姿は消えた。呆ぼう然ぜんとしたセーレだけが残される。

「た……確かに、速い。しかし、わたしも地獄の王子と呼ばれたセーレ。あのような駄馬に負けはせぬ、プライドにかけて！」

　セーレは、灯あかりのついたペンションに、キッと鋭く視線をむけた。失敗は二度と許されないことを、セーレは覚悟していた。聡子はいつもほほえんでいる。その微笑の裏にある真実の気持ちは、魔王セーレであろうと、はかり知ることができない。しかし、彼女の目がいつも笑っておらず、どこまでも氷のように冷ややかであることには、気づいている。

（次に失敗すれば、マスターはわたしを消滅させるだろう。何の迷いもなく……）

　ぞくっと背中に悪寒が走った。そうならないためには魔法書を手に入れねばならない。

（大丈夫だ。わたしには、方策がある……）

　セーレは、鋭く目を光らせた。



　狙ねらわれているとも知らず、シエラはバスタブに肩までつかって、のんびりと鼻歌を歌いながら、風ふ呂ろを楽しんでいた。窓辺に置いた防水ラジオから、音楽が聞こえている。

「ふー。高級ホテルのスウィートや、高級旅館のはなれもいいけど、こういうひなびたペンションも落ちつくものね」

　ボディブラシで背中をこすっていると、音楽が中断されてニュースが流れてきた。

『突然ですが、ニュース速報です。昨日、白はく鳥ちよう湖こでスワンボートが多数転覆し、観光客五名が行方不明になっている事件で、捜索に当たっていた地元の警察やレスキュー隊などが相次いで遭難、行方不明になり、二次災害ともいうべき被害が広がっています』

「あら、ますます大変な事件になっているじゃない」

　シエラは、指の間を小さなブラシでちょこちょことこする。

『このため、いったん行方不明者の捜索は打ち切られ、自衛隊への協力要請も視野に入れて、県議会で話し合いが……』

「これは明日、早々に帰ったほうがよさそうね。テレビカメラでも入って、うっかりメイド服姿を放送されてはたまらないもの。スワンボート、乗って帰りたかったんだけどなぁ。すぐに転覆する欠陥商品みたいだから、乗らないほうがいいのかもだけど……でも……」

　バスタブのへりにもたれつつ、シエラはふっとため息をついた。

　五年前に、シエラはここで父母とスワンボートに乗ったのだ。酔うから船は苦手だと言っていた母が、水が綺き麗れいで魚が見える、と喜んでいた。父は、ほかのスワンボートに追い抜かれて意地になり、ものすごい勢いでペダルをこぎはじめた。母も協力して、スワンボートは凄すさまじい速度で湖面を蹴け立たてて走り、シエラはきゃっきゃと声を上げて応援した。

（庶民……スワンボート、こいでくれないかしら……）

　シエラが考えこんでいると、物音がした。ひたひたひた……と、小さな足音が聞こえる。

（ん？　何の音かしら？）

　陣じんか、と思ったが、がさつな彼ならもっとドカドカと足音を立てて歩き、シエラに「うるさいわねっ庶民っもっと静かに上品に歩きなさいよねっ！」と言われるところである。



    

  
    
      



    

  
    
      （猫か何か……？）

　いぶかしく思って風ふ呂ろからあがり、バスタオルを胸に巻きつけた。足音はシエラの部屋の前で止まった。ドキッとした。でも、（だ、大丈夫よ。さっきちゃんと、鍵かぎはかけておいたもの）

　と、シエラは自分を安心させようとする。ところが、

「ガチャッ」

　鍵を開ける音が聞こえた。どきーん、と心臓が跳ねあがった。

（どっ、どうしてっ？　どうして鍵を開けられるの、何者？　……はっ、もしかして聖櫃の妖魔アークダイモンがわたしを狙ねらってきたというの？）

　陣じんはすぐ隣の部屋で寝ている。助けを呼ぼうか、と一瞬思った。

　だがすぐに、シエラはぶんぶんっと首を横に振る。

（だ、だめよ！　助けなんか呼んで弱みなんか見せて、助けてやったなんて思われたら、あの庶民ますます増長して、態度が大きくなっちゃうわよ！　いや、もちろん服も着てないんだけど、それ以上に、庶民に頭下げるなんて絶対嫌！）

　そうなると、自力で戦うしかない。シエラは木製のボディブラシをがしっと両手でつかむと、かたかたと肩を震わせながら、シャワールームの扉に近づき、耳をすませる。

　足音は部屋の中をうろうろしていた。獲物を狙うように息をひそめ、人の気配がシャワールームの前を通りかかったところでシエラは扉を蹴けり開け、ボディブラシを振りあげた。

「死ねっ、アークダイモン！」

「きゃー！　やめてシエラお姉ちゃんっ、ぼくだよぼくっ！」

　つんざくような悲鳴に、シエラの動きはパタッと止まる。ちょっと嘘うそ。実はとっさに動きを止めきれなくて、一発だけ少々、水みな斗との頭にヒットしてしまった。

「み……水斗くんっ？　何してるの、こんなところで！」

　シエラは目をまんまるにする。水斗の手には、管理人用の鍵束が握られていた。シエラに襲われた恐怖と頭の痛みで、水斗は床にへたりこみ、目をうるうるさせていた。

「ご、ごめんなさい。ぼく、寂しくて……ママがいなくなった夢を見るんだ、毎晩。パパには、心配するから言えないけど……」

　水斗は、涙をぬぐう。シエラは、ああ、と表情をゆるめボディブラシを下ろして、水斗の前にしゃがみこむ。泣いている水斗の額を、人差し指でつんっとつついた。

「だから泣いてるの？　男の子が泣いちゃ、おかしいぞっ♪」

「ううん、今泣いてるのは、シエラお姉ちゃんの凶行にびびったせい」

　ピクッ、と短気なシエラのこめかみに青筋が浮いた。

　相手が陣なら「何が凶行よっ、だいたい深夜に乙女の部屋に勝手に鍵を開けて忍びこんでくるなんて、その場で速攻八つ裂きにされても文句を言えないぐらい、万死に値する犯行よっ！」と言えるのだが、水みな斗とはか弱い子供である。というわけで、なるべくことばをオブラートでくるみながら、シエラは彼をたしなめた。

「で、でも勝手に鍵かぎを開けてお客さんの部屋に入ってくるなんて、いけないわよ？」

「ごめんなさい。でもぼく、シエラお姉ちゃんに、いっしょに寝てほしくて……」

「わたしと？」

「シエラお姉ちゃんが来てくれて、今日はちっとも寂しくなかったんだ。ママがいなくなった寂しさ、忘れられそうな気がするんだ。お願い、いっしょに寝ていいでしょ？」

「えーあー……でも……」

　シエラは、ちょっとためらった。水斗は子供とはいえ、なかなかの美少年である。一瞬、陣じんの顔が脳裏に浮かんだ。だが次の瞬間、陣のことを思いだした自分が腹立たしくなって、シエラはぶんぶんぶんっと首を横に振る。

（どっ、どうしてここで庶民のことなんて思い出すのよっ！　あんなやつのこと、どうでもいいじゃない！）

　シエラは勢いづいて、水斗に言った。

「わかったわ、水斗くん！　寝巻きに着替えるまで待っててちょうだい、いっしょに寝てあげましょう！」

「わーい、やった！」

　水斗は喜んで、ぴょんぴょん飛びはねた。隣の部屋で陣は、ベッドの上で壁にぴたっとくっつき、聞き耳を立てながら、じりじりしていた。二度にわたって壁に打ちつけたため、頭はこぶだらけになっている。

（いっしょに寝る、だと？　寂しいのはわかるけど……水斗のやつ、もう二年生だろ？　高一と小二なら離れてるように見えるが、二十九歳と二十一歳だったら？　あ、いや、離れてるか。しかし百二十九歳と百二十一歳ならどうだ、じゅうぶん結婚したっておかしくない年の差じゃないか？）

　テンパっている陣には、百二十九歳と百二十一歳の結婚式というのもしっかり稀け有うだということまでは、思いが至らない。

　隣の部屋から、楽しそうな声が聞こえてきて、陣はまたも、耳をぴくっとそばだてた。

「わぁ、シエラお姉ちゃんの寝巻き、お姫様みたーい！」

（どんな寝巻きだ？　そしてそれを俺おれはここまで、背中に載せて運んできたのか？）

「ねえ、ぼくこっちに寝てもいい？」

「いいわよ。うふふ、くすぐったい」

（く、くすぐったいということは……ふれあっているのか、きゃつらは？）

「シエラお姉ちゃん、柔らかぁい」

（柔らかいっ？　どの部位のことだっ、おまえは今どの部位に触れているんだ！）

「ママみたぁい」

（ママ？　ではやはり、胸部の脂肪塊なのかっ、そこなのかっ？　いやしかし、そのパーツは座ざ堂どうには、天然資源ふうに言うなら、さほど潤沢には存在していなかったはず！）

　あえて天然資源ふうに言うのは、日本男児たるもの、その単語を思い浮かべるだけで、顔から火が出るほど恥ずかしくなるからである。

「あらあら。水みな斗とくんは、甘えんぼさんでちゅねぇ」

（でちゅねぇ？）

「シエラお姉ちゃん、だぁい好き♪　ぼくのママになって、ずっとここにいてね♪」

「もちろんよ♪　わたしも、だぁい好き♪」

（ガー！）

　もはや言語体系すら崩壊し、陣じんは布ふ団とんと枕まくらをはね上げて飛びおきた。

（い、いかん！　隣の部屋のことなど気にするな、俺おれ！）

　しかし耳をふさいでも、床を転がっても、隣の部屋のわずかな物音が気になってしかたがない。ふと陣は、自分がそもそもここに何をしにきたのかを、思いだした。

（そっ、そうだ、試験勉強だ！　俺には、すべきことがあったではないか！）

　荷物の中から、数学の問題集を取りだす。

「来たれ素因数！」

　たしかに、ある意味素因数分解というものは、さほどルールは難しくないものの、落ち物ゲームと同じ消化系のカタルシスがあるので、良い選択かもしれない。

　その夜、陣は一晩中、十二を二と三に分けたり、一二三四五六七八九を三と三六〇七と三八〇三に分けたりしていた。



　そして、翌朝七時。結局、一睡もできなかった陣が目をこすって、食堂にやってきた。

頭が割れるように痛いのは、もちろん睡眠不足のせいだけではない。

「ああ……太陽が黄色い」

「あら、カミュの『異邦人』ね。庶民にしては、なかなか高尚じゃない」

　シエラはエプロンをつけて、厨ちゆう房ぼうに立っていた。朝の光の中、すんなりと自然に立っている彼女の姿は、シラカバの青葉よりもなおさわやかだ。陣は、重い声でつぶやいた。

「今の俺には、あらゆる数字を素因数分解することが可能だ」

「九八七六五四三二一は？」

「三の二乗かける十七の二乗かける三七万九七二一」

「素因数分解やりすぎ。英語とかもやりなさいよね」

　冷たくそう言い放ちながら、シエラはコトコト煮えている大きな寸胴鍋なべを、おたまじゃくしでかき回した。陣は驚いて、目を丸くする。

「りょ……料理をしてるのか、おまえがっ？」

「朝ごはんは一日のはじまりですもの。男所帯でロクなもの食べてないでしょうからね」

「オーナーは一流ホテルでシェフをつとめていた、と聞いたが……」

「子供にはフレンチのフルコースよりも、家庭的な温かみのある料理が必要なのよ」

「それはそれで、説得力があるが……」

　水みな斗とはシエラの後ろで、焼きあがったケーキをせっせと切って、お手伝いしている。

「シエラお姉ちゃん、料理が上じよう手ずなんだよ！　今朝はいっしょにケーキも焼いたんだ！」

　水斗は、すっかり明るくなっている。ゆうべ一晩シエラといっしょで、さぞかし寝心地が良かったことなのだろう……と、つい心が黒くなってしまい、陣じんはブルブルッと首を振って、無理矢理明るくさわやかにふるまった。

「何か手伝うか、座ざ堂どう？」

「それじゃ、ミルクティーでも入れておいてちょうだい」

　シエラがカウンターを指さした。そこに詰まれていたコーレム焼のマグカップを見て、陣は「ああ」と目を見張る。

「おまえの言ったとおりだったな。陶器になったら、消えないんだ」

「何の話？」

　水斗が、不思議そうに首をかしげて聞いてくる。陣は、何気なくはぐらかした。

「あ、いや、別に……」

　コーレム焼を手に取って、陣は考えこんだ。

（もしかして……座堂は、何も魔神レベルを上げなくても、これを利用すれば金持ちのままでいられるんじゃないのか？　コーレムを呼びだして、こういう陶器とか、レンガとか作らせて、それを売れば、地道に稼げるんじゃないのか？）

「庶民。今、何か考えてる？」

　シエラが、鍋なべをかき混ぜながら、陣にちらっと流し目をくれる。

「でも、レンガ屋は却下よ」

「また超能力か」

「ふつうのレンガだと、重さ一キロのが一個で百円よ。輸送費も出ないじゃない」

「いちおう、計算してみたんだな」

「ああ、みなさん。おはようございま……」

　遅れて起きてきた岸きし辺べが、のんびりとあいさつしかけたが、厨ちゆう房ぼうに立っているシエラを見て驚き、あわてて飛んできた。

「シエラお嬢様っ！　お嬢様がそんな、朝食の準備などっ！」

「いいのよ、もうすぐできあがるから」

　シエラはおたまじゃくしで、寸銅鍋なべをくるくるとかき回す。陣は、くんくんと鼻を動かす。さっきからシエラは、鍋なべをかき回しているだけだ。他ほかに調理用具は出ていない。何の料理を作っているんだろう、と匂においをかいでみるものの、お湯の匂いしかしない。

「おい、座ざ堂どう。朝食のメニューって、何なんだ？」

「ふふっ、家庭的でなおかつ豪ごう華か絢けん爛らんなメニューを聞いてせいぜい驚きなさい」

「自信まんまんだな」

「まず、家庭料理の王者、肉じゃが！」

「ほう！」

「そしてカレーライスと、オムライスと、かぼちゃのポタージュスープ。メインディッシュは、デミグラスソースハンバーグ。温野菜サラダと、フカヒレスープと、八宝菜よ」

「……そのメニューを、鍋なべひとつで一度に作れるわけがないと思うが」

　陣じんは訝いぶかしそうに、眉まゆをひそめる。シエラはニコニコしながら、鍋をかき回した。

「あら。それは、庶民の手際が悪いだけよ」

「ちょっと失礼」

　陣は鍋をのぞきこむ。ぐらぐらと沸く湯の中で、レトルトパックが数十個、踊っていた。

「レトルト食品だろ！」

「家庭的でしょう」

「たしかにな。ある意味、ということだが」

「わーい。ママが帰ってきたみたい」

「おまえのお袋はこんなんだったのか、水みな斗と！　っていうか、これで正解なのか！」

　喜んでいる水斗に、陣の頭痛はますますひどくなる。

「冷凍オムライスに、デミグラスソースハンバーグをかけると、あっという間に豪華料理よ。お試しあれ」

「一月三日のお袋のようだ」

　陣は肩を落とし、深いため息をつく。シエラはお構いなしで、水斗に声をかける。

「あっ水斗くん、デザートはホットケーキでいい？」

「ちょっと待て、ホットケーキまでゆでてるのかよ！　おまえは電子レンジが導入される前の、さびれた遊園地のさびれた食堂か！」

「『さびれた』二回言ったわよ」

「人を正す前に、おまえはまず、自分自身のありようを正したほうが良くないか」

　おたまじゃくしの上に、袋のままゆでられてクタクタになっているホットケーキを載せているシエラを眺ながめつつ、陣はすでに半分あきらめながら、硬い声でつぶやいた。



　で、ぬくめただけのレトルト食品ばかりの朝食は、ふつうにおいしかった。

　そして、レストランの前には開店一時間前にはすでに長蛇の列ができていたので、白はく鳥ちよう湖こペンションは一時間早く開店した。開店と同時に、客がどっと押し寄せる。

「さあ庶民、今日も気張っていくわよ！」

　高らかなシエラの命令に従い、陣じんはしこしこと魔法のランプをこする。すでに、ご主人様の命令でランプの魔神があらわれるという本来のシステムは、形けい骸がい化かしていると言えよう。メイド服の魔神の姿になったシエラは、泥魔法トウイーンで出したコーレムたちとともに、レストラン奥の扉から飛びだした。

「あれっ。そういえばこのロボット、ゆうべどこにいたんだろう？」

　水みな斗とは、足元をちょろちょろ走るコーレムを見て、不思議そうに首をかしげていたが、

「すみません、注文お願いしまーす」

　と、客に声をかけられ、あわてて駆けていった。そんなこんなで、昨日よりも多めに作ったはずのケーキも、昼の三時には完売してしまった。

「いやー……これはもう、うれしい悲鳴ですね」

　岸きし辺べは疲れ果てながらも、嬉うれしそうに「ＣＬＯＳＥＤクローズド」の札を入り口にかける。

「何から何までシエラお嬢様のおかげです。ほんとうに、感謝してもしきれません。ありがとうございます」

　シエラも、白い手袋をした手で額の汗をぬぐい、さわやかな笑みを返した。

「わたしのほうこそ、お力になれて良かったわ」

　水斗はシエラのそばで、ニコニコしながら彼女の顔を見上げている。本当に仲が良さそうで、陣はちょっと腹立たしい。座ざ堂どうのことなんて俺おれは別に何とも思ってないわけだし……とか、強がって心の中で否定してみても、どうしても、気になるのである。

「それで……これ、ゆうべ書いたんだけど」

　と、シエラはエプロンのポケットから、二つに折りたたんだ小さな紙を取りだし、岸辺に渡した。紙を開いた岸辺は、驚いて目を丸くした。遠慮がちに、シエラは岸辺に言う。

「ケーキのレシピを書いたの。お客さんにこれからも、同じ味のケーキが出せるように」

「これ、いただいても良いのですか？　シエラお嬢様、特許などお取りになられては？」

　確かに、製造方法の特許をとってもいいほどの味だとは、陣も思った。レンガがダメでも特許でお金をかせげれば……と思って、陣はシエラに助言する。

「シフォンケーキってのは、ふつうのケーキにはないふわふわした柔らかさが売りだろ。あれは、どこかの主婦がケーキに使うバターが無くて、かわりにサラダ油で作ったらおいしくなったってんで、ラジオに投稿したら一気に広まったものらしい。特許を取っていれば、大金持ちになれたはずだが。おまえのケーキも、恐らくふつうに上じよう手ずにケーキを作れる人間では考えられないような手順によって、おいしくなっているんだろうから、そこの特許を押さえておけばいいんじゃないか？」

「途中で、粉ふん塵じん爆発の手順を加えるのが最大のポイントだと思うのだけど」

「いや、多分そこは関係ない。っていうか、どういうレシピだ」

　陣じんはシエラの腕にビシッと裏うら拳けんを入れてツッコむ。ふと……なぜか、水みな斗とがえらく静かなことに気づいて、陣は訝いぶかしげな目をむける。

　水斗は青ざめていた。凍えるように、歯の根が合わないほどがたがたと震えていたので、陣は驚く。ついさっきまで、たくさん儲もうかって、忙しいながらも元気に笑っていたのに？

「水斗、どうした？　働きすぎで疲れたか、それとも腹でも痛いか？」

　陣は水斗の前にかがんで、その背中を軽くさすりながら、極力優しげに声をかけた。水斗は貝のようにひざをかかえ、小さくなって震えながら、うめくように声をしぼり出す。

「お客さんにこれからも、同じ味のケーキが出せるように……って、どういうこと？」

「どういうことって。オーナーが、わたしのケーキと同じ味を出せるようになれば、このケーキを楽しみに来ているお客がどんどん増えるし、何度でも来てくれるように……」

「そんなこと、わかってる！」

　シエラのことばを、突然、水斗がさえぎった。いつもおとなしい水斗なのに、そんなふうに声を荒げるなんて、シエラはうろたえてしまう。

「ど、どうしたの、水斗くん。何をそんなに、怒ってるの？」

「シエラお姉ちゃんの、うそつき！　ママになってくれるって言ったのに、帰っちゃうんじゃないか！　パパにケーキのレシピだけ渡して、帰っちゃうんでしょ！」

「えっ？」

　シエラはびっくりして、目をまんまるにした。

「だ、だって平日は学校があるから……週末になったら、また来るわよ」

「嫌だ！　ずっと、いっしょにいてくれなきゃ嫌だ！」

　水斗は、泣きながらじだんだを踏む。岸きし辺べがとまどって、水斗を説得しようとした。

「どうしたんだ、水斗。無茶を言っちゃいけないよ」

「嫌だ！　嫌だ！　嫌だ！」

　水斗は小さな子供のように激しく泣きわめいている。感情が、痛いほど爆発している。

　今まで、小学二年生にしては妙に大人びて振る舞っていた水斗とは、別人のようだった。でも、その気持ちがシエラには、誰だれよりもよくわかるのだ。甘えたい気持ちを必死にがまんして、大人ぶって、猫をかぶって、でも本当は甘えたかったのだ。

　水斗の気持ちを誰よりもよくわかっているはずの自分が、傷つけてしまった……そのことが何よりも辛つらくて、シエラは胸がはり裂けそうだった。けれど、いくら水斗が可か哀わい相そうだからといって、ずっとここにいるわけにはいかない。水斗も大事だが、屋敷にはニコライやメアリーなど彼女につかえる使用人たちも、心配しながらシエラの帰りを待っている。

　ためらっていたせいで、シエラの反応が遅れた。水斗が湖のほうに走っていくのを、止めそこねてしまった。

「おいっ、待てよ水みな斗と！　どこに行くんだ！」

　陣じんの叫さけび声で、シエラはハッと我にかえった。水斗はボート乗り場の桟橋を走っていく。行方不明者が出ているので、スワンボートの乗り場には「本日臨時休業」の看板が出ていた。管理人がいないので、水斗は看板を無視して、スワンボートに飛び乗った。

「水斗くん！」

　シエラも、必死に追いかけてくる。

「どこに行くの、止まって！　ゆうべのニュースを聞かなかったの、湖の対岸で何人も行方不明になっているって……！」

「ぼくも、いなくなったほうがいいんだ！　みんな、ぼくのことなんか邪魔なんだ！」

　泣きながら、水斗はスワンボートをこぐ。シエラは叫んだ。

「庶民っ、水斗くんを追いかけなさい！」

「なんでそこで命令だ」

　ブツクサ言いながらも、陣はスワンボートに手をかけた。



　シラカバのこずえには、セーレが立っていた。

　湖畔での騒ぎを見下ろしながら、セーレは冷ややかな笑みを浮かべる。

『フッ……湖が立ち入り禁止になって、観光客でも湖に放ほうりこむつもりだったが、自分のほうから罠わなに飛びこんでくるとはちょうど良い。さっそく作戦を発動させていただこう』

　セーレがサッと手を振ると、彼がいつも乗っている翼の生えた馬が天から舞い降り、湖の上でバサッと大きく羽ばたいた。激しい下降気流・ダウンバーストが起こって、スワンボートのそばにいた陣は吹きとばされ、桟橋から湖に落っこちた。

「わーっ！」

「庶民！」

　シエラが桟橋から水面を見下ろす。風圧が湖の水面を押し、レンズ状にベコンとへこんだ水面が波紋となって拡散していく。波は、水斗のスワンボートをぐらぐらと揺らした。

「わああああ！」

　水斗は必死になって、スワンボートのハンドルにしがみつく。湖のそばにいた観光客が叫ぶ。

「子供が湖に落ちそうだぞ！」

　桟橋にとまっていたスワンボートにも波は伝わり、次々と転覆して沈んでいった。陣は桟橋の下にもぐって第一波をやりすごし、次の波が来るまえに桟橋の上によじのぼる。

「大変だわ、湖に落ちた人が何人も行方不明になってるのよ。庶民、もう一度湖に飛びこんで水斗くんを助けなさい！」

「湖に落ちた人が何人も行方不明になってる、と言った矢先にその命令か」

「だって、見殺しにする気？」

　シエラははらはらしながら湖に目を向ける。水みな斗とは、浮き上がってこない。

「俺おれだって助けてやりたいのは山々だが、水泳は得意じゃないんだ。誰だれか、水泳の得意な人に助けてもらったほうが確実だぞ」

「役立たずな庶民ね。ではコーレム！　ゴーレム化合体してお行きなさい、泥魔法トウイーン！」

『ぷきゅー！』

　レストランを閉めたあと、せっせと掃除や片付けをしていたコーレムたちが、レンガのように積み上がり、身長三十メートルを超える巨大ゴーレムとなった。

「なっ、何だ、あの巨大な怪物はっ？」

　周囲にいた観光客が、びっくりしてどよめく。

「あのメイドさんが命令したら、合体したぞ！」

「巨大ロボを操るメイドさんか？　要素詰めこみすぎじゃないか？」

「要素って何？」

　観光客らのざわめきに気づいて、はっ、とシエラは振りかえる。この衆人環視の中で、魔法を使うわけにはいかない。

「えーい、それは夢、全すべて夢！　砂魔法ラツムール！」

　シエラの呪じゆ文もんとともに、声が届く範囲すべての観光客が、眠りの砂に襲われてバタバタと倒れた。陣じんは、愕がく然ぜんとする。

「何やってんだ！　水泳の得意な人まで眠らせちまって、どうやって助けるつもりだ！」

「わたしの魔法を目撃されてもいいっていうの？　大丈夫よ、わたしのゴーレムならばあっという間に救えてよ！」

『ごああああ』

　ゴーレムが、ずしん、ずしん、と足音を響かせながら、湖に入っていく。

　じゅぶじゅぶじゅぶ……と、湖水が泥水と化していく。

『ごああああ』

「あっという間に溶けてるぞ」

「ノー！」

　シエラは叫さけんで、頭をかかえた。陣が低い声でつっこむ。

「昨日、皿洗いをしていたコーレムが溶けたのを見てなかったのか？」

「うるさいわね！　過去を振り向いていても何も始まらないわよ！　とにかく、ぐずぐずしていられないわ」

　と、シエラは湖に目を向けた。水斗が沈んでから、時間は刻々と着実に過ぎている。

「……しかたがないわ。わたしが行く！」

　シエラはこぶしをにぎり、桟橋の上にすっくと立つ。陣は、驚いてたずねた。

「わざわざ行方不明になりに行くのか？」

「わたしには魔法があるわ。今回、二つも新しい魔法をゲットしたし、何があろうとヘッチャラピーよ。試しに使ってみようかしら？」

「待て待て待て！　新しい魔法の効果は、わかってるのか？」

「わからないけど、イチかバチか」

「こういう危機的状況でのイチかバチかはやめろ！　そもそもおまえ、泳げるのか？」

「もちろんよ。小さいころは、毎日泳いでたわ。家の五十メートルプールで」

「聞くんじゃなかった」

「何よ、庶民のひがみ？」

「でも待て、いくら泳ぎが得意でも、服を着たまま泳ぐのは難しいだろ？　しかし魔法を使うには魔神モードのままでないとだめだから、そのメイド服は脱げないわけだし……」

「ふふふ。それぐらいのこと、ちゃんと考えてあるわよ。ほら！」

　自信満々で、シエラはワンピースのすそを両手でつまんで、ひらっとめくった。

　陣じんの目が、点になる。

　スカートの中身は、紺色の……ブルマ、とは違う。かといって、普通の水着、でもない。パンツの上に、ピチピチのタンクトップをかぶせたような、その独特のデザインは……。

「まさか。スクール水着かっ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　陣じんの声がひっくり返る。よく見れば、右の腰のあたりに白い小さなタグが縫いつけられ、そこに「１－｜２　座ざ堂どう」と黒マジックで書かれている。スクール水着なのに、ニーソックス。水着だから見られても平気なのかもしれないが、ある意味、刺激的すぎる。

　具体的に言うならば、水着とニーソックスのはざまに見えるはば十五センチほどの、太ももの素足の部分、いわゆる絶対領域。それから、太もものすきまが作り出す股また下した三角。

　この二ヶ所が特に最強で、破壊力抜群であり、陣はあわてて、目をおおった。

「と、得意満面で見せるなっ！」

「ランプの魔神として呼びだされたとき、下着は持ち越しなわけでしょ？　今日は下着のかわりに、水着を着てたのよ。これでばっちり！」

「わかったから、スカートおろせ！　あと、なんで下着がわりにスク水を着てたんだ？」

「え」

　シエラは、ドキンとする。実は今日、帰りに陣とスワンボートに乗りたいなと思っていた。でも、白はく鳥ちよう湖こではたくさん船がひっくり返って行方不明者も出ているという。そこで濡ぬれてもいいよう、水着を着ておくことにしたのだが、直接陣にそうは言えない。

「そ、そんなこと、庶民に関係ないでしょ！　とにかく、わたしは水みな斗とくんを助けに行くわ！　これ、濡れるといけないから持ってなさい！」

　シエラは真まっ赤かな顔で叫さけび、魔法書を桟橋に置くと、湖に飛びこんでクロールで泳ぎだした。さすが、自信があるだけあって、シエラの泳ぎはあざやかだ。長い髪をなびかせて泳ぐ姿は、人魚のようにも見える。泳ぐシエラの姿は綺き麗れいだったが、陣の目にはまだ、スカートをまくって見せたシエラのスクール水着が焼きついていて、それどころではない。

（あのバカ、俺おれの前でも少しは警戒しろよな……だからどうして、スク水なんだ？）

　謎なぞは残っていたものの、（けどまあ、確かに泳ぎはうまいし、ここは座堂に任せておいて良さそうだな。あいつには、魔法もあるし……っていうか、魔法書を置いてって、魔法は使えるのか？）

　と、陣はシエラが放ほうっていった魔法書を手に取る。

　シラカバのこずえの上から、セーレがそのようすを見て、目を細めた。

『よし……あの小娘が魔法書から離れた。全すべては計画どおりだ。剣の魔神もいないし、ソロモンの指ゆび環わだけなら戦闘力は無い……！』

　サッ、とセーレは風にまぎれ、陣に近づいて体当たりする。

「わっ！」

　陣は再び、湖にドボーンと落ちた。魔法書もいっしょに落ちかけたが、セーレはそれをすんでのところで奪い取る。

『取った！　これでマスターの命令を果たせた、さぞかし喜ばれることだろう。では、後始末は任せたぞ……『殺すなかれ』という十戒を破り、人間を次々と殺さつ戮りくするために、観光気分で浮かれた人間どもが集まるこの湖に住みついたアークダイモン、殺し屋サメキルシユよ！』

　セーレは高らかに笑いながら、翼の生えた馬にまたがって飛び去る。

　湖に落ちた陣じんは、浮き上がろうとして、必死にもがいていた。

（くそっ、ほんとに服を着たままじゃ泳ぎにくいぜ。手足にからみつく……！）

　そうでなくても、あまり水泳は得意ではない。痩やせているからか、それとも大食いのせいで圧縮された食料がおなかの中に詰まっていて重いのか、陣はとても浮きにくいのだ。

（むしろ水泳は、脂肪が多くて柔らかくて軽い女子のほうが、向いているというな。座ざ堂どうも、やせっぽちに見えるが、水泳が得意だということは、そこそこ脂肪がついているということだろうか。って……どこに？）

　そんなことを考えはじめるともっとおぼれそうなので、陣は急きゆう遽きよ、思考をブロックした。

（と、とりあえず、水面に上がって息をつがないと……）

　と、水の中で体勢を変えていた陣の視界に、ゆらっ……と、黒い影が揺らぐ。

（何だっ？）

　湖水は透き通っていたが、水の中ではぼやけてしまってよく見えない。それでも、黒い影が近づいてくるのはわかる。かなり巨大だ。水族館で見たジンベイザメよりも大きい。

（そんなに大きい生物っていうと……クジラ？　なはず、ないよな）

　だが、それはたしかに全長三十メートルをゆうにこえていた。シロナガスクジラに匹敵する巨大さだ。背中に屹きつ立りつした三角の背びれととがった鼻先を見た瞬間、陣は確信した。

（……サメっ？）

　ありえない。サメは海に棲んでいるものだし、まさか湖まで遡そ上じようしてくるはずがない。

何より、こんなに巨大なサメは存在しない。

（古代魚メガロドンなら発掘マニア的に夢があるんだが、ま、アークダイモンだな）

　陣が確信した瞬間、サメがニヤリと笑った。

『魔力の匂においがするかも、おまえは何かの魔神なのかも？　ではアークダイモンのことも知っているかも、わが名はキルシュかも』

　キルシュは水を振動させて、音を伝えてくる。歯切れの悪い話しかたに反して、そのぎざぎざと尖とがった歯は、とても切れが良さそうだ。

『観光客ばかり食ってても、栄養にならないかも。おまえを食うかも！』

　キルシュは大きな口を開けて、陣に襲いかかる。逃げようとしても、水の中では自由に動けない。そして、キルシュの動きは恐ろしく速い。

（やば……！）

　絶体絶命の陣は、どうすることもできず、思わず目を閉じた。

　そのとき、シエラが助けにくる。

「泥魔法トウイーン！」

　シエラは水面から水中に向けて、呪じゆ文もんを唱える。水中で泥魔法トウイーンが発動したものだから、泥が水の中にぶわっと拡散し、煙幕のようになった。

『うぬっ？　何も見えないかも、えらに泥がひっかかってモゾモゾするかも！』

　キルシュは、左右七枚ずつあるエラから、一気にブシューッと水を吹きだした。どうやら、くしゃみをしたようだ。激しい水流が陣じんを翻ほん弄ろうし、泥といっしょに、まだ溶けきっていないかたまりのようなものが、後頭部に当たった。

（あたっ！）

（何してるの庶民、こっちに手を伸ばしなさい！）

　シエラは、水流にもまれて水の中でくるくる回っている陣の腕をぐっと捕まえると、水面へと引っぱっていった。息が限界になっていた陣はひどく咳せきこみ、何度も深呼吸する。

　後頭部に少し重さを感じた。さっき当たった泥のかたまりがくっついたままになっているのだろう、と陣は思った。だが、立ち泳ぎをしながらそれを取るには、水泳が下手すぎるので、放ほうっておくしかなかった。

「助かった……。魔法書を手放しても、魔法を使えたんだな」

「もちろんよ、寮に呼びだされたときに、ついでに確認しておいたもの」

「さすが、ソツが無いな」

「ジョーズに襲われる人々を救う、これぞ魔神の真骨頂よ。きっと水みな斗とくんもこいつに喰くわれたんだわ。助けなきゃ……！」

　シエラが考えこんでいたとき、彼女の背後に、巨大な影がそそり立った。キルシュである。映画「ジョーズ」で見飽きたアングルではあるが、やっぱりこのアングルが一番怖い。今まさに「食う！」という単純明快な気迫が、ひしひしと伝わってくる。

「危ないっ、座ざ堂どう！」

　陣の叫さけびは間にあわなかった。ばくんと音を立てて、キルシュはシエラを一飲みにする。陣はとっさに、自分の後頭部にくっついていた泥のかたまりのようなものをキルシュへ投げた。「がちん！」と音がした。キルシュは水面をびたんと尾で叩たたき、水みな底ぞこへ潜っていく。

「くそっ、待て！」

　陣は、キルシュを追って水にもぐる。

　水泳は得意ではない。けれど、シエラをこのまま見殺しにするわけにはいかない。

（ったく、あのドジ……！　どうして、ご主人様の俺おれが、助けに行ってやらなくちゃいけないんだよ！　ご主人様に守られなくちゃいけない魔神って何様だ、っていうか座堂なら『座堂シエラ様よ！』って答えて終わるだろうけどな）

　ぶくぶくぶく、とキルシュの口から泡が出ていた。シエラは、キルシュに食いちぎられたとばかり思っていた。だが、気がついてみると何だか息苦しい。目を開けてみると、洞どう窟くつの中にいて、そのむこうに青い湖底が見える。洞窟の出口にはずらりと並んだ牙きば……。

（洞窟じゃない、ここはキルシュの口の中だわっ！）

　なぜキルシュの口が開いたままなのか……水の中、ぼやける目でシエラは周囲を確認する。キルシュの口の端っこに、何かつっかえ棒のようなものが引っかかっている。

（あっ、そういえばさっき庶民が何か投げた……そのおかげで助かったの？）

　シエラの胸が、ドキンとした。こんな絶体絶命のときなのに、陣じんに守られた……という、そのことが何だか、照れくさくて、くすぐったくて。

（でも、何を投げたのかしら？　そのへんの木の杭くいていどなら、鋭いナイフみたいなキルシュの歯にかまれたら、一瞬でまっぷたつになりそうなものなのに……）

　シエラはつっかえ棒の正体を確認する。それは、上下の牙きばの間に、バンザイの姿勢で手足をつっぱった、小さなコーレムだった。

『ぷきゅー！』

（コーレムっ？）

　シエラは目を見張る。恐らくさっきの合体ゴーレムの中の一体だろうが、どうしてこのコーレムだけが溶けていないのか……。シエラは気づいた。昨日、コーレム焼を作っていたときに一体、窯の中に出入りして陶器を出し入れしていたコーレムがいたことを。

（そうか、この子も焼かれて陶器になったんだわ！　だからゴーレムが溶けても、この子だけ溶けなかったんだわ……これはどうやら、こちらにチャンスが向いてきたようね！）

　普通のコーレムよりもかなり小さいのは、焼きしまったのであろう。陶器を焼くと、もとの粘土の八割ぐらいの大きさに縮んでしまうという。小さすぎるので、つっかい棒の役には立っても、シエラが脱出できるほどの隙すき間まは確保できていない。

（どうやって、口を開かせようかしら……）

　シエラは、こじ開けるようなものを何も持っていない。メイド服は、魔神のコスチュームであるため脱げない。もちろん、水中では声を出せないので魔法も使えない。息が続かないので、のんびり考えている時間もない。

　と、シエラはコーレムがぐらぐらしているのに気づいた。一瞬、コーレムが疲れてきたのかと思ったが、そうではない。足もとの牙がぐらついているのだ。よく見れば、ひびが入っている。シエラは、さっきの「がちん！」という音を思い出した。

（硬い陶器を思いっきり噛かんだせいね。……そうだわ、もしかして？）

　シエラはコーレムに近寄ると、両手で上の牙を持って体を支え、足で思い切り、ひびが入った牙を蹴けりつけた。牙はかんたんに折れて、上にいたコーレムもろとも水みな底ぞこへ沈む。

　牙を折られて、キルシュは暴れた。

『何をするかもっ！　だが無駄なあがきかも、サメの牙は折れても何度でも新しく生えてくるかも。特にわしの牙はあっという間に新しく生えてくるから、一本ずつ折っていったとしても間にあわないかも！』

　だが、シエラは不敵な笑みを浮かべていた。

（ええ、サメの牙きばが新しく生えてくるというのは水族館で見て知っているわよ、キルシュ。そしてあなたの牙があっという間に生え変わるのなら、なおさらわたしの作戦どおりよ）

　折れたキルシュの牙の下から、新しい牙が生えてきた。ところが……折れた牙以外の牙も、ぼろぼろと抜けはじめたのだ。キルシュは狼ろう狽ばいした。

『なっ……何ごとかも、これはどうしたのかもーっ！』

　牙が一本も無くなったキルシュの口の中からシエラは脱出して、水面に向かった。

（そう、サメの牙は一本折れても、全すべての歯が一度に生えかわるのよ！）

『待ひぇはも～っ！』

　歯が一本も無くなって滑舌が悪く、妙な口癖とあいまって、何を言っているかわからない状態でキルシュが追ってくる。関係ないが、本気で滑舌が悪い人間は「かつぜつ」ということばすら、かみまくってしまうものである。ちなみにキルシュは「待てかも」と言っている。ふいに、水面に向かっていたシエラの足がぐんっと引っぱられた。

（えっ……？）

　キルシュはまだ新しい牙が生えてきていないため、シエラに噛かみつくことはできないが、歯茎で足首をはさみこんだのである。シエラは再び、ぶくぶくぶく……と沈んでいく。

（助けて！）

　叫さけぼうとしたが、声にならない。ぽこぽこと、貴重な酸素が泡となって浮きあがるばかりだ。息が苦しくなってきた。目がかすむ。けれど、水面はどんどん遠ざかっていく。

（ああ……わたし、こんなところで死ぬのかしら……）

　死が近づくと、人は一生を思いだすという。シエラも、幼いころを思いだした。この湖で父母といっしょに遊んだ、まだ悲しみも寂しさも知らなかった幼い時代のことだ。

（そうだわ。ここで死んでしまって……もう一度、パパとママの子供に生まれてくればいいんだわ。そうすれば、もう一度みんなで幸せに暮らせるもの……）

　シエラは、最後に残っていた空気を、未練もなく吐きだした。ふわふわと大きな泡が浮きあがっていく。

（これで……わたし、死ぬのね……）

　ぼんやりと、そう思った。……だが。

　その泡を打ち砕いて、誰だれかがもぐってくる。必死に手をかいて、泳いでくる。シエラは、信じられないように大きく目を見開いた。

（……庶民っ？）

　水泳は苦手だと言っていたのに……たしかに、陣じんの泳ぎはあまりうまいものではなかったが、だからこそ死に物狂いに、水をかいてくる。陣の目は、必死だった。そのときシエラは、自分の魂が、ぐんっとこの世に引き戻されたのを感じた。自分に伸ばされた陣の手を、取りたくて……そしてシエラは、たしかにその手をつかんだ。

　シエラが陣じんの手をつかんだ瞬間、陣は、よくやったと言うかのようにうなずいた。腕を引き寄せてシエラを片腕で、ぎゅっと抱きしめる。シエラの心臓が、とくん、と跳ねた。

　すると陣は、シエラに、唇を重ねたのだ。シエラは、驚いて目を見開いた。陣の唇から、ふうっ、とシエラの口の中に空気が送りこまれる。全身が硬直してしまい、何が何だかわからなくなっているシエラに、陣は目で「任せておけ」と合図すると、キルシュの口をこじ開け、シエラの足首を外した。

『ひひゃまっ、ひゃまひゅるひゃもっ！』

　貴様、邪魔するかも、とキルシュが叫さけんでいる。

　陣はシエラを片腕でしっかり抱きしめると、もう片腕で水をかいて、水面まで浮きあがる。キルシュは、猛スピードで追ってきた。このままでは追いつかれるか、水面に上がってもまた襲われるだけだ……と、シエラは不安になって、陣に目を向ける。

　だが陣は、自信があるようすで、まったくオタオタしたところがない。その表情が頼もしくて、シエラは、また胸がドキドキした。二人は、水面に浮きあがる。次の瞬間、勢いあまったキルシュが、イルカのように水面高く飛びあがった。

『食っひぇやるひゃも！』

　食ってやるかも、と叫び、キルシュは陣とシエラの上に襲いかかる。あの巨体の下敷きになったらプチッとつぶされてしまうだろう。溺おぼれかけて、まだ咳せきこんでいるシエラに、陣じんが荒い息を吐きながら叫さけんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「座ざ堂どう、石魔法ハジヤルを唱えろ！」

「ケホッ……あ、あんな大きな相手に小石をぶつけてもっ……ゴホッ、き、効くわけないでしょ！」

「いいから唱えろ、俺おれを信じろ！」

　真剣な陣の表情を見て、シエラはまた心臓がわしづかみにされるように感じた。

「わ、わかったわ。石魔法！」

　陣の命令を聞くのが嫌とか腹が立つとか、「わたしに命令できる立場だとでも思っているのっ？」だとか、そんなことを言っている場合ではない。シエラは、魔法を唱えた。

　たちまち、湖の底から無数の小石が跳ねあがり、キルシュの口の中に次々と飛びこんだ。

『がはぁっ？』

　キルシュは小さな目を見開く。小石がどんどん飛んできて、口の中いっぱいになった。

『ぬふぅ……！』

　キルシュは水面でびちびちと暴れていたが、あまりにも石が重くて体の自由がきかず、ぶくぶくぶく、と沈んでいった。シエラは、水の中に顔をつけて、キルシュを目で追う。

　水みな底ぞこまで沈んだキルシュは、しばらく暴れていたが、浮きあがることもできないまま、やがて動きをぴたりと止めた……と思うと、キルシュの体が光の粉となってぱっとはじけ飛んだ。と、飲みこまれていた人々が何十人も現れて、次々に水面に浮きあがってきた。

「キ……キルシュをやっつけられたの？　どうして？」

「サメや大きな魚は、口から水を入れてえらを通して呼吸するために、高速で泳ぎ続けないといけない。止まると窒息して死ぬというわけだ」

　陣は、当たり前のように冷静な表情でそう答えた。だがシエラには、陣がますます頼もしく見えた。知恵者ソロモンの指ゆび環わを持つにふさわしい彼から、後光がさして見える。さっきシエラに口づけをしたのは、単に空気を与えるためだったのだろうけれど……水につかっていて寒いのに、唇だけが熱かった。シエラは唇に指を触れ、真まっ赤かになっている。

　キルシュに飲みこまれていた人々は、何が起こったのかさっぱりわからないようすで、取りあえず桟橋のほうへ泳いでいった。泳げない人も、助けられながら引きあげられる。

　シエラと陣は、人々に見つからないよう少し離れた場所に上がって大きく息をついた。

「何とか一件落着だな、がんばったな。こんなにたくさんの人を助けて、えらいぞ」

　陣はほほえんで、シエラの頭にぽんと手を置く。シエラは、ハッと赤くなった。

「ちちんぷいぷい。早く着替えろよ、風邪ひくからな」

　催促無しで、陣がシエラの頭をなでる。感謝ゲージがきゅーっと上がる。シエラの全身が、キラキラキラッとまぶしく輝いた。そのままシエラは紫色の煙となって、陣が盗難防止のためいつもシエラに腰から下げさせられている魔法のランプの中に、消えていった。早く着替えろ……という、命令があったからだ。

　ぽん、とシエラは変身前にいた場所……ペンションの廊下に、現れる。水着が濡ぬれているので、上に着ている服も濡れてしまった。髪からも、水がぽたぽた落ちる。五月の高原の湖はさすがに寒くて、緊張がとけた瞬間、シエラはブルブルッと震えた。

「うう、寒い。熱いシャワーを浴びなくちゃ……」

　シエラは、自分の部屋に戻ろうとする。だが……何か忘れていることを思いだした。

「あら？　キルシュのおなかの中から出てきた人たちの中に、水みな斗とくんはいたかしら？」

　てっきり水斗はキルシュに食われて、その後解放されたとばかり思っていた。けれど、水斗がキルシュに食われたところを見たわけでもなければ、解放された人々を一人ずつきちんと確認したわけでもない。

　シエラは、あわてて外に飛びだし、桟橋へ走っていった。キルシュのおなかの中から生還した人々は、みんなガチガチ震えていて、自分達たちがどうなったのかさっぱりわからず、ぼんやりしている。シエラがランプに戻ったので、砂魔法ラツムールで眠らされていた人々も目覚め、やはりわけがわからないようにきょろきょろしていたが、

「水み菜な子こさんっ？　……水菜子さんじゃないかっ？」

　岸きし辺べがふと、声をはりあげた。桟橋の上で、ショッピングバッグを片手に持ったまま座りこんでいる水菜子のもとに、駆けつける。水菜子は不思議そうに、目をぱちくりする。

「あら、あなた？　どうしたの、血相を変えて」

「どうしたのって、おまえがどうしたの？　帰ってきたのか、どうしてずぶ濡れだ？」

「ええ。町からの帰りに白はく鳥ちよう湖この岸を走っていたら、急に巨大な魚がテッポウウオみたいに水を吹きつけてきて、車がスリップして……」

「巨大な魚？　な、何を言ってるんだ？　きみは蒸発したんじゃ……？」

「そうだわ、水斗は？　ゲームのカード買ってきたんだけど、濡れちゃうとダメかしら」

「ゲームのカード？」

　岸辺は、時間がワープしている水菜子の話がチンプンカンで、目を白黒させていた。ふと、湖のまん中に、小さな影が見えた。

「あら……！　あなた、あれ、水斗じゃないっ？」

　水菜子が指さした先に、岸辺が目をむける。水斗が乗っていったスワンボートは、まだ沈んではいなかった。そのスワンボートに水斗がよじ登っている。彼はその白鳥の頭に、必死につかまっていた。けれども、ボートはだんだん沈んでいく。シエラは桟橋まで来て、青ざめる。

「水斗くん！　まだ湖にいたんだわ！」

「あなた、早く助けに行かないと！　水斗は泳げないのよ！」

「えっ。小さいころから湖のそばに住んでいるのに？」

　シエラは驚いて、目を丸くする。水み菜な子こは、はっと、シエラがいることに気づいて、居住まいを正し頭を下げる。

「あっ、これは座ざ堂どう様のお嬢様、お久しぶりです。お近くにいらっしゃったので？」

「仕事熱心すぎ！　今はあいさつをしている場合じゃないでしょ、それより水みな斗とくんが泳げないってどれぐらい泳げないんですかっ？」

　聞くまでもなかった。水斗はスワンボートの首とともに、ぶくぶくぶく、と沈んでいく。

「あれぐらい、泳げないのです」

「学校で水泳、習わなかったんですかっ？」

「顔を水につけるのが、怖いということでして……」

「ああっ、そうと知っていたらわたしが教えてあげたのに！」

　シエラはハラハラしながら叫さけぶ。桟橋にいた人々が、水斗を助けようとして次々に飛びこんだ。しかし、どう考えても間にあわない。水斗は湖岸から百メートルほどはなれたところにいる。水泳百メートルの世界記録は、一分弱だ。

　一分で、水斗はかなり沈んでしまうだろう。湖というものは、おだやかに見えても意外に流れがある。水斗を探すことは、不可能に近い。

「庶民！　庶民っ！」

　シエラはあたふたと、まだ桟橋から少し離れたところにいた陣じんのもとへ駆けていく。

　方法は、ひとつしかなかった。シエラは、陣の腕にすがりつきながら、叫ぶ。

「庶民、魔法のランプとソロモンの指輪を、水斗くんのところまで投げてっ！」

「投げる？　何言ってんだ、そんなことしたら……」

「いいから投げなさい！　わたしの命令が聞けないっていうのっ？」

　すがりついていたはずが、やはり結局は脅迫になる。陣は、溺おぼれている水斗のほうに視線を向けた。シエラが何を思いついたのか、察しのいい陣にはもうわかっている。

　しかし、ソフトボール投げで、五十メートル前後は投げられるが、百メートルは無理だ。それを届かせるにはどうすればいいのか……陣は、脳細胞をフル回転させて考える。

（ソロモンの父親、ダビデは投石器で、巨人ゴリアテを倒した……そうだ、これだ！）

　陣は腰につけていた魔法のランプを外し、ズボンのベルトを抜いた。ベルトのバックルのピンに指ゆび環わを通し、ベルトに魔法のランプの取っ手を通してぎゅっと締めつけた。こうしてハンマー投げのハンマーのようなものを作り、ぶんぶんと振りまわして投げる。

　魔法のランプは、ひゅんっと風を切って飛んでゆく。泳いでいる人々の頭の上をはるかに越えていく。水斗はついに、水面下に消えた。だが、ぽちゃんと湖に落ちた魔法のランプが水斗の体に触れた。沈んでいくランプが水斗の体の表面を、わずかになでた。陣のそばに立っていたシエラが、ふっと姿を消した。

（座ざ堂どうのやつ……主人が変われば、今まで積みあげてきた魔神レベルはゼロになるってわかってるのに）

　陣じんは、湖のかなたに目を向ける。そこに紫色の煙が、ふわりと浮かんだのが見えた。メイド服のシエラが沈んでいく魔法のランプから現れて、沈んでいく水みな斗との手を引っぱる。

（シエラお姉ちゃん……？）

　シエラはニコッとほほえんで、水斗を水面に引きあげる。

　水を飲んでいた水斗は、ゲホゲホと咳せきこんだ。

「大丈夫、水斗くん？」

　シエラは水斗を支えて、立ち泳ぎする。数十秒ほどして、飛びこんだ人々が到着する。

「あれ……？　お嬢さん、さっき岸にいませんでした？」

「え、ええ。わたし、水泳が得意なんです」

　シエラは引きつった笑顔を浮かべて、ごまかす。

「得意っていうか、世界記録更新してるんじゃ……？」

　人々はシエラに、不審の目を向けるのだった。



　岸に上がった水斗に、水み菜な子こと岸きし辺べが駆け寄ってきた。シエラはメイド服のスカートを、ぎゅうぎゅうとしぼっている。

「水斗、良かった！　大丈夫？」

　抱きしめようとした水菜子を見て、水斗は表情をこわばらせ、後ずさった。

　水菜子は、そんな息子の態度を訝いぶかしげに、首をかしげる。

「どうしたの、水斗？　待ってくれてたんでしょ？」

「ま、待ってなんかいるもんか！」

　水斗は叫さけぶ。彼がなぜ心を閉ざしているのかわからない水菜子は、きょとんとしていた。

（あっ、そうか。水菜子さんは、自分が行方不明になって何ヶ月も経たってるってこと、わかってないんだわ）

　岸辺も、自身がまだ状況を把握できていないので、どう説明すればいいのかわからないようすである。シエラはあわてて、水菜子の袖そでを引っぱった。

「あの、水菜子さん。実は、理解してもらいにくい話なんですけど……あなたが出発してから、長い時間が経っているんです」

「まあ、そうですか。薄々そんな気はしていましたわ」

「あら。意外に簡単に理解してくれそう」

「だって水斗の背がちょっぴり伸びていますもの。首を長くして待ってるって言ってたけど、人間ってほんとに首が伸びるものなんですわね」

「お、奥さん……奥さん？」

「人体ってほんとうに神秘♪」

「奥さん、奥さんっ？」

　水み菜な子こは、水みな斗との頭をなでなでしながらコロコロと笑った。シエラの表情は凍っている。

「前言撤回。根本的に、いろんなことを理解してませんね」

「確か、こうやって生存に有利なものが自然淘とう汰たされていって、キリンの首が長くなったんでしたね」

「さて、どこから説明すればいいものやら」

　シエラは重いため息をつきつつ、腕組みをする。水菜子に頭をなでられていた水斗は、だんだんムカムカしてきて、乱暴にその手を振り払った。

「ぼ……ぼくにさわるなっ！　おまえのことなんか、待ってたもんか！」

「あら、いきなり反抗期？」

「おまえなんか、帰ってこなかったくせに！　ぼくを捨てていったくせに！」

　水斗の目に敵意がみなぎっている。シエラは、どう説明しようかと、おろおろしていた。

（どうしよう。アークダイモンの話なんかしても、突飛過ぎて、子供だましみたいだわ。

　わたしまで嘘うそつきだと思われて、余計に心を閉ざしてしまうかも……。でも、このまま放ほうっておいたら親子の間の亀き裂れつが大きくなるばかりだわ。どうすれば誤解をとけるの？）

　焦れば焦るほど、いい方法が思い浮かばない。そのとき、陣じんがやってきた。

（あら。庶民……？）

　シエラは、陣に視線を移す。陣は水斗に、たしなめるような口調で言った。

「裏切られたって一方的に思うのは勝手だが、ちょっとお袋さんの話も聞いてみろよ」

「だってママがぼくたちを裏切って帰ってこなかったのは、ほんとのことじゃないか！」

「何のこと？　帰ってこなかったって、そんなに帰りは遅くなってないはずよ？」

「遅いよっ、何ヶ月経たってると思ってるんだよ！」

　水菜子はきょとんとしている。陣が、水斗に言った。

「おまえの母さんには、買い物に行った日から時間が経ってないんだ。つまり……」

　アークダイモンの話を一般人にしても、理解できないだろうし、変にその存在を知ってしまって何かトラブルに巻きこまれることになってはいけないので、

「神隠しに、遭あったんだ」

　と、陣は少しごまかした。水斗は、ぶんぶんと首を横に振る。

「神隠しって何？　そんなの、ありえなくない？」

「うーん、最近の子供は夢が無いな。俺おれが子供のころは神隠しに憧あこがれたもんだ。四月四日四時四十四分に白い壁にさわって四次元の世界に行こうとしたり、テレパシーでＵＦＯユーフオーを呼んだり」

「昔からそういう人だったのね、庶民」

　シエラは硬い声でつぶやいた。水みな斗とは、ますます怒って叫さけぶ。

「わけのわからないこと言わないでよ！」

「うん。自分でも少し、そんなかつての自分が、わけがわからない」

「とにかくママは嘘うそつきだ、信じるもんか！」

　水斗は心を閉ざしている。もうこのまま、家族の溝は埋まらないのだろうか……シエラは不安で、胸が張り裂けそうだった。

（ばらばらなのは、わたしの家だけでじゅうぶんなのに……水斗くんたちには、幸せな家族でいてほしかったのに……）

　そのとき……ふと、陣じんが紙袋を水斗の鼻先に突きつけた。水み菜な子こが持っていた百貨店の紙袋である。水斗は意味がわからず、眉まゆをひそめた。

「な、何だよ、この袋？」

「本当言えば、家族が信じあうのに証拠なんて要らないってほうが……お互いに確固として信頼しあってるってのが理想だと思うんだけど、な」

　陣のそのことばが、シエラの胸にきゅんと突き刺さる。

（庶民……家族のこと、そんなふうに考えてるんだ）

「まあ、おまえがどうしても信じないって言うんならしかたがない。切り札を出すか」

「切り札……って？」

「札っていうか、カードだな。おまえが約束してたっていうゲームカード……バトルワームカードだ。この中に入ってたぞ、見てみろよ」

「え……！」

　水斗は陣から紙袋を奪い、中をのぞきこむ。水に濡ぬれたカードが十枚ほど、出てきた。

「バトルワームカードだ……！」

「おまえの母さんは、約束どおりゲームカードを買って帰ったあと、神隠しに遭あったんだ。これで信じたか？」

　たたみかけるように、陣は言った。水斗はしばらく、どうしていいかわからないようすだったが、やがて恐る恐る、水菜子を見あげた。

「神隠し……だったの？」

「ママにもよくわからないんだけど、そうみたいね？」

「ごめんね、ママ……バトルワームカード、ありがとう」

　ひしっ、と水斗は水菜子の胸にしがみつく。いつもの水斗だ。水菜子もホッとして、

「カードを濡らしてしまってごめんね、水斗。後でアイロンをかけてあげるわね」

　と、笑顔で水斗をかたく抱きしめた。岸きし辺べは胸をなでおろしつつ、見守っている。

　ふと、同じくキルシュに飲まれて岸に上がっていた人々が、水菜子に気づいて「うぉぉぉん！」とどよめきの声を上げた。彼らの目はハートになり、頬ほおもバラ色に染まっている。

「あっ、あの人！　ペンションの奥さんじゃないか、普段着バージョンはじめて見た！」

「普段着もいいなぁ、あんな大きな子供がいるとは思えない。ときめくなぁ～」

「嫁いい嫁！　あんな嫁なら俺おれもほしい！」

　はっ、と岸きし辺べは不安そうな顔でそちらに目を向ける。水みな斗とも不穏な表情だ。だが水み菜な子こはアッケラカンと笑うと、水斗を片手で抱いたまま岸辺をぐいっと引っぱり寄せて言った。

「すみません、皆さん。わたし、主人を愛しているのでお気持ちには応こたえられません♪」

「み、水菜子さん……」

　岸辺は頬を赤らめ、嬉うれしそうに表情をゆるめた。水斗も幸せそうな笑顔を浮かべる。が、

「だってわたしたち、恋愛結婚なんです♪　それはそれはもう熱愛カップルだったんですの。ちなみに、その愛の結晶が、こーんなに可愛かわいい男の子に♪　ほらほら♪」

「み、水菜子さん。水菜子さん？」

　観衆に向かって水斗を見せびらかし始めた水菜子の最強天然ぶりに、岸辺はとまどい、水斗も躊ちゆう躇ちよする。が、水斗は恥ずかしそうな反面、誇ほこらしげな水菜子のことばが嬉しそうだった。シエラは感心しながら、陣じんのもとにそっと歩いてくる。

「無ぶ愛あい想そうで人のことなんて気にしていないかと思っていたけれど、そうでもないのね」

「おまえが魔神レベルを犠牲にしてまで人助けをしているというのに、俺が知らんぷりはできないだろう」

「さて、あとはどうやって水斗くんに怪しまれないよう、ちちんぷいぷいって言ってもらってもとの姿に戻るか、ね」

「もとの姿に戻るのはいいが……魔法のランプは、どうした？」

「あ」

　シエラは、もみじのように開いた手で口を押さえる。

「湖の底かも」

「ソロモンの指ゆび環わもかっ？　拾ってこなかったのか？　それ、マズいだろう！」

「わたしにどなるなんて、何様のつもりっ？」

「何でここで逆ギレされるのか、意味がわからん」

　陣は頭をかかえる。

（まずいよな……。ソロモンの指環があるから、アークダイモンを封印できるわけだ。それが無くなったら、アークダイモンどもは遠慮なく暴れまくるってことにならないか？　それに、あのベルトはけっこうお気に入りだったんだ。同じのを買おうと思っても、もう置いてた店がつぶれて、手に入らないんだぞ……！）

　ちょっと混乱もしている。そのとき、陣の足を何者かが「ちょんちょん」とつついた。

　ハッ、と陣は足もとを見る。そこには小さな陶器のコーレムが、指環とランプがついた陣のベルトを、うんしょうんしょと引っ張ってきていた。

「コーレム？」

「湖の底から、引っぱってきてくれたのね！　ありがとう、コーレム！」

　シエラは目を輝かせて、小さなコーレムを手のひらに載せる。

『ぷきゅきゅ……』

　コーレムは、不審そうな視線をシエラに向けた。さっきシエラに、牙きばもろとも水みな底ぞこに蹴けり落とされたことで少し人間不信になっているようだ。

　陣じんはホッとして、指環を指にはめ、ベルトとランプを元通り腰にくっつける。

「なんか水吸ってるのに溶けてないな。素焼きか？　だから、魔法がゼロに戻ってても、泥に戻ってないんだな」

「ほんとに魔法はゼロに戻ったのかしら？　水みな斗とくんにわたしの頭をなでさせるの、砂魔法ラツムールで眠らせて、催眠術状態でやらせるってどうかなって考えてるんだけど……一個ぐらい、魔法が消え忘れてたらいいんだけどな」

　甘い期待を抱きつつ、シエラはエプロンドレスのポケットに手をつっこんだ。……が。

「……あら？」

　シエラは、ポケットの中で手をごそごそさせる。続いて、ポケットを裏返してみる。

　しかし、魔法書はどこにも無かった。シエラは真まっ青さおになる。

「魔法書が無くなっているわ！　どうして？　そういえば庶民に預けたでしょっ？」

「いや、あのあと俺おれも水に落ちて、よく覚えてないんだが……。でも、魔法書は、そのエプロンドレスとセットのはずだろ？　ということは、変身するたびにポケットの中にセットされた状態に戻るんだと思っていたが」

「そうじゃなかったってことよね？　だって、無いものは無いんだもの！」

「魔法書が無いと、どうなるんだ？」

「パパに聞かないとわからないけど……でも、魔神レベルを上げても無駄ってことじゃないの？　ポイントカードを忘れて買い物をしてしまったようなものだわ！」

　シエラは愕がく然ぜんとして、その場に座りこんだ。

「呪じゆ文もんを全部失ってしまった上に、永遠にレベルも上がらないなんて！　せっかく新しい呪文を二つも覚えたのに、使えないままだったし！　こんなことなら庶民の言うことなんか無視して、イチかバチか唱えてみたらよかったわ！」

「そういうこと、あるある。ＲＰＧでレベルアップして新しい呪文を覚えたのに、一度も試せないまま全滅したうえセーブを忘れてて、せっかくの呪文を試せないままってこと」

「ひとごとだからって、のん気なものね！　ああっ、このまま貧乏の道を一直線なんだわ。無駄にランプの魔神なだけで、わたしは何もできないんだわ！」

　嘆いているシエラを、陣はしばらく横目で眺ながめていた。励ましてやりたいけれど気恥ずかしくて、でもやはり放ほうっておけなくて……陣は、ぎこちない動作で彼女の肩をたたく。

「何もできなくはないだろ。魔法も何も使わなくても、水みな斗とを助けるのが間にあったのは、おまえがランプの魔神だったからじゃないか」

「でもランプを投げたのは庶民よ！　わたしひとりでは、何もできなかったわ！」

　シエラはめそめそと、嘆きつづける。陣じんはどう慰めていいのかわからず、というかそもそも慰めるという行為も気恥ずかしくて、ためらっている。

　そのとき、水斗がおずおずとシエラに近づいてきた。

「あ、あの、シエラお姉ちゃん……」

　シエラは、ぴたりと泣くのをやめた。

「まだぼく、いろいろよくわからないんだけど、でもママにまた会えたのは、シエラお姉ちゃんが助けてくれたからなんだよね。ありがとう、シエラお姉ちゃんのおかげだよ」

「水斗を助けてくださって本当にありがとうございます、シエラお嬢様。お嬢様は水斗の命の恩人……いえ、我が家の大恩人です」

　水斗の後ろにいた水み菜な子こと岸きし辺べも、深々と頭を下げる。

「い、いえ。お礼を言われるほどのことじゃ……」

　シエラは照れておどおどしていた。そんな彼女に陣はぶっきらぼうなことばをかける。

「俺おれの言ったとおりだろ。おまえはちゃんと、人助けをしたんだ。何もできないなんてこと、なかっただろ？」

　シエラは、はっと陣のほうを振りかえる。陣はシエラと目を合わせないように、背中を向けていた。が、背後からでも耳は見える。耳が、真まっ赤かに染まっていた。

「そ、それに……おまえが魔法を使えないなら、そのぶん、俺がおまえのことを守ってやればいいだけの話だしな……」

　小さな小さな声で、陣はつぶやいた。

　その声は小さすぎて、シエラにはよく聞き取れなかった。眉まゆをひそめて、聞きなおす。

「最後、何て言ったの？」

「べ……別に、二度言うほどのことじゃないさ」

　陣は焦って、早口に言い捨てる。

　シエラは、額に指を当ててむーんと考えこんでいたが、真剣な表情で陣を指さして、

「十中八九、わたしの悪口！」

「被害妄想激しいな。っていうか、心当たりあるんだな」

「それじゃ何なのよ」

「言いません」

「言いなさいよ！　わたしの命令が聞けないの、庶民のくせに！」

　シエラはぷんすか怒りながら、陣の後ろから口をむにーっと横に引っぱった。

「あいへへへ！」

　陣じんは悲鳴を上げる。見ていた水みな斗とがおろおろして、水み菜な子こにたずねた。

「ママ、お兄ちゃんとお姉ちゃんがケンカしてるよ。止めなくちゃ、お願い、止めて」

　だが水菜子は、のんきにほほえんで言った。

「あら、いいのよ。ケンカするほど仲がいいっていうでしょう、あれはケンカじゃなくてじゃれているっていうのよ。水斗も、もう少し大きくなればわかるわ」

「「じゃれてませんからっ！」」

　陣とシエラは同時に、真まっ赤かになって反論した。



　その日の夕方、六畳一間の小さなアパートの一部屋で……。

　本ほん田だ聡さと子こは、ガスコンロが一つだけ置かれている小さな台所で、やかんでお湯を沸かしながら、ちゃぶ台に向かって試験勉強をしていた。

　彼女の前には安あん藤どう奈な津つが座っている。中学三年生とは思えない、背が高くてスタイルも良い奈津は、私服のミニスカート姿も元気そうな雰囲気がある。

「あーもー、年号全然覚えられない！」

　奈津は髪をかきむしる。聡子はやかんを取り、ティーバッグを入れたティーカップにお湯を注ぎながら、いつもどおりの淡々とした口調で言う。

「ゴロ合わせを、お教えしましたのに……」

「あたし、数字のゴロ合わせで電話番号を連想するのがすごく苦手なんだよねぇ。たとえば、０のことを『輪ワ』とか読まれるとさっぱりわかんない。『無ム』とか読まれると、どこの６かと思うしさ」

「そのへんは、ご自分で覚えやすいようくふうなされば……」

「とにかくあたし、暗記系に向いてないのよ。家庭科の料理のうんちくなら、ばっちり暗記する自信あるんだけどさ」

「プ」

「今『プ』って言った？」

「いえ、気のせいですよ。ククク……」

　その「ククク」が、さらに奈津のプライドに火をつけた。

「さとっち、言っとくけど！」

「さとっちって、わたしですか？」

「あたしの料理、ナメてるとヤバいよ？　もーヤバいぐらいおいしいんだから！　信じないなら見せたげる、ええそれほど言うなら見せたげる！　思いっきりこった料理作ってあげるから、待ったんさい！」

　奈津はさくさくと腕まくりして、小さな台所にむかう。

「……まんまと逃避なさいましたね、安藤さん」

　彼女の背中を見つめつつ、聡さと子こは小声でつぶやいた。奈な津つは、その指摘を華麗にスルーして、ワンドア冷蔵庫をぱくっと開いた。

「あれっ、全然食材入ってないじゃん。だめだよ、一人暮らしでもちゃんと食べないと。よーし、食材を買いこみに行ってこようかな。やっぱ親友のためには、そこらの安売りスーパーじゃなく、片道一時間ぐらいかかる産直市場に行かないとだめっしょ」

「安あん藤どうさん。試験勉強……」

「だいたいさぁ、中三で一人暮らしなんて、親も無茶だよね。寮あるじゃん、寮」

「ええ、寮はありますが……私物の大量持込みは禁止ですので」

「あ、そっか」

　と、奈津は部屋の中を見回す。聡子の部屋には、女の子らしいファンシーなベッドだとか、ドレッサーだとかは、いっさい無い。壁は一面、びっしりと本棚に覆われている。一階だから大丈夫だが、もしこれが二階にあれば、本の重さで床が抜けるのは必至だろう。

「女子の部屋とは思えないぐらい、殺風景だよねぇ……。一日中図書館にいるくせに、家でまで本に囲まれてて息つまらない？」

「いいえ、楽しいですよ。大事なコレクションですからね……ククク……」

「あ。あたしが家庭科部で作ったゴミ箱、使ってくれてるじゃん」

　チラシをひも状にしてカゴに編み、茶色いニスを塗ったゴミ箱を、奈津は手に取る。



    

  
    
      



    

  
    
      「はい。けっこう軽くてじょうぶで、便利ですよ……」

「あっ、軍手で作ったピエロのタオルハンガーも使ってくれてる」

「台所が華やかになって、よろしいかと思います……」

「電灯のひもにつけた、毛糸編みのドレスを着たキュー○ピーちゃんも、けっこう役に立ってるっしょ？」

「そうですね……。つかみやすいですし、キュー○ピーちゃんが夜光るので、なおさら便利です。黄緑色のキュー○ピーちゃん、ちょっと不気味ですけれどね」

「でもまだまだ殺風景だよねぇ。今度さぁ、ウォールポケット作ってあげるよ、ウォールポケット。パッチワークで、ピエロのついたやつ」

「いいですね……。ピエロのモチーフは、オカンアートの定番ですよね……」

「今、おもくそ『オカンアート』つったね」

　奈な津つは、硬い目で聡さと子こをにらむ。聡子はそしらぬふりで、ティーカップをお皿ごと持ちあげ、つーっ、と紅茶を飲んだ。

「それにしても、本ばっかこんなに集めて、どうするわけ？」

　奈津が何気なく手を伸ばしたところに、シエラの魔法書があった。聡子のメガネが、きらりと光る。奈津が魔法書をさわる前に、横から手を伸ばして、パッとうばいとった。

「どうもしませんよ。集めることこそが、目的……それが、コレクターというものです。本は必ず初版で集め……でき得れば、観賞用・保存用・布教用と、三冊手に入れることこそが、コレクターの真しん髄ずいです……ククク……」

「あたし、あんまり本読まないから、よーわからん」

「あんまり本読まなさそうですよね、安あん藤どうさん」

「さりげに個人攻撃してくるねえ。にしても、こりゃすごい量だわ。うちの部の香か住すみ愛あい花かの『お兄ちゃん』も、一時、寮の部屋を本だらけにしてたっつーけど……」

「新あら木き陣じん先輩ですね。知ってますよ……図書館にもよく来られますから」

「そう言えばそうだったね、こないだアメもらった日に会ったっけ。さとっち、別に手とか出されてないよね？　何かあったら、速攻であたしに相談したんさい。ね？」

　真剣に、奈津は聡子の顔をのぞきこんでくる。

　聡子は、ちょっと驚いたように奈津の顔を見ていたが、わずかにほほえんで言った。

「……そうですね、そのときにはお願いします。それより、試験勉強しませんか」

「あっそうだ！　もやし炒いためとか食べる？　あたしのもやし炒め、一時間ぐらいかけてじーっくりひげ根を全部むしるから、おいしいよぉ～」

「いえ。出前を取りましょう、ピザとかでも。試験前ですから、簡単に済ませましょう」

「うん、それはいい考えだね、賛成賛成。あっ、ガスコンロが吹きこぼれたところが汚れてる、お酢すと重じゆう曹そうを買いに行かなくちゃ！」

「何もそんな面倒なことをしなくても、マ○ピックリンがありますが……」

「お酢すと重じゆう曹そう！　お酢と重曹！」

「その逃避にかけるエネルギーがあれば、年号ぐらい覚えられそうな気がしますが……」

　あくまでも買い物に行くつもりで、奈な津つは財布の準備をしている。

「しかたがありません。早く帰ってくるよう、わたしもついて行きましょうか……」

　聡さと子こは玄関のほうに行く。するとタイミングよく「ピンポーン」と呼び鈴が鳴った。

「はい、どなたでしょう？」

　がちゃり、と玄関の扉を開けた聡子の前に立っていたのは、黒いマントで全身をおおった、影のような人物だった。全すべての光を吸収するような、漆しつ黒こくの影……それゆえに、顔かたちも何もかも、わからない。ふつうの人間でないことは、一目で見てとれた。

　しかし聡子は、うろたえることもなく怯おびえることもなく、ただただ自然に落ちついて、全ては想定の範囲内と言わんばかりに、彼を見つめる。

「あら。何か、ご用でしょうか……？」

「何の用かは、わかっているだろう。おまえが『本』を集めていることを、われわれは快く思っていない。ほかのアークダイモンを、かませ犬に使っているところも……だ」

「あら。犬を犬として使っては、いけませんか……？」

「何を企たくらんでいる？」

「あなたに説明する義務が、ありますか……？」

「力ずくで聞いても良いのか？　部屋の中には、誰だれかいるようだが……」

　影の男に言われて、聡子はちらり、と横目で奈津を盗み見る。

「……さあ。別に、わたしにはかかわりのないことですよ。ククク……」

「どうだかな」

「では、やってみますか？　どうぞ、ご遠慮なく……」

　メガネの下で光った聡子の目に、影の男はぞくっとして、一歩退ひく。

　奈津は買い物に行くまえに、財布の中の小銭とお札を、せっせと分けているところだった。聡子の視線に気づいて、顔を上げる。

「あっ、宅配便の人もう帰った？　ちょっと待って、あたし小銭は小銭入れに、お札はお札入れに入れないと気がすまない人なんだ」

「ええ、けっこうですよ。もうすぐ、帰られますから」

　聡子は目を細めて、影の男をもう一度見つめた。体のかげに隠しながら……ポケットの中から、ドクロを描かいた小さな本を取りだす。

「そうそう……ランプの魔神の魔法書のほかに、最近、もう一冊面白い本を手に入れましてね。せっかくおいでいただいたのですから、ご覧に入れましょうか？　ククク……」

「そ、その本は……」

　影の男の声が上ずる。聡さと子この髪が風に舞い、本のページがぱらぱらと激しくめくれる。

「先ほど……一歩退ひきましたね、あなた。わたしのまえで退くこと、その時点ですでにあなたの敗北は決まっていたのです。精神力の戦いで勝てない者が、実戦で勝てるわけがないでしょう……？　ククク……」

「ありえない！　『屍の掟の書ネクロノミコン』が実在するなど、それは架空の……！」

「そう、あまりに危険なものは全て、伝説の迷信の、架空のものとして人の記憶から消し去られようとするのです。その存在を信じて探すことこそ、コレクターの本領。伝説のトロイ遺跡を探し当てたシュリーマンもしかり、そして……失われた聖櫃アークを探す者どもも、しかり。そのことをわれわれは知っている、聖櫃が実在することを知っている！」

　ゴッ、と圧倒的な風圧が影の男に襲いかかる。聡子は高く本をかかげた。

「永遠に横たわると見ゆるもの、しかれどもそは死者にあらず。五芒星ペンタグラムの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら……」

「貴様っ……ネクロノミコンの呪じゆ文もんをっ……！」

　聡子の呪文の詠唱が終わる寸前、勝機無しと見て影の男は消える。

　はたり、と風がやみ、激しくはためいていた聡子の長い髪が落ちついた。

「おや、逃してしまいましたね。手に入れたものを、どのような相手でも構わないからさっそく使ってみたいと思うのが、コレクターの性分ですのに……ク……ククク……」

　小さな声で、聡子は笑う。やっと小銭の分類が終わった奈な津つが、ひょこっと顔を出した。

「あれ、外、風強いの？　さとっち、髪、乱れてるよ」

　手作りのポーチから、安っぽいピンク色のブラシを出して、奈津は聡子の髪をすいてやる。聡子はメガネの底の目を、静かに笑ませた。

「ええ、風は強いかもしれませんね。でも、そのほうが楽しいでしょう……ククク……」

「楽しいか知らないけど、身だしなみにブラシは持っておきなね。それあげるから。あっ遠慮しなくていいよ、可愛かわいいものいっぱい置いてる百円ショップ見つけたのよ。みんなには秘密にしてるんだけど、さとっちにだけ特別に教えてあげようか。そうだそうだ、買い物のついでに案内してあげる！」　奈津は、聡子の腕を引っぱって、夕暮れの町を走り出す。

「いえ、安あん藤どうさん……試験勉強は？」

　引っぱられながら、聡子は、無駄だとわかってはいたもののいちおう聞いてみた。

　真まっ赤かな夕ゆう陽ひが、久く遠おんの時を刻みつつ、今まさに地平に沈もうとしていた。そのあとには、太古よりつづく闇やみが、世界を覆おうと牙きばをのぞかせていた……。



    

  
    
      




二話　われらスチャラカバンド





　シエラは、落ちこんでいた。

「中間考査の成績を発表しますぅ。全科目満点は一人だけ、座ざ堂どうシエラさん、ですぅ」

　春はる紗しや学園高等部、一年二組の教室で……担任教師・雛ひな菊ぎくかすみがおどおどしながら発表した。かすみはクラスで一番背が低く（先生なのだが）、クラスで一番童顔だ（先生なのだけど）。服のセンスはかなり少女趣味（先生なのに）。でも年齢は二十八歳。だから持病は、慢まん性せい的な肩こり。ついでに独身。成績を発表されて、クラスじゅうがどよめいた。

「さすが、シエラ様！」

「座堂、かっけー」

「むしろ、座堂に家庭教師されてー」

　男女問わず、シエラに憧憬しようけいと羨せん望ぼうの目を向ける。いつもなら、シエラはこの結果に満足するはずである。優等生という猫をじょうずにかぶれた自分に心の中でおしみない拍手を送りつつ、華麗にほほえんで、でも決してイヤミに見えないよう、むしろ成績が良かったことが気恥ずかしいことであるかのようにほのかにはにかんで、「みなさん、ありがとうございます」と、耳の横の髪をちょっとかきあげながら言うところである。

　しかし、今回はとてもそんな気になれなかった。シエラは、窓ぎわの席に座っている陣じんのほうに、ちらっと目を向ける。あまり友とも達だちとしゃべったりせず、休み時間ももっぱら考古学の本を読みふけっている陣は、窓ぎわが静かで落ちつくのであろう。彼が無口で無ぶ愛あい想そうなのはいつものことだが、何も話してくれないと、シエラは不安になってくる。

（わたしが一位ということは……やっぱり、庶民はわたしが白はく鳥ちよう湖こに連れだしたせいで、成績がふるわなかったんだわ。ということは、わたしのせいよね？　面白く思ってはいないわよね？　ブスッとだまりこんでいるということは、きっとムカついているのよね？）

　それなりに、シエラも陣を白鳥湖での事件に巻きこんだことは反省している。それに……シエラはもう、魔法書を失ってしまった。魔神レベルを上げてもどうにもならない。

　白鳥湖で、あの後、シエラはもとに戻るために水みな斗とに、それとばれることなく「ちちんぷいぷい」されなくてはならなかった。それは、ダンボール箱の中にシエラが隠れ、「中身は何かさわって当ててみようゲームっっ！」をやるという、陣のちょっとベタな作戦のおかげで、うまくいったのだが……そしてふたたび、ランプとソロモンの指ゆび環わを陣の手に返したものの、もう彼に呼びだされる口実がない。ならば、シエラと陣の関係は、シエラが魔神になる前と同じ状態に戻った……ということである。

　すなわち、陣じんはいつも黙りこんで何を考えているのかわからない、気になるけれど話しかけるのはためらわれる、人を寄せつけない雰囲気を持ったクラスメイト。そしてシエラは、そんな陣を遠くから、ちらちらと気にして盗み見ながらも、声をかける勇気が出せずに、一人でじりじりしているばかり。

（はぁ……。何だか、どさくさまぎれに庶民の魔神になって話をするようになったから、気にしていなかったけれど……ほんの一ヶ月ほど前は、わたし、こんな気持ちだったのね。庶民との距離って、こんなに遠かったのね……）

　ランプの魔神だった日々が、まるで夢のように思えた。陣の部屋に押しかけて料理を作ったり、二段ベッドにもぐりこんだり……。自分が、それをしていたとは、信じられない。だって、今、陣との距離はまたこんなにも遠いのである。

　陣は、窓の外を見て何か考えこんでいる。いっしょにドタバタしていたときにはあまり気にならなかったが、その横顔は、鼻筋がスッとしていて、知的、かつ端整だ。

（庶民……実は、けっこうまつげが長かったんだわ……）

　そんなことにも、今さら気づく。間近で見ていたころよりも、距離が離れてしまった今のほうが、いろいろと気づくことがある。まつげが長いせいか、伏目がちだということも……その表情が、憂いを帯びて見えるということも。

（そういえば……庶民のパパとママは、庶民を置いて中近東に発掘に向かったまま、携帯電話の圏外になって、ちっとも連絡が取れてないんだわ）

　シエラも、世界中を旅行し回っている母親とは全く連絡が取れていない。でも、シエラの父がランプの魔神だとわかってから、少しだけ、父親とは話すようになった。それに、大切にしてくれる使用人たちもいる。つまり、陣はシエラよりもずっと寂しいはずなのだ。

（そんなことも……ちっとも、わかってあげられなかった）

　シエラは深いため息をつき、うなだれてしまった。



　気分が滅め入いったまま、シエラは家に帰った。生垣に囲まれた広い庭、その奥の白亜の豪邸。何十人ものメイドたちが庭の掃除をし、大理石の床を磨き、忙しそうに働いている。

　シエラの部屋には、天てん蓋がいつきのベッドや巨大なプラズマテレビなど、豪華な調度品であふれている。制服のまま、シエラはソファの上に身を投げだした。

『ぷきゅ』

　携帯電話のストラップ……のふりをしたコーレム（ではなく、陶器になっているので陶トーレム）が、もぞもぞと動きだす。

　ストラップなので、携帯電話がカバンに入れられているときはカバンからぶら下がり、シエラの胸ポケットに入れられているときは胸元にぶら下がっている。どう見ても「でかすぎるストラップ（しかも陶器で重そう）」なのだが、学園の人気者であるところのシエラがつけているため「もしや最新の流行？」と、一部で誤解を広めている。

　このトーレムは、ランプの魔神の魔法書を失ったシエラのもとに唯一残った、魔法のものだ。もっとも、シエラの魔法で出た泥人形の状態から陶器へと変性しているので、泥人形であるところのゴーレムとは微妙に別のものになってしまってはいるのだが……。

「トーレム。リモコン取って」

『うっきゅー！』

　ぴょこん、とトーレムは元気に片手を上げて返事をする。了解、という合図のようだ。

　携帯電話とくっついたストラップ部分を自分で外して、自由の身になったのち、てちてちてち、とテーブルの上を走り、リモコンを両手で頭の上にかかげて、てちてちてち、と戻ってくる。シエラは、寝たままリモコンを受け取った。

「ありがと、トーレム」

『ぷっきゅー！』

　トーレムは得意げである。テレビのチャンネルを、シエラは次々に変えた。座ざ堂どう家では、ケーブルテレビなどの有料チャンネルは全すべて契約しているので、百近いチャンネルがあるのだが、それほど番組があっても不思議に、見たいものが無いときには無いものである。

「見るもの、無いわね……」

『うっきゅー……』



    

  
    
      



    

  
    
      　トーレムも、つまらなそうにシエラのそばで座りこんでいる。映画は途中からでは、話がわからない。ハイテンションな外国アニメは、今の気分にそぐわない。きらびやかな音楽番組は、なおさらだ。髪の毛を細かい三つあみにしてサングラスをかけた、でも思いっきり大和やまと民族っぽいＤＪが、虹にじ色いろに輝くフットライトの中、マイク片手に叫さけぶ。

『ＹＯヨー！　ボーイズアンドガァァールルルルズ！』

（いきなりハイテンションかつ、すごい巻き舌ね……）

『バンドコンクールにＹＯ、ＨホＯツＴトな応募、スァンクュー！　第一次選考をＹＯ、ＴトＯツＰプで通過したクゥゥ～ルルルルルルなバンドは！』

（いやいやいや。クールはＬだから巻き舌にしなくていいのよ、巻き舌にするのはＧＩＲＬガールのＲみたいなＲだから！　ラ行は何でも巻き舌にしてる場合じゃないのよっ、これだからジャパニーズイングリッシュは！）

『ルールールルルー♪　ルールールルルー♪』

（って、どうしていきなり夜明けのスキャットにっ？　わたしの思考、読まれてるっ？）

『そのクールなバンドの名はっ！』

（あっ、巻き舌じゃなくなった。やっぱり思考読まれてる）

『ラブラブドリームス！』

（全然クールじゃない！）

　あまりのことに、シエラは速攻でリモコンのチャンネルを変える。

　ふと、リモコンを持った手が止まった。ローカルなケーブルテレビのゆるーい地元密着系番組に行き当たったのだ。いつも車で登下校している川沿いの土手が、映っていたりする。見慣れた風景も、テレビごしに見るとなぜか新鮮だった。

（庶民……よく、この土手にいたのをわたしは知っている。いつも、分厚い考古学の本を読んでいた。時間も空間もこえて、わたしなんかにはわからないほど遠い過去を見つめていたあの瞳ひとみが、とても神秘的だと思っていたわ……）

　気分を変えるつもりでテレビをつけたのに、よけいにずずーんと落ちこんでしまった。

「お嬢様、よろしいでしょうか」

　コンコン、とノックの音が聞こえたのはそのときだった。

『うきゅ！』

　トーレムが、シエラを呼ぶ。シエラは、ソファの上で身を起こした。

　扉が開き、執事のニコライ・パブロフと、メイド長のメアリー・サバントが、二人並んで入ってくる。ニコライは銀髪と片眼鏡モノクルがシャープな印象の、だが蒼あおい目とほほえみはとても優しげな、背の高い青年だ。メアリーはニコライより少し年上で、茶色い髪がやわらかく落ち着いた雰囲気の、しとやかな女性である。

　シエラはあわてて、笑顔を作る。心配性のこの二人に、気をつかわせたくなかった。

「な、何かしら？　二人いっしょなんて……珍しいのね？」

『ぷきゅー』

　トーレムも、首をかしげる。ニコライたちにはトーレムのことを、最新の、おもちゃのマイクロロボットのついたストラップ、だと説明してあった。

「はい、ロマノフ王家伝統の、バラジャムのロシアンティーをお持ちいたしました」

　ニコライは、小さい樽たるのような形をした湯沸かし器サモワールとティーセットを、金色のワゴンに乗せて、押してくる。そのニコライを押しのけて、メアリーがポットカバーをかけたティーセットをお盆に乗せ、シエラの前に持ってくる。

「いえ、シエラお嬢様。大英帝国伝統のアフタヌーンティーセットをぜひどうぞ」

　メアリーの微笑はにこやかだが、ひじは確実にニコライの急所をとらえている。ニコライはよろけたが、まだ倒れるわけには行かぬとばかり、ワゴンをつかんでふんばった。

「ミ、ミス・サバント……！　今日のシエラお嬢様の紅茶は、このニコライがお入れすると決めたのです！」

「あらミスター・パブロフ、執事は屋敷の男主人のお世話をすると役割が決まっておりましてよ。女主人のお世話はメイドの役目、そのメイドを統べるメイド長であるわたくしの仕事ですわ。あなたが割りこんでくるのは越権行為もはなはだしいというものでしてよ」

　メアリーは、ちろりと挑戦的な視線をニコライに向ける。年下の彼は、メアリーにとってはクチバシの黄色い小僧にすぎないのであろう。ニコライはムッとして、かみつく。

「執事の役割は承知しておりますが、シエラお嬢様のことは別です！　学校にもこのわたしが、運転手としてお送りいたしているのですからっ！」

「それならば、屋敷の中でぐらい、わたくしにシエラお嬢様を渡してくださいな」

「それにシエラお嬢様は、ロシア菓子がお好きでいらっしゃるのです！　本日のおやつは、ロシア銘めい菓かプリャニキと決まっているのです！」

「勝手に決めないでください。本日のおやつは大英帝国の粋を集めたミンスパイです！」

「ま、まま、待って二人とも！」

　シエラはあわてて、一触即発の二人の間に割りこんだ。

　この二人が、シエラのことを本当にいつも心配してくれていることは、よくわかっている。そして、だからこそ「心配合戦」になってしまっているのだ、ということも。

（わたしが、暗い顔をしているから……気持ちが顔に出ちゃっているから、二人が心配して、ケンカになってしまうんだわ）

　シエラは必死に、笑顔を浮かべて言った。

「いいのよ、ちょうどおなかがすいていたの。プリャニキもミンスパイも、両方いただくわ。二人とも、ありがとう」

　笑顔に無理がある。自分でもわかるが、ニコライとメアリーにもわかったらしい。ケンカで高まっていた二人のテンションが、しゅううっと低くなった。

「え……あ、あの、シエラお嬢様。すみません、つい……」

「お、お一人で両方って……そんな、お嬢様に気をつかっていただくなんて」

　二人して、おろおろしている。シエラは、胸が痛くなるほどとびきりの笑顔を見せた。

「いいえ、本当にありがとう。喜んでいただくわ、本当よ」

「は……そ、それではまた何かありましたら、お呼びください」

　ニコライとメアリーは、とまどいつつ、シエラの部屋を出る。扉を閉めたあと、ニコライは「はぁぁ～……」と大きくため息をついて、片手を扉に置いたまま、うなだれた。

「ミス・サバント……ひょっとして、われわれはドジを踏みましたかね……」

「シエラお嬢様は、わたくしたち使用人にまでことのほかお気をおつかいになられますから。それが、お嬢様の良いところなのですけれど、あまりにもお優しすぎて……。わたくしたちに心配をかけまいとされるあまり、何もかもご自分の中にためこまれて」

「われわれでは、相談相手にならないのでしょうかね、ミス・サバント」

「奥様を追いかけて、旦だん那な様まで、ゴールデンウィーク以降、帰っていらっしゃいませんからね。誰だれにも相談する人がなくて、さぞやお心細いことでしょう」

　メアリーは胸を痛めているようすで、そう言った。実際には、父が帰ってこないことに関しては、シエラはホッとしていたのだが。なぜなら、魔法書を無くしてしまった今、シエラが一人前の魔神に成長するという線は消えてしまった。すなわち、座ざ堂どう家をたてなおす方法が失われてしまったわけで、父がそれを知れば、絶望するにちがいないからである。

「そうですね、われわれには相談していただけないのですね。お嬢様がまだお小さいころから、おそばにお仕えしておりますのに……」

　ニコライは天井をあおぐ。メアリーが、そんなニコライに姉のような視線を向ける。

「いつか……シエラお嬢様が、わたくしたちにも本当の意味で心を開いてくださるときが来ますわよ、ミスター・パブロフ」

「また、お嬢様に気をつかわせてしまいましたね。つい……放ほうっておけなくて」

　ニコライは、両手の指を神経質そうに何度も組みなおす。メアリーは、くすっと笑う。

「同感ですわ、ミスター・パブロフ」

「シエラお嬢様が……今までずっと、屋敷に帰っても旦那様や奥様がいらっしゃらなくて寂しそうだったのに、最近急に、元気になられましたものね。わたくしたちも、しばらくお嬢様に紅茶を入れなくても良かった……何があったのか、お嬢様が話してくだされば、このニコライ・パブロフ、ロマノフ王朝の伝統にかけて粉骨砕身する所存ですのに」

「それも同感ですわね、ミスター・パブロフ。大英帝国の誇ほこりにかけて……取りあえず、シエラお嬢様が食べすぎでおなかをこわされても良いよう、胃薬を準備いたしましょう」

「手伝いましょう、ミス・サバント」

　歩き出したメアリーの後から、ニコライがあたふたと追いかけていった。



　さて、部屋の中のシエラは大量の紅茶とお菓子を前に、呆ぼう然ぜんとしていた。

（どうしよう……これ全部食べたら絶対、おなかがどうにかなる。おなかが無事でも、体重が増えちゃう。どっちも脂あぶらっこいから、ニキビも出るかも……）

　でも、食べなければ食べないで、二人にまた申し訳ない思いをさせてしまうのは確実だ。

（こんなとき……庶民がいれば）

　しんみりと、胸が痛む。

（三度の飯より飯が好きな、大飯喰ぐらいでムダ飯喰らいの庶民がいれば）

　くれぐれも、しんみりと胸が痛んでいるシーンである。

（あっ……そうだわ！）

　ぽん、とシエラは手をたたく。今まで、自分はランプの魔神、陣じんはその主人（いちおう）、という枠にとらわれすぎていた。魔法書を失って、陣の役にもう立てない（もとから立っていなかった、というのはともかく）、だから会えない、とばかり考えていた。

（発想の転換よ！　わたしが庶民の役に立つのではなく、庶民がわたしの役に立つというのも、アリではないの！　そういえば白はく鳥ちよう湖こで、庶民もちょっとそんなことを言っていたような気もするし！）

　たしかに、陣はシエラのことを守る、とか言っていた。その口約束に背中を押されて、

「トーレム、携帯電話を取ってちょうだい」

『うきゅ！』

　シエラに命令されたトーレムは、彼女の学生カバンを開けて、携帯電話を取ってくる。

　シエラは携帯電話を受け取り、しばらくかけることのなかった陣の番号に電話をかけた。

（そうよ、食べ切れなくて困ってるから食べてくれと言えば、わたしも助かるし、食いしん坊の庶民はまさか断らないでしょうし……）

　何よりも、それを口実に会える。シエラはワクワクして、携帯電話を耳に当てていた。

　トゥルルルルル……。呼び出し音一回で、いきなり陣が出た。シエラは、ドキッとする。

（早い！　わたしの電話を無視されて、何十回もコールしているときもあるのに！）

　まだ気持ちの準備ができていなくて、おろおろしているシエラの耳に飛びこんできたのは、さらに信じがたい陣のことばだった。

『ああ、座ざ堂どう。ちょうどいいところに』

「ちょ……ちょうどいいところ、って？」

　どぎまぎしながら、シエラは尋ねる。しばらく話していないのに、こんなに当たり前に会話できるのが、不思議で仕方がなかった。

『おまえのところに今、電話するところだったんだ』

「わ、わ、わたしに何か用なの？」

『うんそのまあ……何だ。取りあえず、音楽室にきてくれるとうれしいんだが』

「音楽室？　まだ学校にいるの、もう五時が近いわよ？」

『いやまあ。紆う余よ曲きよく折せつあってだな』

　陣じんにしては珍しく、いやに歯切れが悪い。けれど、そんなことよりも、久しぶりに陣と話せたことがうれしくて、すぐに会いたかったシエラは、二つ返事でうなずいた。

「まあいいわ、行ってあげる」

『良かった。感謝する』

　そんなに陣が素直なのも、珍しい。シエラの顔が、カッと赤くなる。

「べっ、別にあなたに頼まれたから行くわけじゃないわよ！　電話をしたのは、おやつが余ったから、片付けてくれる人を探していただけよ、別にあなたでなくてもねっ！」

　で、ついうっかりいつもの乗りで、逆ギレしてしまう。こんなつもりじゃないのに……と、心の中では思うのだが、照れくさくてどうしても、こうなってしまうのだ。

『おやつって何だ？』

　電話の向こうの陣の声が、はずんだ。どうやらこの男は相変わらず、アルフライラで大盛りメニューをたらふくおなかに詰めている上でさらに、食を渇かつ望ぼうしているようだ。

「と、取りあえず持っていくからねっ！」

　いつまでも電話で話していても、顔が見えず間が持たない分、間を埋めようとして余分なことまで言ってしまいかねないと思い、シエラは携帯電話を切った。それに、電話なんかでしゃべっているひまに、少しでも早く本物の陣と話したかった。シエラは、ワゴンの上に置かれていたプリャニキとミンスパイをわしづかみにして、ざくざくとバッグに詰めこむ。そして気持ちは焦るものの、でも限られた時間の中でせいいっぱい可愛かわいくなりたくて……大急ぎで、前髪がちょっとのびているのをハサミで切って整えたりした。いつもは着替えも身み支じ度たくもメイド長のメアリーに任せているが、今はそんなひまがない。

　トーレムは、あせあせと携帯電話に自分をくっつける。その携帯電話を胸ポケットに入れ、スカートをひるがえして廊下に飛びだしたシエラは、

「ニコライ！　車を出して！」

　と、ニコライを呼んだ。トーレムは、シエラの胸で揺れていたが、揺れがひどくてちょっと酔っているようすだ。シエラを案じて落ちこんでいたニコライは、そのとき、食堂で銀食器を磨いていた。はっ、と顔を上げて磨き布を持った手を止める。テーブルの上の、マイセンの最高級花瓶にバラの花を飾っていたメアリーが、ほほえんだ。

「あら……何があったのでしょう。シエラお嬢様、元気になられたようですわね」

「ええ、ミス・サバント。不ふ肖しようニコライ・パブロフ、行ってまいります！」

　ニコライは嬉き々きとして、駆けだした。



　ニコライの運転で、オープンカーが学校に到着する。

「帰るときには電話するから、また迎えにきてちょうだい」

　ニコライにそう言い残して、シエラはおやつが入ったバッグをたずさえ、校門をくぐる。

　学校にはもう、部活の片づけをしている運動部の一年生と、帰宅時間のアナウンスをするために待っている放送部員ぐらいしか残っていない。音楽室の戸を開くと、陣じんが、手前のほうの席に座っていた。音楽室にはグランドピアノが二台あり、机のかわりにオルガンが並んでいる。オルガンのふたをしめれば、机になるものだ。壁にはぐるりと、音楽家の肖像画。教室の後ろには棚があって、器楽の授業で使う楽器が収納されている。

「ああ、座ざ堂どう。呼び出して悪かったな」

　そう言った陣は制服姿だが、その右隣のオルガンに座っている男は髪をハードジェルで固めて高さ三十センチはあろうかというモヒカンにし、黒い革ベストを素肌にはおって、メタルドクロのアクセサリー、黒いタトゥーを腕や胸など見えるところ全すべてにほどこし、顔は白塗りにして黒い口紅とアイシャドウで、ゾンビかミイラのようなメイクをしている。ぴくり、とシエラの口元が引きつる。

「あ、あの、新あら木きくん。こ、これ、電話で言ってたおやつ……」

「うわ、うまそう！　クッキーと、ドライフルーツのパイか？　さすが金持ちの家はすごいおやふ食ふっへふふぁ」

「いきなり食べてるし！　……っていうか、この人、誰だれ？　もしや宇う多た田だくん？」

　ただ陣と再会したかっただけなのに、嫌～……な、予感がする。この状態の夕ゆう也やにはちょっと、いや大いに、近寄りたくない。シエラは、そそそ……と夕也を遠回りしながら、陣の左隣の席に座った。速攻で「この状況はいったい何なわけっ？」と陣を小一時間問い詰めたいところであったが、公の場では、シエラはあくまでも猫をかぶる。

「ごきげんよう、新木くん。それで、わたしに何か、ご用かしら？」

　サラサラした髪をかき上げながら、さわやかさ＆好感度百パーセントで、シエラはほほえむ。もちろん、その目が笑っていないことに、陣だけは気づいている。

　ものすごい状態になりはてている夕也は、シエラを見て口をぱくぱくさせている。

「すごい、陣……ほんとに座堂がきた！　座堂とメル友って、ほんとうだったんだな。うわー、俺おれ、座堂としゃべるわけ？　緊張するー、明日みんなに自慢しなくちゃ」

「あの……宇多田くん、もし失礼でなければ、どうしてそんな姿になってしまったか……成り果ててしまったのか、教えてくださるかしら」

「座堂、謝らなくてはならないことがある。このバカに代わって、俺が謝る」

　陣は、ミンスパイをパクつきながらも、いやにすなおだ。ますます不審さ大爆発である。

「いったい、何のこと？」

「ケーブルテレビ主催の軽音楽コンクールに出るために、夕ゆう也やのやつ、ずっと前から曲作ったりバンドメンバー集めたりしてて……」

　それは、シエラも知っている。夕也が作曲につまっているとき、男子寮の陣じんの部屋にまちがって呼び出されたからだ。

「で、バンドメンバーがいまいち集まらなかった。いい曲も作れなかった。でもなぜか、第一次選考をトップで通過した。バンド名『ラブラブドリームス』で」

「あれ……宇う多た田だくんのバンドだったの？」

　シエラの口元が、皮肉な笑みにぴくっと引きつりかけたが、あわてていつもの慈愛に満ちた表情に戻って、ほほえんだ。

「ラブラブドリームス……愛と愛と夢。すてきなバンド名ね♪」

　ちなみにシエラの語尾に「♪」がついているときは、たいてい心が入っていない。

「座ざ堂どうもそう思ってくれるか！　だよなだよな、それを陣のやつ、バカにしやがって！」

　夕也は、すがるような目でシエラを見上げる。シエラは、陣にちろっと流し目をくれた。

（まあ公には発言できないけれど、わたしも恐らくあなたと同じ感想よ、庶民）

「ドリームの複数形はドリームスじゃなく、ドリームズだ、とか言いやがってよう！」

（ツッコむところは、よりにもよってそこなわけっ？　こんなにあっちこっちツッコミの穴だらけのネーミングだっていうのにっ？）

　シエラにはますます、陣がよくわからなくなる。ミステリアス、という意味ではなく。

「で、でも、トップ通過だなんて、すごいわね。尊敬してしまうわ♪」

　シエラは必死で、猫をかぶりつづける。陣の目が、なぜかにごっている。

「何が良かったのかしら？　楽曲？　演奏？」

「いや。ぶっちゃけ視聴率を取るにはキャラ性ってことで、ボーカルのルックスの良し悪あしが、ものすごく大きな比重を占めるのだそうだ」

「まあ、生々しい話♪」

「で、ボーカルは女子のほうが受けがいいそうだ」

「嫌な予感がしてきたわ♪」

「ということで、このバカはおまえの写真を勝手に申し込み用紙に貼はりつけたらしいんだ。その写真を見た審査員が、トップ通過させちまって、この日曜に最終選考が」

「まさか、わたしにその最終選考に出ろ……というわけでは、ないわよね♪」

　シエラの微笑に、ぴくっと青すじが浮きでる。

「学校名も出てるんだ。ドタキャンなんてしたら、来年からうちの学校からのエントリーは受けつけてくれなくなる。後輩に迷惑がかかるんだ」

「だからって、どうしてわたしが♪」

　思わず声を荒げそうになったが、夕也がいることを思いだして、シエラは必死に気持ちをおさえる。けれど本当は、今にも爆発しそうである。

「頼む、座ざ堂どう！　軽音楽コンクールは俺おれの夢だったんだ、衣装はバッチリなんだけどバンドのメンバーが足りないんだよ！」

「図書館に張り紙をしていたにもかかわらず、だな」

　陣じんが、冷静な口調で夕ゆう也やに言いながら、指を二本立てて彼の顔の前に突き出す。

「おまえに、ふたつのことを問いたい。ひとつは、バンドのメンバーすら集まらないのに、そんなレベルでバンドを集めても、客はもっと集まらないであろうことは火を見るより明らかだが？　もうひとつは、その衣装のどのへんがバッチリなのか？」

「音楽業界の業界人ってのは流行が大事だろ」

「まあな。よく歌手がファッションリーダーになったりするし」

「というわけで、俺もはやりのチョイ悪ワルを意識してみた」

「悪すぎだが」

「まあまあ、そういうわけでボーカルは座堂に任せた」

　夕也はニコニコしながら言った。よくもぬけぬけと、と言いたいことばは心の奥底に隠して、シエラは、あくまで笑顔で接する。

「わたし……歌だけでいいんですの？」

「ああ。演奏は俺に任せてくれていいから！」

「演奏って……夕也、楽器は何を？」

　軽音楽部を名乗りながら、夕也が楽器を持っている姿をルームメイトの陣ですら、見たことがない。皆がしゃべっている隙すきに、陣はこっそり食料を一人で食いつくし、指をなめながら、怪け訝げんそうな表情で夕也に質問した。すると夕也はニヤッと笑って、

「これさ」

　と、ギターを弾くような身ぶりをする。おお、と陣は目を丸くした。

「ギターか！　そりゃそうだ、軽音楽部ならギターぐらい弾けないとおかしいよな」

「いや、弾けない」

　にこり、と夕也はほほえむ。シエラはおそるおそる、怖いもの見たさ半分でたずねた。

「でも、その手つきはギターでしょう？　もしや、ベースだとかいうオチかしら？」

「だからこれは、エアギター」

「空気を吹きこんで音を鳴らすタイプのギターですか？」

「座堂、現実を直視しようぜ」

　陣は、硬い声でシエラにささやく。シエラも当然、エアギターが空気圧で鳴らすギターとかではなく、というかギターすら持つことなく、ギターを演奏する身振りだけのパフォーマンスの一種、というものだと知っているのである。

「……じゃあ、ほんとうに本物のエアギター？」

「言っとくけど俺おれ、エアギターはちょっと自信あるぜ」

　ぱちん、と夕ゆう也やは余裕のウィンクをシエラに向ける。

　シエラの笑顔が、凍りついた。心の中に、青い炎が燃えあがる。

（やばーい♪　こいつ、完膚なきまでにブチのめしたーい♪）

　凍った笑顔のまま、シエラは陣じんに目を向ける。

「音が鳴らせないのなら、残念だけどバンドはできませんね。お力になれなくてすみませんでした、ではまた明日、ごきげんよう」

　陣にむかって、一気に早口でまくしたてて、シエラはそそくさと背を向ける。

　もはや、こんなわけのわからないところに長居したくなかったから、だが……。音楽室を出ようとしたシエラは、入ってこようとした誰だれかとぶつかって、尻しりもちをついてしまう。

「きゃっ！」

「座ざ堂どう、大丈夫か？」

　思わず、陣がシエラを助け起こす。シエラはハッと陣を見上げた。

（わたしに無関心……じゃなかったの？）

　シエラにまじまじと見つめられた陣は、恥ずかしくなり、あわてて視線をそむける。

　シエラとぶつかったのは、冷凍庫のように冷ややかな目の少女だった。髪は短く、頭ス蓋カ骨ルの髪飾りをしている。色白で、目のまわりは黒いアイシャドウを塗ったかのように濃く、退廃的な表情やデスメタルチックなアクセサリーがゴスっぽい。

「あー、ごめんごめん。宇う多た田だがあんまりバカダサなカッコしてるんで、目をうばわれて見えてなかった」

　いちおう彼女は謝るのだが、どうにも口の悪さがことばのはしばしに表れている。夕也は、少女を指さしてどなった。

「おまえっ、一年十三組の毒どく呂ろ説せつ子こっ！　バカダサとは何だ、謝罪および訂正をしろ！　これは、チョイ悪ワルファッションだ！」

「頭がチョイ悪？」

「だーかーらー！」

　夕也は、頭のてっぺんから湯気が出るほど怒っている。シエラは呆ぼう然ぜんとしていた。

「いきなり、ぶっちぎりの毒舌ね。庶民もじゅうぶん口が悪いけれど、次元が違うわ」

「おまえが言うな。っていうか、おまえより毒舌だな。それ以前にうちの学校、十三組まであるようなマンモス校だったのか……」

　呆あきれている二人に、説子はちらっと視線を向けた。二人は、ギクッとする。

「宇多田が一次選考に通過したって聞いたからさ。エアギターしか弾けない音痴がどうやって、と思って見にきたら、なるほど、あんたらを巻きこんだわけね」

　びしっ、と説子は陣を指さす。

「二人とも知ってるよ。あんたは新あら木き陣じん、ネクラな楔くさび形がた文字オタクでしょ？　いっつも景気の悪そうな仏頂面で歩いてるから、逆に目立つよね」

「景気が悪そうで悪かったな」

「こっちは座ざ堂どうシエラさん」

　説せつ子この指が、シエラのほうにぴしっと移動する。どんな毒舌の洗礼を受けるかと思って、シエラはドキッとするが、

「一年二組の。はじめまして」

　と、それだけ言って、説子はだまる。陣が、おやっと思って指摘した。

「おい、何か忘れてるぞ」

「わざわざ教えなくていいでしょ！」

　シエラは、陣にだけ聞こえるようにささやく。声は小さいが、彼のみぞおちにこっそり埋まったひじ鉄は、なにげに重い。

「ごふっ」

「いや、忘れてるんじゃなくて……座堂さんはどこから見ても完かん璧ぺきだから、いくら毒舌のあたしでも、悪口言うところがないだけ」

「王様の耳はロバの耳」

「今何かつぶやいた、新木くん？」

　きょとんとしてたずねた説子に、

「いいんだ。心のガス抜きだとでも思ってくれ」

　と、陣は深くうなだれた。悪口を言うところがない、と言われたシエラのほうは、ホッとしてフレンドリーにほほえんでいる。

「わたしこそ、はじめまして。毒どく呂ろさん、歯に衣きぬを着せないサッパリした正直な方なのね。お友とも達だちになりましょうね」

「誰だれが、こんなやつとお友達になんかっ！　こいつの毒舌のせいで、せっかく軽音楽部に入ってた女子が全員やめて、部員がこいつと二人っきりになっちまったんだぞ！　それで、部員が五人に足りないってことで、結局、部室も取り上げられることになったんだぞ！」

　夕ゆう也やが、説子にむかって歯をむく。説子は、つまらなそうな流し目をくれた。

「だって彼女ら、軽音楽部なんてモテるための道具で、練習もしないで遊んでただけじゃないの。軽音楽ってのは、そんな生易しいものじゃないのよ。ガールズバンドとかクールぶってたけど、あの歌唱力じゃサル山のサルのほうがまだましよ。ついでに顔もね」

「すごい毒だな。酸性アルカリ性でいえば、ペーハー〇・五ぐらいか」

「骨をも溶かす勢いね」

　陣とシエラは、あまりにすさまじい説子の毒舌に、割って入ることもできない。

「宇う多た田だもコンクールなんて無理じゃない？　作曲はショボショボ、作詞はダサダサ、バンド名もダサダサ、ファッションセンスはチョイ悪ワルどころか最悪、顔はイケメンぶってるけど丸刈りに換算してみるとまぁ十人並み」

「丸刈りに換算したら、誰だれでも十人並みだろーが！」

「弾けるのはエアギターだけ、音域はドラえ○ピんより狭い……」

「音域は俺おれのほうが広いぞ！　シまで出るからなっ！」

　ちなみにドラえ○ピんの音域は、ドからラまでしか出ない。陣じんは小さくつぶやいた。

「一オクターブ出ないのか。目クソ鼻クソだな」

「しいて言うなら、宇う多た田だが鼻クソのほうね」

「しいて言うなっ、毒どく呂ろ！」

　説せつ子こは、どんな細かいポイントも鋭く突いてきて毒舌を振るう。

「まあ、そういうことだからコンクールはやめとけば？　写真だけで一次選考を通過しても、実技が入ってきたら恥かくだけよ。そのことを、言ってあげにきたわけ」

　夕ゆう也やはムカムカしているが、あんまり腹が立ちすぎて、うまくことばにできない。

「おい、おまえ。ちょっと言いすぎだぞ」

　陣も、いつもは他人の争いごとになど干渉する気もないし、友とも達だちをかばうというのも何だか熱血すぎてカッコ悪いような気もするのだが、さすがにこれは看過できるレベルを超えていた。それはシエラも同じだったらしい、夕也のことは基本的にどうでもいいのかもしれないが、すなおに腹が立ったのだ。でも、猫をかぶっている以上、あまり乱暴な物言いはできない。ぐっと自分をおさえて、シエラはニコッとほほえんだ。

「あら……わたしは宇多田くんの音楽、すてきだと思いますよ。ランボーの歌とか、すてきじゃありませんか」

「どうして座ざ堂どうが俺のランボーの歌を？」

　夕也は驚いて、目をまん丸にしている。シエラはあわてて、両手を振りながら、

「あっいえ……新あら木きくんに聞いたことがあったんです」

「座堂と新木に接点があったっていうのが、そもそも寝耳に水だったが」

「と、とにかく……わたしと新木くんも、メンバーに入っているのでしょう？」

「いや俺は……」

　写真を使われたのはシエラだけである。陣は反論しようとしたが、そのとき、シエラがギロオッとすごい目でにらみつけた。

「ね、新木くん？」

　殺やられる！　陣は、瞬時に察した。「こんなダサい名前のバンドに、わたしを一人で入れるわけないわよねっ！　呼びだした以上あなたも連帯責任よっ！　ニヤケたヘタレ野郎（夕也）と二人っきりになんか、しないわよねっ？」と、頭の中にシエラの声がひびく。

（ついに俺にもテレパシーが！　あるいは予知能力？　あるいは、今までしょっちゅう同じようなことを言われているだけのことか？）

　陣じんは、頭をかかえ、苦しげに声をしぼり出す。

「し、仕方がない……いちかばちか、やってみるか。俺おれはこれでも、いちかばちかのギャンブルには強いほうだしな」

「あら。庶み……じゃなくて、新あら木きくんって、考古学好きの文科系だとばかり思っていたけれど、意外にチョイ悪ワルなのね。ギャンブルって、学生は禁止のはずだけど、何をしているの？　まさか、お祭りのくじ引きとかではないでしょうね？」

　陣が不良だなんて……と、ちょっとショックを受けながらたずねたシエラに、陣はこくりとうなずいて、きっぱりと答えた。

「俺は主に、賞味期限切れハンターだ」

「それはギャンブラーではなく、ただの食いしん坊だと思うわ」

「二年物のパウンドケーキとか」

「捨てなさい」

「意外に大丈夫だった」

「負けたときのリスクが、あまりにも高すぎるわ」

「あと、三年物のレトルトカレーは、具が全部溶けてた」

「それは、ギャンブルに負けたということかしら」

「いや。高級な店のカレーは具が煮込まれて全部溶けてるらしいから、ある意味金星だ」

「ずいぶんとプラス思考ね」

「俺もやるよ、それ。二十世紀もののアイス棒が、全然大丈夫だった」

　夕ゆう也やが、自分を指さしてシエラにアピールしてくる。どうやら、シエラが感心しているのだと勘違いしているらしい。陣が、感心してほうと声を上げた。

「前世紀ものとは、おまえもなかなかやるじゃないか、夕也」

「冷凍庫の中では、時間が止まるからな」

「それ、人間なら、もう小学生に育っているわね」

　シエラがつぶやく。

「……あの。何の話をしていたか、誰だれか一人でも覚えているかしら？」

　説せつ子こが、こめかみに青筋をピクピクと浮かせながらたずねた。シエラが、自信たっぷり、人差し指を立てて答える。

「パウンドケーキは二年たっても意外に大丈夫！」

「惜しいなあ。もうちょっと前」

　説子は、硬い表情でシエラを見つめる。

「座ざ堂どうさんが、宇う多た田だに協力してバンドコンクールに出るって話よ。あなたが優しくて優等生なのはわかるけれど、お人よしにもほどがあるわね」

「どうして毎度毎度、座ざ堂どうだけは無傷ですむのかがわからん」

　陣じんが、不服そうにつぶやいた。

「だって座堂さん……あなたは、勝手に写真を使われただけでしょ？　宇う多た田だに協力する理由なんて、ないはずじゃないの？　それにあなたみたいな上品なお嬢様、今まで軽音楽なんて聞いたこともないでしょう。どうやって演奏するつもり？」

「誉ほめてるよな、明らかに」

「陣、さっきから何ブツブツ言ってるんだ？」

　夕ゆう也やがツッコむ。シエラは、きっぱりと説せつ子こに言った。

「あら、ジャズだって、もともとはクラシックのピアノアレンジから生まれたものよ。たしかにわたしは軽音楽のことは、全然知らないわ。作曲家と言われて連想するのはバッハやブラームスだし、音楽も音楽の都ウィーンから家庭教師を招いていちおうは勉強したものの、歌えるのはオペラのアリアがちょっとプロ級に歌えるだけだし、楽器だってピアノとバイオリンとフルートしか演奏できない！」

「そしてこっちは自慢に聞こえるよな、明らかに」

「だけど、人間努力すれば何とかなるはずだと、わたしは思うの。だから、宇多田くんといっしょにがんばってみようと思う」

　良くも悪くも、シエラはまっすぐである。猪ちよ突とつ猛もう進しんともいうが、とにかくまっすぐである。夕也に巻きこまれたのは迷惑だし、軽音楽というジャンルがシエラのつちかってきた上品なお嬢様としてのイメージにマイナスに働きかけないともかぎらない。

　けれど、それでも、説子のように、自分は何もしないくせに人のことを悪く言うばかりの人間を見ていると、その鼻を明かしたくなるのである。

「ほっ、ほんとかっ？　座堂が俺おれなんかといっしょに、コンクールに出てくれるのか？」

　夕也は感動して、目を輝かせる。シエラはこくりとうなずき、優しくほほえんで、

「もちろんよ、優勝を目指しましょう。優勝を目指すに当たって……まずは、審査員に好感を持たれるキャラクターを作るべきだと思うの。その、ちょっとレトロで個性的な服装は、凡ぼん庸ような一般審査員には理解されにくいかもしれないわ」

　と、オブラートにくるみながらも、言うべきことはしっかり伝える。翻ほん訳やくすると、「その古くてダサいカッコはやめろ」ということだ。

「あ……う、うん。最新のパリコレなんかにも詳しいであろう、センス超一流の座堂がそう思うのなら、間違いはないだろう。着替えるよ」

「それから、エアギターではやはり音楽にならないと思うの。コンクールまで数日しかないけれど……みんなでがんばって、練習しましょう？」

「ああ、がんばる！　座堂のためなら、がんばれる！」

　夕也は、目をキラキラ輝かせて、すっかり本気だ。それを横目で見ながら、説子は「……チッ」と、小さく舌打ちする。

「練習はいいけど、曲が無きゃあどうしようもないでしょ？」

「曲は俺おれが作るさ、これから」

　夕ゆう也やは胸をたたいて主張したが、説せつ子こはチチチッと人差し指を横に振る。

「四分の四拍子のとき、八分音符は一小節に何個入る？」

「バカにするなよ、毒どく呂ろ！　そんな基本的な問題を、長年音楽をやっているこの俺が答えられないわけないだろう！」

　夕也は自信たっぷりに言う。陣じんも、さすがにここまで単純な問題を夕也に出すなんて、もしかしたらこれはクイズではなく、説子の夕也に対するものすごく遠まわしな嫌味ではないか……とすら、思ったぐらいだったが。

「和音にすれば、無限に入る！」

　夕也はとくとくとして、答えた。説子が、ズルズルッと力なく床に崩れ落ちる。

「……あ、あのね。意地悪問題じゃないから」

「一小節に、俺の夢と音符はたっぷりと詰めこむ予定だぜ」

「夕也。作曲は、この毒呂とやらに頼んだほうがいいんじゃないのか？」

　陣は硬い声で、夕也にささやいた。シエラも、夕也に言う。

「宇う多た田だくん、わたしも同感だわ。だけど……毒呂さんは、参加してくれるのかしら？　さっきの物言いは、そういう雰囲気ではなかったので少し心配ではあるのだけど……」

　シエラは大きな目を上目づかいにして、説子を見つめた。

　説子は、シエラの無む垢くでまっすぐな視線にのまれて、しばし固まっていたが、

「……き、気が変わったわ。バカの宇多田だけなら見捨ててやろうと思ってたんだけど、座ざ堂どうさんが協力するって言うのに……あたしがサボってる道理は無いでしょ」

　と、ぶっきらぼうに言った。



　四人はその日からさっそく、コンクールに向けて、放課後の音楽室で練習をはじめた。

　今回、シエラは何も魔法を使っていない。そもそも、魔法書が無いのだから使えない。

　けれども、魔法書が無くても、また魔神モードにならなくても、陣の役に立てるということが、今、証明されたような気がした。

（庶民といっしょにいるには、こんな方法があったなんて、思いつかなかった……）

　シエラは、バイオリンの腕をかわれて、ギターを練習していた。シエラの小さな手では、ギターのコードが完かん璧ぺきには押さえられないものの、そのかわりにメロディラインは、少し練習するだけで、実に素早く確実に奏でることができた。

「すごいな、座堂。ほんとに楽器、弾けたんだな」

　本気で驚いて、感嘆している陣を横目に、シエラは得意な気持ちでいっぱいになる。

（ふふん、見直した？　魔法なんて無くても、わたしはやっぱり素晴らしいでしょう）

　本当は声に出してそう言いたいが、夕ゆう也やと説せつ子こもいるのでそうはいかず、やや不満だ。

　夕也もギター、ただしエアギターではなくギターを持って音を出す練習。説子はキーボード。ということは、残る陣じんがドラムである。……んが。

「ボコン。ボコン」

「……陣」

「ボコン。ボコン。ボコン。ボコン」

「……おい」

「ボコン。ボコン。ボコン。ボコン。ボコン。ボコン」

「……あのなー！　なんでそう抑揚なく均一に叩たたくんだ！」

　ドラムの練習をしていた陣に、夕也がさっそくキレる。陣は、不思議そうに夕也を見た。

「だってドラムってのはリズムだろう。四分の四拍子で打って、何が悪い？」

「リズミカルということばを覚えろ。あと、なんでドラムじゃなくティンパニだ！」

「音楽室に、これしか無いから。でも、ちゃんとシンバルもあるぞ」

　二つならんだティンパニの横に置いたシンバルを、陣は手に取って鳴らす。

「陣。『ちゃんと』の使い方、間違ってる。楽器ならたいていＯＫだって言ってたろ？」

「ああ、古代メソポタミアの楽器なら、文献で読んでだいたいの演奏法はマスターしてる。大太鼓、ティンパニ、笛、タンバリン、たてごと、ハープ……」

「バンドでハープはやめろ、ハープは」

　そこに、説子が紙束を持ってやってくる。

「はい、コンクール用の新曲できたから配るわよ。こっち、パート譜ね」

　彼女は、陣たちに楽譜を手渡し、

「ヘタクソな宇う多た田だでも弾けるように、アレンジは幼稚園児でも弾けるぐらい簡単にしといてあげたから。音が足りないぶんは、あたしのキーボードでカバーできるし」

　と、毒舌がつづく。シエラはニコニコしているが、内心、ちょっとやりにくかった。

（……ったく、どうして彼女、こんなに毒舌なのよ？　バンドはチームワークが大事でしょ、そのチームワークを乱してどうするわけよ。宇多田くんばっかり集中攻撃されてるみたいだけど、自虐ギャグ系のキャラほど実は基本的にプライド高いから、自虐ギャグに毒舌をかぶせるのはタブーなのよ。自虐ギャグは思いきりウケてあげて終わり、が正解。この女、お笑いがわかってなさすぎ！）

　ちょっと怒りの方向が脱線しているシエラは、案外お笑いに厳しい。

（ああー、猫のかぶりかたを指導したいっ！　鬼教官のようにぴしぱし指導したい！）

　シエラはそんなふうに心配していたものの、夕也は意外にかみつかなかった。

「すごい！　この曲、マジで毒どく呂ろが作ったのかっ？」

　彼は心の底から感嘆の声を上げた。すごい絶賛に説せつ子こは驚き、後ずさりすらする。

「と、当然でしょ？　そそそ、そこにちゃんと、作曲・毒どく呂ろ説子って書いてあるじゃん。なっ、何聞いてんだかわかんない、バッカじゃないの？」

（うわー！　せっかく誉ほめてくれてるのに、その態度は可愛かわいくないってば！）

　シエラはハラハラする。もちろん自分のことは棚に上げて他人のアラならよく見えるのは、人の世の常である。だが夕ゆう也やは曲に感心するあまり、説子の毒舌を聞きもらしている。

「いやーホントすごい。こんなすごい曲、見たことない！」

「楽譜、上下逆よ。何やってんの？」

「いい曲は、上下逆でもすごい！」

「さては楽譜読めないでしょ。それでよく、厚かましくも軽音楽部やってるわよね」

「歌詞も今回、毒呂が作るんだよな。で、歌がオペラ経験者の座ざ堂どうだろ。なんかむちゃくちゃレベル高くね？　これマジでスカウトとか来るよ、ヤバいよ」

　夕也は説子の毒舌ツッコミをどこまでもスルーし、ひたすら感心している。たとえ夕也がエアギターしか弾けない人間でも、音楽を聴く数だけは人一倍こなしている。ずっとｉＰｏｄを肌身離さず音楽を聴いているし、ラジオの音楽番組の録音も、これほどの時間にルーズないいかげん人間が、一日たりとも忘れることなく続けているのである。

（案外、宇う多た田だくんはある意味、本物なのかも……？）

　取りあえず、夕也がこの調子なら、説子の毒舌でバンドが空中分解……というハメにはならずにすみそうで、シエラはホッとする。説子も、夕也が毒舌に噛かみついてこないと、続く毒舌が吐きにくいのか、黙りこんでしまった。一人でケンカはできないものである。

「さて、ではわたしも練習をしましょう。毒呂さん、歌詞もよろしくお願いしますね」

　バンドのムードを良くしようとして、シエラは明るくそう言った。

　彼女の笑顔に、さすがの説子も毒気を抜かれて、居心地悪そうに鼻の頭をかきながら、

「う……うん」

　と、答えた。



　説子が作ったパート譜は、シエラの小さな手でもギターを弾きやすいよう、しかもバイオリンでつちかった技術を最大限に引きだせるよう、うまくアレンジされていた。口は悪いが、音楽センスはかなり良いようだ。

　シエラも、さすが一流の音楽家に音楽を習っていただけあって、音楽センスがいい。ほんの数度練習するだけで、パート譜をあざやかに弾きこなしてしまった。

「すごいわ、毒呂さんの楽譜。ものすごく派手な音楽なのに、とっても弾きやすいわ。作曲や編曲の才能があるなんて、すばらしいわ」

　シエラが誉めちぎるおかげで、説子の毒舌もなかなか出るところがない。恥ずかしそうに、黙ってキーボードの練習をしつづけている。陣じんも、だいぶ「リズム」というものを理解しはじめた。これも、説せつ子この楽譜のおかげである。最初は、自分まで巻きこまれてしまったことでとまどっていた陣ではあったが、シエラが笑顔で、いっしょうけんめいギターを練習している顔を見ていると、何だか心の中がほっこりしてくるのを感じた。

（……座ざ堂どう、猫っかぶりなだけじゃなくて、本気でいいところあるな。夕ゆう也やのためにがんばって練習してくれてるし、バンドの雰囲気を良くするために気をつかってるし。学園の人気者でいつづけてるってことは、もしかして、ほんとにいいやつなのかもしれない）

　今まで、メイドのくせにお嬢様、そのうえ魔神という複雑さで、シエラ本人をあまりきちんと見てこなかったような気がする。座堂シエラという、一人の女の子のことを……。

（俺おれも負けてられないな……友とも達だちなんだから、夕也のことを見捨てずに、つきあってやらなきゃな。音楽系は苦手だけど、練習すればそこそこモノにはなるだろう……）

　それに、練習するということは、そのあいだはシエラといっしょにいる、ということだ。

　シエラはこれまでにも、陣の寮の部屋にも来たし、ベッドにももぐりこんだ。旅館で同じ部屋で寝たこともあるし、温泉での入浴シーンを目撃したこともある。つい先日は、同じペンションに宿泊もした。それほどシエラといっしょにいるのだから、今さらいっしょにバンドの練習などしても、別にどうってことはないはずだった。

　夕ゆう陽ひがさしこむ音楽室で、椅い子すに座りながらギターの練習をしている、それだけである。別段、何のサービスシーンもなく、シエラはただただいっしょうけんめい、ギターの弦をつまびいているだけなのである。でも、その真剣な横顔が、何よりも陣じんの心をしめつける。長いまつげと大きな目が、しっかりと一点を見据えるその強さに、心がうばわれてしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      （座ざ堂どうって……こんな顔、してたっけ……？）

　今までに見たことのないシエラの姿に、陣は呆ぼう然ぜんとしていた。ドラム（ではなくティンパニ）を叩たたく手も、止まってしまう。そのまま、時間が止まってしまったかのように陣は感じた。時間がふたたび動いたのは、愛あい花かの声を聞いたからだ。

「こんにちはー。入っていいですか？」

　ちょこん、と音楽室に顔をのぞかせたのは、中等部の制服を着た香か住すみ愛花。陣が妹のように接してきた幼おさな馴な染じみで、中等部一年生。今は女子寮「桜寮」に住んでいる。

　小学生のようにちびっこく、幼児体型の愛花は、巨大なレジ袋を引きずるようにして持ってきた。説せつ子こが、驚いて目をまるくする。

「香住さん？　中等部のあなたが、どうしてここに？」

「橘たちばな寮に電話したら、お兄ちゃんがバンドの練習で学校に残ってるって聞いたので、差し入れしにきたんです」

　愛花はニコニコと可愛かわいらしい笑顔を浮かべる。シエラは、パンパンにふくれたレジ袋を見て、眉まゆをひそめた。

「差し入れって……多すぎない？」

「お兄ちゃん、これぐらい食べますから」

「だって、そこに落ちているパイ皿の山とか、新あら木きくんが全部食べたのよ？」

「お兄ちゃん、これぐらい食べますから」

「ちっとも揺るがないわね」

「気がきく妹だなー、陣！　俺おれ、もう腹ペコペコだぜ！」

　夕ゆう也やが感激しながら、愛花の持ってきたレジ袋の中をのぞきこむ。ちょうど練習にも疲れてきたころだったので、半分ぐらいは気持ちが逃避しているということもある。

　陣もティンパニを叩いていた手を止め、愛花に近づいて、遠慮がちに声をかけた。

「悪いな、愛花。金、払おうか」

「大丈夫、安かったから」

「安いって言っても、一ダースぐらいあるぞ」

「ほんとは、手作りしてきたかったんだけど、寮の台所を使っちゃだめって寮長に言われて、買ってきたものだけどごめんね」

　寮長というのは、雅みやび麗れい亜あ。橘寮との合同運動会で披露した、モデルのようなプロポーションを、陣は思いだした。

（愛花のことを、橘寮から取りもどすべく尽力するほど可愛がってくれているようだが、さすがに夕飯前の台所を使わせてくれるほどは甘やかさないよなあ）

　麗れい亜あをフォローするつもりで、陣じんは愛あい花かに言った。

「まあ、寮長の言うこともわかる。この時間は当番が夕飯を作る時間だからな」

「あ。寮長が、愛花は食事当番をしなくていいって。永遠に、金こん輪りん際ざい」

「……何が爆発した？」

　陣の顔から、軽く血の気が引いた。レジ袋をあさっていた夕ゆう也やが、紙コップ型のカップラーメン容器を取りだして、歓声を上げた。

「カップ○ピードルだ！」

「はい。カップピードルです」

「……え？　本当に商品名が、カップピードル？」

　シエラが、眉まゆをひそめてカップラーメンをひとつ取る。果たして「カップピードル」と書いてあるが、容器のデザインはどう見てもカップ○ピードルである。

「香か住すみさん……これ、安いって言ってたわね？」

「は、はい、シエラ様」

　憧あこがれのシエラに声をかけられて、愛花はポッと頬ほおを赤らめ、とまどいながら答えた。

「いくら？」

「一ダースで二百四十円です」

「やすい」

　シエラは、のどの奥でうなった。

「……怪あやすい」

　言ってみた。しかし陣は、あくまで何も聞こえていなかったように、

「ほんとだ、よく見るとカップ○ピードルじゃない。しお味じゃなくて『うずしお味』になってる。しかも、具が全部ナルトだ！　愛花、おまえほんとグルグルした食べ物が好きだな。目が回りそうだぜ、腹が減ってるからじゃなく」

「くすんくすん」

　陣に会かい心しんのギャグをスルーされてしまったシエラは、背中を向けて小さな声で泣く。

「いや、触れちゃいけないところかと思ったんだ」

「何が、触れちゃいけないところ？」

　聞こえていなかった愛花は、キョトンとしてたずねる。

「ああ。だから、座ざ堂どうが……」

「ありがとう、香住さん！　わたしもいただいて、いいかしらっ！」

　シエラはあわてて陣のことばをさえぎり、カップピードルを両手に取る。自分のすべったギャグがもう一度、冷静に説明されるのを聞くほど恥ずかしいことはない。

「は、はい、でも……シエラ様のお口には、合わないかも……」

　愛あい花かは、おどおどしながらうなずく。まあ一ダース二百四十円だし。それ以前に、シエラはカップラーメンというものを、生まれてこのかた食べたことがなかった。

　夜中にちょっと小腹がすいたら、机の上の金の鈴を鳴らすだけで良い。キャビアが載ったブルーチーズのカナッペとか、ホットクラブハウスサンドだとか、手の込んだ夜食をメイドが運んでくる。テレビのＣＭで見て、興味はあったのだ。とくに、チキン○ピーメンの上に卵が割られ、お湯をかけられて、白身が白く、黄身が半熟状態で湯気の立っている映像は、何度見てもおいしそうである。夜十二時を回ると、なおさらだ。

「そんなことはないわ。ありがたくいただくわね」

　愛花に気をつかったというよりも、本気でこの「カップピードル　うずしお味」を食べてみたくて、シエラはフタに書いてある「おいしい作り方」を熱心に読みふける。なにせ、カップラーメンなど作ったことがないのである。失敗が無いようにと、緊張してしまう。

「フタを点線まではがして、沸騰したお湯を内側の線まで……」

　ブツブツと口の中でつぶやきながら、シエラはイメージトレーニングに余念がない。

「教官室に湯沸しポットがあるはずだよな。毒どく呂ろ、場所わかるか？」

　夕ゆう也やが、音楽室の隣の音楽教官室にむかう。説せつ子こはハッとして、

「え……あ、うん。仕方ないな、見てやるわよ」

　と、あいかわらずの口調で、夕也についていった。二人の背を見送る愛花は、びっくりしたようすで目をぱちくりしていた。陣じんが、声をかける。

「どうした？」

「う、ううん。せっちゃん先輩……何か、キャラが違ってたから、びっくりしちゃって」

　愛花は、音楽教官室のほうに何度も何度も、確かめるように、でもあまりじろじろ見るのがはばかられるように、目を向けていた。陣は、怪け訝げんに感じて眉まゆを寄せる。

「せっちゃん先輩？　……そういえば、さっき、毒呂はおまえのことを知ってたっぽかったな？　知り合いか？」

「小学校でいっしょだったじゃない。中学校は、せっちゃん先輩は春はる紗しや学園に行ったから、公立に行ったお兄ちゃんと別れちゃったけど」

「小学校のとき？」

　陣は腕組みをして、必死に記憶をたどる。自慢ではないが、陣は人の顔や名を覚えるのが苦手だ。そのぶんの脳の容量が、年代の記憶とか楔くさび形がた文字の解読に当てられているのであろう。あるいは、人間よりも楔形文字に興味があるので、人間のことをよく覚えていないのかもしれない……と頭を悩ませているうちに、ふと、脳裏に浮かんだ。

（違う。俺おれの記憶力が悪いからじゃない……毒呂が、記憶に残らないほど、印象の薄いやつだったからだ！）

　あの毒舌が記憶に残らないわけはない。昔の説子は、毒舌ではなかった。それどころか、おとなしくて、でもいつも教卓の花の水を替えたり、黒板消しをはたいたり、床に落ちているゴミを拾って捨てたり、目立たない仕事を地味にしている、縁の下の力持ちというか内助の功的な立ち位置の女の子だった。同じクラスになったことがなかったし、そんな地味な女の子だったので、本ばかり読んでいた陣じんの記憶には残らなかったのだ。

　しかし、ドジっ子にもほどがある破壊魔・愛あい花かは、平たいところでもすべって怪け我がをする名人なので、説せつ子こに助けられることが多かったため、よく覚えているのだろう。

「……何があって、あんな毒舌キャラに変わってしまったんだ。変わりすぎだろ」

　思わず、陣はつぶやく。だが、お湯の入ったポットを持って夕ゆう也やと説子が戻ってきたので、その話はそこまでになった。毒舌の説子を相手に、そんなことを聞いて毒舌で答えられたりしたら、自分も不ふ愉ゆ快かいになるし、何よりも、（バンドの雰囲気を良くしようとがんばってる座ざ堂どうの努力を無駄にしちまうからな……）

　と、いうわけで。シエラはなおも、カップラーメンのフタとにらめっこしていた。

「内側の線って、どこにあるのかしら？　はっきり描かかれていないようだけれど……この、うっすらとくぼんだ線のことかしら？　あるいは、この麺めんの下にかくれた線が？」

　愛花は、音楽室にかかった時計を見て「あっ」と言う。時間は、五時半になっている。

「いっけない！　寮に戻らなくちゃ、ごはんの時間にまにあわない！」

「カップラーメン食ったら？　自分で買ってきたのに」

「お兄ちゃんとちがって、夕飯を外で食べるから要らない、って寮に報告してきてないんだよ。それで、もう愛花のぶんまで準備してもらっちゃってるから、帰って食べなくちゃ。じゃあ、がんばってね！」

　愛花は、あたふたと廊下を走っていく。陣は、そのようすがほほえましくて、軽く笑う。

「忙しいやつだ。気をつけて帰れよ」

「ずどどどどどどどっ！」

　いきなり、階段を派手に転がり落ちる音が聞こえて、陣の笑顔がサッと青ざめた。

「……文字どおり、気をつけて帰れよ。社交辞令とかじゃないから」

　愛花がどうなったのか、あまり考えたくない。陣は口の中で、小さくつぶやいた。

　夕也が、シエラの手からカップピードルうずしお味を取った。

「やっぱり、座堂のお湯を一番に入れるべきでしょう。レディファーストということで」

「レディがカップラーメンを食べるわけ？」

「おまえのような毒舌女は、永遠にレディにはなれないだろうからわかるまい」

　最初こそ説子の毒舌に圧倒されていた夕也だが、基本的によくしゃべる男なので、しゃべっているうちになれてきたようだ。毒舌をじょうずに毒舌で返すので、説子はぐっと黙ってしまうことがふえた。夕也は、ポットのお湯をカップに注いで、シエラに渡す。

　カップを受け取ったまま、どうしたらいいのかわからず呆ぼう然ぜんとしているシエラに、ふと、陣じんがプラスチックのフォークをさしだした。

「使うか、座ざ堂どう」

「あっ……え、ええ、どうもありがとう」

　シエラはとまどって、ちょっとお礼を言うだけなのに、舌がうまく回らなかった。

　それは、仮にもラーメンと呼ばれるものを食べるのに、箸はしではなくフォークで食べるというその意外性。それに、何よりも、いつもシエラのことをあわよくば無視しようとしている陣のくせに、今回はときどき優しいということが、どうも怪しい。

（わたしが魔神ではなくなって、同情しているのかしら？　たとえ魔法を失っても、わたしは庶民ごときに同情されるほど落ちぶれてはいなくてよ！　それとも、何かたくらんでいるのかしら？）

　シエラは、陣をじーっとにらんでいる。その視線に気づいて、陣が指摘した。

「フタ」

「え？」

　キョトンとしているシエラの手からフタが開いたままのカップラーメンを取って、陣はプラスチックのフォークでフタとカップのふちをはさみ、フタを閉じる。

「あら、目からウロコ」

　シエラは感心して、ポンと手をたたいた。

「知らなかったのかよ。本気で、カップラーメン食ったことないんだな」

「さすが座堂、お嬢様の中のお嬢様！」

　夕ゆう也やは感動して、両手を胸のところで組み、目を輝かせる。そんな夕也を横目で見て、説せつ子こはなぜかまた、舌打ちしていた。

「えっと……これで三分待つのね」

「正確には、二分三十秒だ」

「三分って書いてあるわ」

「そうだ、カップラーメンは三分が一番うまい。それより長いとふやけるし、それより短いと麺めんにしんが残ってブチブチ切れてしまう。そこで三分後に口に入れるために、二分三十秒でフタを開け、二分四十秒で麺をかきまぜ、二分五十秒で麺を取ってフーフーすれば、きっかり三分後に口に投入できるというわけだ」

「……陣。おまえ、何事にも気を抜かなすぎ」

　呆あきれて口をはさんできた夕也を、陣はビシッと指さした。

「三分を笑う者は三分に泣く！　テスト終了間際の残り三分の追いこみを思い出せ！　アドレナリン全放出で、猛烈に解答欄を埋めているおのれの姿を！　そのときの三分間があれば、人生を二十回ぐらい走そう馬ま灯とうのように思い出せるだろう！」

「いや。ラスト三分はもうあきらめて、テスト用紙の裏にマンガ描かいてるから」

「そう言えば夕ゆう也や、意外にマンガうまいよな」

「『にがおえ』描かいてやろうか、『にがおえ』」

「今はギターの練習をしろ。あと、三分たったぞ」

「うおぅ！」

　あわてて、夕也はカップラーメンのフタを開ける。そんな二人を見て、説せつ子こは呆あきれ、

「……バッカじゃない？」

　と、あいかわらずの毒舌でつぶやいている。しかしシエラは可お笑かしくて、途中から目がカマボコ状になりつつプルプル震えていたのだが、ついに耐えかね明るい笑い声を立てた。

「あはははは……！　ご、ごめんなさい、笑っちゃ失礼かもしれないんだけど……二人って、何だか漫才みたいで」

　シエラが笑っているので、陣じんも夕也もポカーンとして立ちつくす。笑うというか、笑いころげている。その、ころげぐあいがあまりにもお茶目で可愛かわいくて、呆ぼう然ぜんとしてしまったのだ。特に夕也は、またしても何やら感動してしまったようすで、

「……座ざ堂どうって、おとなしくて上品なお嬢様ってイメージだったけど、そんな普通の女の子みたいにコロコロ笑うんだぁ～……はぁ～……」

　と、顔を真まっ赤かにして、なぜか壁に向かい頭をゴンゴン打ちつけはじめた。シエラはあわてて、心配そうに陣にたずねる。

「だ、大丈夫なの、あれ？」

「もともと大丈夫じゃないから、そういう意味では大丈夫だ」

「友情ってシャボン玉のようなものなのね」

「それより、おまえのラーメンのほうが大丈夫じゃないだろう。それ、夕也のより先にお湯を入れたんじゃなかったのか」

「きゃっ！」

　シエラは、あわててフタを開く。ふわあっ、と真っ白い湯気があがった。おいしそうな匂においがする。麺めんは微妙にスープを吸って膨らんでいたものの、あつあつのところをフォークでさして、桜の花びらのような唇を軽くとがらせ、ふーふーと吹いてからちゅるるんとすすると、ほどよく柔らかくなっていた。

「……おいしい！」

　ぱああっ、とシエラの笑顔がほころぶ。陣と夕也は、しばし絶句していた。美少女が食べている姿というのは、何とも言えず絵になる。その上の、とびきりの笑顔である。

「ざざざざざ座堂。お、俺おれにも食べさせてくれないか？」

「夕也。それ、味同じだぞ。いやむしろ、座堂のほうが時間が経たっているぶん、ふやけてまずくなってるはずだ」

　うろたえてわけがわからなくなっている夕也に、冷静さを保とうとしているものの顔がちょっと赤くなっている陣じん。夕ゆう也やはうろたえついでに、饒じよう舌ぜつになりつつラーメンをすする。

「いやぁ、座ざ堂どうとカップラーメンを食べられる日が来るとは、俺おれはなんて幸せ者なんだ。安物のカップラーメンも十割増し美味に感じる！　十割増しでも一個四十円だけどな！」

「もらい物に、失礼なこと言うなよ。それ、愛あい花かが自腹で買ってきてくれたんだぞ」

「うまいうまい。まさに、口の中がラーメンの大運動会やぁ～！」

「嫌な運動会だな。それとそのギャグ、世間では無理矢理はやらそうとしてないか？」

　一見、言い争いをしているかのような二人のトークであるが、それはさしずめ餅もちつきのときの杵きねと合いの手の関係のごとく、スピーディにボケとツッコミが差し挟まれることにより、独特のリズムを形成していて、聞いているうちについ、横にいて笑ってしまう。

　二人のそばで笑いながら、シエラも何とも言えない幸せを感じていた。ラーメンには大量にナルトが入っていて、うずしおのようにグルグルしている。シエラの胸もとにぶら下がっていたトーレムが、自分もほしいほしいといっしょうけんめいのぞきこんでいるうちに、目が回ってしまうぐらいナルトだらけである。しかし、具がナルトオンリーでも、もわもわとした真っ白い湯気と、舌を火傷やけどしそうなほど熱い麺めんは、特に音楽室の中という普段決して飲食物を持ちこまない非日常の空間の中で食べると、特別においしかった。

（カップラーメンって、はじめて食べたけれど、こんなにおいしいものだったのね……）

　たしかにチープである。そのチープさや、非常食っぽい雰囲気、そして何よりもアツアツの麺をハフハフと口いっぱいにほおばり、最後にちょっと塩辛めのスープをずずーっ……と飲み干し、胃がじわーんと熱くなってくるときの感覚といったら、他ほかに比べるべくもない。しかも、それをみんなで顔をつき合わせて食べていると、何ともいえない連帯感が生まれてくる。今まで、最高級フランス料理から満漢全席まで食した経験のあるシエラだが、こんなにおいしくて楽しい食卓を囲んだことは、今だかつてなかった。

（最初は、気が進まなかったけど……庶民のこと手伝ったって今のわたしでは魔神レベルも上がらないし……でも、協力してよかった）

　カップラーメンを全部食べてしまっても、まだシエラの体は、ぽかぽかとあたたかい。

「じゃ、練習再開するか」

　陣が、そでで口元をぬぐいながら、ドラム（じゃなくてティンパニ）のばちを手に取る。彼の足もとに、さりげなく空きカップが九個転がっている事実も、今のシエラにはほほえましくスルーできる。

「ええ、がんばりましょ！」

　シエラはギターを手に、元気いっぱいにそう言った。

　時間が流れる。夕ゆう陽ひはやがて地平に落ち、あかね色の空は宵よい闇やみに染まる。

　シエラたちは、夢中で練習した。ときに、難しいところをお互いにアドバイスしあい、ときに、うまく演奏できた感動を共有しあい……。

（この時間が……ずっと続けばいい）

　シエラは、心の中が幸せでいっぱいになっているのを感じた。至福のときだった。

　仏頂面の説せつ子この表情も、心なしかゆるんでいた。それでも、ときどきは毒舌も出たし、親しげにしすぎた自分を軌道修正するように、あわててそっぽを向いたりもしていたが。

（どういう理由で、毒舌キャラになったのか知らないけれど……香か住すみさんが言ったように、彼女、そう悪い人じゃないんだわ。何より、音楽の才能はピカイチだし）

　説子を見守るシエラの視線も、かつての不安に満ちたものから、ずいぶん穏やかになる。

「わっ、薄暗いと思ったらもう七時だぜ！」

　夕ゆう也やがびっくりした声を上げる。本当に、時がたつのはこんなにあっという間だっただろうか……と、シエラは思う。

　陣じんとめぐり合う前の、一人ぼっちの日々、学校から帰ってからの時間はあんなにも長かったのに……今は、いっそ時間がこのまま永遠に止まれば良いのに、と思っている。

（できれば、このまま帰りたくない……）

　けれど、帰らなくてはならない時間だ。シエラの心に、ふっと隙すき間ま風のような寂しさが吹きこんだ。ぽっかりと開いた胸を、シエラは押さえる。陣がティンパニを片づけた。

「警備員さんが学校の見回りを始める時間だ、怒られる。帰ろう帰ろう」

　シエラも気が進まないながら、音楽室の後ろの棚にギターを片づけようとする。ちょっと身長が届かなかったし、重かった。両手でギターをいっしょうけんめい支えながら、うんしょ、とつま先立つ。と、陣がギターを横から、ひょいっと取った。

「どこに置くんだ？」

　何気なく、聞かれる。はっ……と、シエラは、普段気にしていなかった、自分と陣との身長差に気づいた。それから、陣が片手でギターを持っていることに気づいて、シエラは稲妻に打たれたかのような衝撃を受ける。

（しょ、庶民、ギター片手で持ってるっ？　けっこう重かったのに、すごい軽々……）

　シエラは呆ぼう然ぜんとしてしまう。半はん袖そでからのぞく陣の腕は細いけれど、はりつめた筋肉がすべらかな皮膚の下で動き、小高い丘が続くような筋線が見える。今まで、陣のもっと近くにいたこともあったはずなのに、なぜか急に胸がドキドキしはじめた。

「あっ、あのあのあのその……そのへん」

「このへんでいいのか？」

　陣は、ギターを棚の上のほうに入れながら、シエラにたずねる。

「座ざ堂どう、車は待ってくれてるのか？　遅くなったけど」

「えっ……あ、ええ」

　シエラは、おどおどしながら、

「いえその……ニコライは、忙しいみたいで」

「じゃあ、タクシーか？」

「うん、その……あ、お金を持ってくるのを忘れた、かも」

　本当は、電話すればニコライはすぐ迎えに来てくれるはずだ。けれど陣じんからひとつの答えを引き出したくて、シエラはテストのときの百倍ぐらい頭を使いながら、腹芸を駆使する。陣は、ちょっと考えこんでいた。そんな陣をシエラは、ドキドキして見つめている。

「……ということは、徒歩か？」

「そそそそそそうなるかしらっ？」

「女の子が……この物騒な時代に、一人で、夜道を、徒歩……」

「そ、そうなるわねっ？」

「……うーん、まあ……」

　陣は腕組みをしながら、言った。

「気をつけて帰れよ」

「そうじゃないだろ陣、このバカ！」

　夕ゆう也やが横から陣を思いっきり押しのけてきた。シエラの目が、まん丸になる。

「座ざ堂どうっ、大丈夫だ！　俺おれが送ってやる、夜道で座堂と二人きりィィィ～っ！」

「きゃあああ！」

　夕也の目が、完かん璧ぺきにオオカミのそれになっている。シエラの腕をつかんで迫る夕也の後頭部に、陣のかかと落としが決まった。

「あ、なるほど。そうじゃないだろってのは、送りオオカミから座堂を守らなきゃいけないだろってことだな。納得納得」

「待て陣！　座堂を置いてけ～！」

「夕也、おまえ何かの妖よう怪かいになってる」

　追いすがる夕也からシエラをかばうように、陣は彼女の肩に手を回した。シエラは、ドキッとする。

「ほら座堂、走る走る！　帰るぞ！」

「あっ……え、ええ」

「俺も連れてけぇぇぇ～！」

「おまえは毒どく呂ろを送ってやれよ、女の子に夜道の一人歩きをさせる気か？」

　陣に背中を押されて、シエラはバタバタと音楽室から出る。

「あ、そっか」

　夕也はケロッとして、説せつ子このほうに目を向ける。

「というわけで、自動的におまえのことを送ってやる」

「け……けっこうよ！」

「家、遠いんだろ？」

「電車があるからけっこう！　送りオオカミといっしょに帰るほうが危ないわ！」

　説せつ子こは、毒舌というよりは、いやに恥ずかしがっているようすだった。

　あたふたと、逃げだすように説子は音楽室を出ていく。一人残された夕ゆう也やは、

「……ったく、可愛かわいくない女」

　と、唇を尖とがらせていた。



　真っ暗な空に、星がちかちか光っていた。

　陣じんとシエラは、川ぞいの土手道を歩く。並んで歩くのがお互いに恥ずかしくて、道の両端に分かれている。しかも、送られているはずのシエラのほうが、ちょっと先に立って歩いている。陣のほうが足が速いのだが、陣がシエラを追い抜きそうになると、シエラはムキになってスタスタスタッと早足になる。

「負けず嫌いだな」

「そうよ、わたしは誰だれにも負けはしない！　魔神の魔法は無くなっても、バンドコンクールで優勝してみせるんだから！」

「なんで怒ってるんだ」

「しょ……庶民こそ、怒ってるんじゃないのよ」

「何を」

「わたしが白はく鳥ちよう湖こにつき合わせたせいで、成績が下がって……それで怒って、わたしのこと呼びださなかったんでしょ」

「っていうか、魔法書が無くなったら呼びだしても意味無いだろ？　それ以前に、自分から命令しないかぎり迷惑だから勝手に呼びだすな、とか言ってなかったか？」

「かいつまんで言えば、怒ってるんでしょ！」

　シエラは、陣をにらみつけながら、ビシッと指さす。

「……おまえが、何のどこをどうかいつまんだのか知らんが、どうしてテストのことで俺おれが怒らねばならんのだ」

「だって、本当ならわたしより庶民のほうが、生意気にも成績が良いはずなんでしょ？」

「おまえは俺に申し訳なく思っているらしき文脈にも関かかわらず、一部分、変な文節が混じっているようだが」

「ソロモンの知恵を持ってるほど頭がいい自分を差し置いて、わたしが一番を取ったから、怒ってるに違いないわきっとそうでしょ！」

「みんながみんな、自分と同じ猫っかぶりだと思うなよな」

　陣は呆あきれて、被害妄想の激しいシエラに語った。

「俺は別に、何でも一番の優等生とかになりたいなんて元から思ってないし。それに俺は確かに勉強は得意だが、凡ミスが多いんで、テストのときには点が伸びないんだよ」

「凡ミスって？」

「名前を書き忘れる」

「いいこと教えてあげる。テスト用紙が配られたら、まず最初に名前を書くの」

「あと、名前を漢字で書けと注意される」

「小学生じゃあるまいし、ひらがなで書いてどうするのよ」

「いや。楔くさび形がた文字」

「漢字で書きなさい！」

　シエラはどなる。ハアハアと、肩で息をしているシエラの背を見て、陣じんはふと、

「こんなにたくさんしゃべるの、久しぶりだな。ずっとしゃべってなくて、おまえが何を考えてるのか、わからなかったからな」

　と、言った。えっ、とシエラは顔を上げる。一瞬、足が止まった。

（もしかして……庶民、わたしと同じことを感じてた？）

　が、陣は足を止めたシエラの横を、するっと追い抜いていく。シエラには、学生カバンを逆手に持って肩に引っかけ、先に立って歩いていく陣の背中しか見えない。彼がどんな表情をしているのか、わからない。シエラはドキドキした。ここでダーッと追いかけて、

「待ちなさいよっ、庶民のくせに生意気にもわたしの前を歩くなんて百万年早いのよっ！　ごぞんじないようだから、主従関係というものを教えてあげるわっ！　庶民はセレブの後を、三歩下がって影をふまないように歩くのよっ！」と、いつもなら、きっとそうしているのだが……なぜか、陣の顔を見るのが怖かった。

　それに、陣の背中を、見ていたかった。シエラは、陣の後ろから、そそそそ……と、ついてくる。顔を赤くして、ちょっとうつむきながら。ひたひたひた。うつむいたシエラが、静かな足音を立ててついてくる。陣は、なにやら不穏な心地になる。

（座ざ堂どう……なんで、真後ろからついてきてるんだ。前々から殺意は感じていたが、ついに、本気で俺おれを殺す気になったのか。そういえばおかしいと思ったんだ、運転手を電話で呼ぶこともできるだろうに、俺に送れだなんて）

　会話が止まってしまって、息苦しい感じがしたので、シエラは息継ぎをするような気持ちで、陣に話題を振る。

「しょ、庶民。こ、この道、誰だれも通らない……わね」

（そら来た）

「あ、あの、星……きれいね」

（あなたもあの星のひとつにしてあげましょうか、っていう意味だな）

　陣が答えないので、シエラは赤い顔のまま、ちょっとムカムカしてくる。

「わ……わたしが話しかけているのだから、何か答えてはどう？」

（最後に何か言い残すことがあったら言え、ってことだな）

　とうとうシエラは、怒りを通りこして半泣きになりながら、陣じんの背中に殴りかかった。

「ちょっとー！　何無視してるのよっ、庶民の分際でっ！」

（ついに襲ってきた！　さらばこの世界！）

　ぽかぽかぽかっと、シエラは陣の背中を連打する。陣はカバンで、必死に防御する。

　そんな二人を、ヘッドライトがピカッと照らした。

「うっ」

　陣は手で光をふせぐ。反射的に、シエラを背後にかばっていた……車にひかれる、と思って。だが、その心配は無用だったようだ。車は、二人の前でキキッと停とまった。オープンカーのドアが開いて、銀髪に片眼鏡モノクルの運転手が降りてくる。

「シエラお嬢様……！」

　どことなく、責めるようなきつい声。ニコライだ。なぜ彼がここにいるのか、わからないシエラは驚いた。ニコライを知らない陣は、不審者かと警戒しつつ、シエラにたずねる。

「知り合いか？」

「ええ、執事のニコライよ。わたしの専用運転手もしてくれているのだけど……」

「このうさんくさい、楔くさび形がた文字にしか興味がなさそうな少年は何者ですか、シエラお嬢様！　もしつきまとわれているのでしたら、ロシアの友人に依頼して……」

　ニコライは敵てき愾がい心しんをむき出しにして、シエラと陣のあいだに割りこんでくる。

　シエラはあわてて、ニコライに言った。

「いえ、ニコライ。彼はわたしのクラスメイトよ、今度の日曜日に軽音楽コンクールがあって、出ることにしたので、練習していたの」

「軽音楽？　シエラお嬢様が、そんな不良の音楽をっ？」

（①マルイチどうして初対面のくせに楔形文字とかわかるんだ②マルニっていうか楔形文字にしか興味がない少年が、お嬢様に興味を持ってつきまとっていると考えている時点で論理が破は綻たんしている③マルサン依頼とか言ってるけどロシアの友とも達だちって元ＫＧＢカーゲーベーとかか？　④マルヨン軽音楽は不良の音楽ってどこの教育勅語だ）

「でも、お友達が困っているのよ。困っている人は、助けなくてはいけないでしょう？」

　シエラが、上目づかいにニコライを見つめる。無償の奉仕精神に満ちた、その清らかな表情を前にしては、ニコライもぐっとうめいたきり、それ以上反対できなくなる。

「それで、日曜日はコンクール会場までみんなと楽器を運んでいかなくてはいけないの。運転手を、お願いできるかしら」

「は、そ、それは……シエラお嬢様のご命令でしたら」

　ニコライは、まだちらちらと陣のほうを、牽けん制せいするような鋭い目で見ている。

「と、とにかく、お帰りが遅いうえに、ご連絡が無いので心配になって迎えにきたのです。ここでお会いできて良かった、どうぞお車へ」

　有無を言わせず、らしからぬ強引さで、ニコライはシエラを車に乗せる。

　シエラは、しゅんとしてしまった。実際、遅くなったのも、ニコライに連絡しなかったのも、男子と二人で夜道を歩いていたのも、何もなかったのだからそれでいいのだが、一歩間違えばどれも叱しかられてしかるべきシチュエーションである。陣じんといっしょに帰りたい……というわがままが、通じるとは思えなかった。

「じゃあ、ね……新あら木きくん」

　よそよそしい笑顔で、シエラが手を振る。高級車に乗っているのは、陣を庶民呼ばわりして好きほうだいポンポン言ってくる魔神シエラではなく、お嬢様の座ざ堂どうシエラなのだ。

　猫をかぶっているシエラとの間に、ものすごい距離を感じた。その瞬間、陣もまた心が凍りつくような、荒涼たる原野に放ほうりだされたような寂しさを感じていた。

「ああ、じゃあまた明日……」

　そのことばが終わる前に、車は発進してしまう。シエラは、恐らく陣のことばを最後まで聞かなかったに違いない。

（そうだ、よな。俺おれのランプの魔神になったから、勘違いしてたけど……本来、あいつは俺なんかとは世界が違うんだよな）

　でも、そのシエラと、明日も音楽の練習ができる。シエラが魔神として押しかけてきたときには迷惑千万だと思っていたのに、なぜか明日またシエラに会えることを嬉うれしく感じている自分がいる。陣は奇妙な気分だった。自分で自分の気持ちが、よくわからなかった。



　そして、時はあっという間に過ぎる。日曜日……その日は、よく晴れていた。軽音楽コンクールが行われるのは、郊外の多目的ホールである。

　早朝から、出場バンドが駐車場に車を止め、ホールの中に機材を運びこんでいた。シエラたちも、ニコライの運転でやってきた。なぜか、車ではなく二階建てバスである。ロンドンで走っている、あの赤いやつである。周りにいたバンドたちが、いったい何事か、とざわめいていたが、バスから降りてきた乗客を見て、ざわめきはますます大きくなった。

　ぞろぞろぞろ……と、メイドたちが、アンプとかキーボードとかを抱えて降りてきたのである。それも、町のメイド喫茶にいるようなアルバイトのメイドとは一線を画す、気品があってしとやかな、本物のメイドたちばかりなのだ。この非日常的な光景を前にして、ざわめかないわけがない。

「……送ってもらったのはありがたいが、これはちょっと目立ちすぎじゃないか」

　普段人の視線を浴びないように生きている陣は、あちこちから注視されて頭をポリポリかきながらバスを降りる。

「あと……この服も、目立ちすぎにもほどがある」

　頬ほおが、わずかに赤い。陣は、執事ふうのタキシードに身を包んでいたのだ。

　陣じんの後ろから降りてきた夕ゆう也やも、蝶ちようネクタイの色が違うだけの、そろいのタキシードを着ている。彼は、周りがメイドだらけなので至福の表情だった。

「さすが座ざ堂どう家、エレガントなメイドさんがそろいもそろってるぜ。なんだか、寮の外でメイド喫茶を開いてたメイドさんたちを思いだすなぁ～」

　思いだすも何も、実はメイド喫茶を開いていたのがこのメイドたちである。

　ニコライは運転席で、ビデオカメラをいじっていた。メアリーが、声をかける。

「降りないのですか、ミスター・パブロフ。シエラお嬢様の、せっかくの発表会ですよ」

「ビデオテープを入れかえているのです。旦だん那な様と奥様に、お送りしようかと……」

「そうですわね。今日のこと、お二ふた方かたに、いちおうご報告しようと試みたのですけれど、今世界のどこにいらっしゃるのかすら、わからなくなってしまって」

「お嬢様一人置いて、どこで何をされているのでしょう。お二方の目が行きとどいていないから、お嬢様が不良音楽を……」

「あら、ミスター・パブロフ。わが大英帝国が誇ほこるビートルズも軽音楽ですわよ。ちなみにヘヴィメタルも、わが偉大なる大英帝国が発祥の地ですわ。ですからわたくし、軽音楽には理解がある、というよりむしろ造ぞう詣けいが深いのです。イエイ」

　メアリーは親指を立てた両手を前に突き出し、ポーズを決めた。著しく、似合わない。

「いや。最近の軽音楽で、あまりイエイとか言わないような気が……」



    

  
    
      



    

  
    
      　遠慮がちにつぶやいたニコライの横を、きらきらきらっ、とした光が通る。

　バスの二階に乗っていたシエラが、降りてきたのだ。舞踏会のような、すそのふくらんだドレスを着ていたため、二階建てバスの階段をなかなか降りてこられなかったのである。ドレスにちりばめられたスパンコールやラインストーンが引っかかって、ますます動きにくかったようだ。そのきらきらしい姿を見て、ニコライは、呆ぼう然ぜんと目を奪われてしまう。シエラは、頭にティアラまでかぶっていた。

「ご苦労様、ニコライ。ビデオ、お願いね」

「は、はい、シエラお嬢様」

　ニコライは白い頬ほおをほのかに赤く染め、シエラの姿を目で追った。シエラがバスを降りてくると、周囲のざわめきはいっそう激しくなった。

「なっ、何だあの娘こっ！　アイドル？」

「最近、アイドルでもあんなすごい衣装、着せてもらってないぞ？」

「すごいきれいー、細いし色白いー。ものすごく華があって、審査員の目を引きそう」

「彼女の後で出たら、かすんじゃうわね。順番が怖いなぁ」

　陣じんは、ゴージャスなドレスに身を包んだシエラを見て、眉まゆをひそめる。

「なんで、俺おれたちがこのカッコで、おまえがそのカッコだ」

「衣装はコンセプトが大事でしょ？　バンドのボーカルは主人、その他は従者だもの」

「そのドレスで、どうやってギターを弾くと？」

「いえ、さすがは座ざ堂どうさんの言うとおりよ。新あら木きくんみたいに、服装センスがメソポタミア文明を基準としているような人にはわからないかもしれないけれど？　衣装はインパクトが一番、インパクトってものは奇抜な格好をすればそれでいいってものじゃないの。年代の語ご呂ろ合わせみたいなもので、バンドメンバーに共通する世界観なり何なり、イメージが無いと記憶に残らないわ」

　低い声でそう言ったのは、メイド服姿の説せつ子こだ。従者扱いの彼女は、シエラと同じ女の子でありながら、問答無用でメイド服にされたようである。

　が、説子のメイド服はなかなか似合っている。ゴスっぽいメイクをしているせいかもしれないが、それ以上に、一歩引いたつつましいスタンスが、とてもメイドっぽいのだ。

（あ……そういえば、こいつもいたんだった）

　陣は、本気で説子の存在を忘れかけていた。たしかに、ずっといっしょに練習した。しかし、毒舌を奮っていないと、愛あい花かが言うようにだんだん縁の下の力持ち的なポジションに移っていって、存在感が薄くなっていったのだ。

（毒どく呂ろ……どうも、キャラの一定しないやつだな。毒舌で最初はどぎついやつかと思ったけど、いやに押し出しが弱いところもあるし……）

　夕ゆう也やに対しても、ケンカを売っているように見えて、あまり本気で怒らせてしまうぐらいまで踏みこむのは避けているようなスタンスもあるし……いくら考えても、陣じんには説せつ子こが理解できなかったが、ひとつわかることは、彼女が今回のコンクールに対して、夕ゆう也やと同じか、もしかしたらそれ以上に熱心だ、ということだ。

「さあ、ではプリティプリンセス＆サーバンツ、略してプリプリ、行きましょう！」

　ドレスを輝かせながら、シエラはホールに入っていく。陣が、硬い声でツッコんだ。

「座ざ堂どう。①マルイチバンド名はラブラブドリームスだから②マルニ人を勝手に召使サーバント呼ばわりするのは人間としてどうなのかと③マルサン略したら俺おれたちの要素が完全に消えているのだが」

　そんな彼らの姿を、憎々しげに見ているバンドがあった。露出の大きいフリフリ衣装をまとった、女の子四人組のガールズバンドである。バンド名はデスチャ。解散したアメリカの大人気グループ「デスティニーズ・チャイルド（運命の子）」の短縮形、ではない。彼女らのバンドは、漢字で「死デス茶チヤ」と書く。

「リーダー、やばいよ。ここまで露出しまくってるのに、誰だれもこっち見てないし」

　全員、そこそこの美少女だし、ボディは高校生とは思えない豊満さだ。しかし「そこそこ」では、シエラにとうてい太刀打ちできないのである。

　リーダー兼ボーカルの少女が、豊満な胸をアピールするように腕を組んでいる。

「完かん璧ぺき、視線持ってかれてるねー……。せっかく、ライバルを騙だまして蹴け落おとしてここまできたのに、こんなところで負けるわけに行かないのよ。あたしたちは、何が何でもメジャーデビューするんだからっ！　そして売れ売れに売れて、『テ○ピコの部屋』に呼ばれて、自分の半生を切々と語るのがあたしの夢なんだからっ！」

　ボーカルの少女が、こぶしを震わせ力説する。他ほかの三人も、強く同意してうなずいた。

「そうよ、夢は力で奪い取るものよ、容赦なしよね！　ちなみにわたしの夢は、『新婚さんいらっしゃ○ピ』に出て、たわしでハワイを当てること！」

　ギター娘の夢はたぶん、メジャーデビューしなくてもかなうときはかなう。あと番組名、あまり伏字にした意味がない。

「みんな、方向性が変すぎ。わたしは普通にデビューして、音楽番組に出るのが夢」

　ドラム娘が、うっとりしながら言った。リーダー娘が、たずねる。

「音楽番組って、今パッとしたのあるっけ？　何に出る気？」

「『サブちゃ○ピと歌仲間』」

「うーん。出してもらえるかなぁ」

「そんなことより、まずは目の前のライバルをつぶすのが先決よ。でなければ、あなたたちが言っている夢などすべて、皮算用のまま終わるということを、お忘れなく」

　キーボード娘が、メガネを指で押し上げながら、冷ややかな口調で言った。

　三人は、その冷たい物言いに心が凍えるように感じ、ぶるるっと震えあがった。

「でも、どうやってライバルの足を引っ張る？　弁当に下剤を入れるにしても、スタッフが多すぎてそんなスキ無さそうだし……」

　リーダー娘の問いに、キーボード娘は「ふふふ」と、含みのある謎なぞの笑みをうかべる。

「そこに抜かりはないわ。こんなこともあろうかと、会場の下見のときにいい場所を見つけておいたのよ」

「さっすがー！　予選のときも、三組ほどそれで消したもんねっ」

　少女たちは、わきゃわきゃと黒い嬌きよう声せいを上げるのだった。



　何も知らないシエラたちは、控え室で出番を待っていた。

　控え室は大部屋で、メイク直しのために鏡を使うにも、押しあいへしあいである。

「ああ……ドキドキする。順番が一番最後だなんて、最後まで苦しみがつづくじゃない」

　説せつ子こは、メイド服の胸を押さえてため息ばかりついていた。シエラが声をかける。

「落ち着かないの、毒どく呂ろさん？」

　毒舌の割に、気が小さいようだ。意外な一面というか、やはりどうも今ひとつ、シエラには彼女のキャラがつかみにくい。

「だって観客の前で演奏するのよ？　あなたは平気なの、座ざ堂どうさん？」

「わたしは、パリのオペラ座で、飛び入りでのど自慢をしたこともあるから……」

「すごい。オペラ座って、近所の演芸場みたいなんだ」

「あがっているときは、手のひらに『人』って三回書いて飲むと落ち着くわよ」

「わ、わかったわ」

　説子は震える指で、手のひらに『入』『入』『入』と三回書いて飲みこむ。

「あああ、うそつきー！　全然落ち着かないじゃないー！」

「うん。もうちょっと手前から落ち着いてないと、この方法は使えないみたいね」

　激しく泣く説子を前に、シエラの微笑が、凍りつくように硬い。

「それにあたし、こういうの水が無いと飲みこめない！」

「ああ、錠剤に弱い人っているわよね」

「錠剤なのか」

　後ろから硬い声でツッコんだのは、陣じんである。シエラが振りかえると、夕ゆう也やがうずくまって、ブツブツ言いながら手の平にボールペンで「人」を、ものすごく小さな字でみっちりと書きつづけていた。シエラは、ゴクリと息を飲む。

「耳なし芳ほう一いち？」

「こっちもちょっと、いっぱいいっぱいみたいでな。そっち構えなくて悪い」

「べ、別に庶民に気をつかってもらわなくても大丈夫よ」

　陣にいたわられるのが少し気恥ずかしくて、ぷいっ、とシエラはそっぽを向いた。

「……別に俺おれも、おまえみたいに図太い奴やつに気をつかう必要はないけどな」

　と、売りことばに買いことばで、陣じんもそっぽを向いてしまう。

　いっぽうでは、泣きつづけていた説せつ子こに、死デス茶チヤの四人組が声をかけてきた。一見親切そうに、いたわり深く、世話を焼く。

「あんた大丈夫？　メイク落ちてるよ、直してきたら？」

「あたしたち、あんたたちの直前の出なの。だから、あたしたちといっしょに戻ってくれば大丈夫だからさ」

「あらっ、そっちの彼女も口紅はみ出てる！」

　一人が、シエラを指さした。まさか自分に話が振られると思ってもいなかったシエラは、とまどいながら自分自身を指さす。

「え……わ、わたし？」

「あー、鏡の前はいっぱいいっぱいみたい。これじゃ使えないなー、困った」

「あっ、あたしいい場所知ってるよ。穴場なの」

「マジ？　わぁっ、じゃあみんなでそこ行ってみようよ！」

「荷物持ってあげるよ、貸して貸して！」

「ゴーゴー！」

　怒ど涛とうのごとき勢いに流されて、イエスもノーも言う猶予を与えられず、シエラと説せつ子こは彼女らになれなれしく肩を組まれたり、腰に手を回されたりしながら、連行されていった。

　しかし陣は、そっぽを向いていて、彼女らがいなくなったことに気づいていない。

　連れ去られたシエラと説子は、掃除用具やパイプ椅い子すなどが入っている倉庫に入れられて、不思議そうに、薄暗い部屋の中を見回した。

「鏡、どこにあるの？」

「奥のほうよ。ほら、そこ」

　死デス茶チヤの四人が、指をさす。そちらに視線を移して、シエラと説子が入り口に背を向けた瞬間、

「バターン！」

　と、ドアが閉められた。ハッ、とシエラは振りかえり、扉を叩たたいた。

「ちょっと、閉まったわ！」

　だが、四人はドアの前に、廊下にあった消火器やらロッカーやらを積みあげる。

「バァァ～カ！　閉まったんじゃない、閉めたんだよォ～ッ！」

　ボーカル娘が、ドアをなめるほど顔を近づけて笑った。シエラは説子と顔を見合わせる。

「もしかして……罠わな？」

「今ごろ気づいたのかい、このマヌケ！　あんたらに目立たれると迷惑なんだよ、優勝するのはこのあたしたち……死デス茶チヤ様なんだよォォォ～ッ！」

「リーダー、テンション上げ目で行きすぎ。血管切れるわよ」

「悪役って、演やってると酔うからねぇ」

　他ほかのメンバーが、ちょっと引き気味でコメントする。説せつ子こが、あわててポケットを探る。

「だっ、大丈夫、携帯電話で助けを呼べば……！」

「ケータイ？　もっしかして、これのこっとかなぁ～♪」

　ボーカル娘が扉の前で、二人の携帯電話を指でつまみ、ぷらぷらと揺らす。トーレムが、揺らされて目が回り、『ぷきゅー』と悲鳴を上げている。ドアの前で、シエラはうめいた。

「しまった……さっき、抜いたわね！」

「芸能界は『鵜うの目鷹たかの目』なんだよ、騙だまされるほうが悪いのさ」

「リーダー、それを言うなら『生き馬の目を抜く』だから」

　キーボード娘が訂正する。ちなみに『鵜の目鷹の目』は、鋭く目をこらして獲物を探すさまのことだ。ボーカル娘は、二人の携帯電話を廊下に捨てると、

「まあコンクールが終わるまで、そこでおとなしくしてな」

　と、冷たく言い捨てて、去っていった。



　倉庫の中に残されたシエラと説子は、呆ぼう然ぜんとしていた。

「……信じられない。何て汚い手を使うの！」

　憤っているシエラに対し、説子は、その場にひざをついてしまった。

「だめだわ……。わたしが上がっていたことをみんな知っているから、たとえいなくなっても、誰だれもおかしいと思って探しにきてくれない……逃げたと思われて、それまでだわ」

「ここまで練習してがんばったのよ？　何とかして、脱出する方法を考えましょうよ」

　シエラは不屈である。部屋の中を見回すと、壁の上のほうに通風孔がある。

「……どうやら、あそこから出るしかなさそうね。毒どく呂ろさん、手伝って！」

「な、何をするつもり、座ざ堂どうさん？」

「足場にするために、ロッカーを通風孔の下に置くのよ。そっちを支えてちょうだい」

　シエラは、掃除用具が入っているロッカーをかかえるようにして持つ。説子は、意外なシエラの行動力に呆然としていたが、

「わ……わかったわ。あたしも、絶対にこのコンクールに優勝したいもの！」

　と、ロッカーの反対側を持ち、シエラ以上にがんばって、運びはじめた。

　そんな説子を見て、シエラは、ずっと抱きつづけていた疑問を、ふとぶつけてみた。

「……毒呂さんって、よくわからないわ」

「何が？」

「毒舌なのか、そうじゃないのか。宇う多た田だくんのことを嫌いなのか、でも彼のために曲を作ってあげたりしているし、上がり性のくせにコンクールに出たりするし……本当のところ、あなたが何を考えているのか、仲間なのによくわからないの。別に、他人のことなんて結局はわからないのかもしれないけど……同じバンドの仲間なんだから、あるていど解わかりあえていたほうが、音楽もまとまるんじゃないかと思うのよ」

　すると、説せつ子この頬ほおが赤くなった。おや、とシエラは怪け訝げんそうな顔をする。意外な反応である。説子は、ためらいがちに口を開いた。

「座ざ堂どうさんって……うそもつかないし、約束も守る人、だよね？」

（ええ、表向きはね）

「そうよ。あたし、音楽は好きだけど……ほんとは、すっごい上がり性で、人前で演奏なんて無理。それに、好きな男の子の前で、自分の気持ちを言うのも無理」

　はっ、とシエラの脳裏に、夕ゆう也やに対して毒舌をふるう説子の姿が思いうかぶ。

（まさか、好きな子だから意地悪をするとか……そんな小学生みたいな乗りなのっ？）

「で、でも、宇う多た田だくんに毒舌なのはともかく、どうして他ほかの軽音楽部の子にまで？」

「だって、彼女たちは遊び半分で軽音楽部に入ってたんだもの。宇多田くんにも、どうせ才能無いんだから、部室だけ借りて楽しく遊べたらいいよねー的なこと言ってたし。でも、宇多田くんは才能は……無いかもしれないけど、でもほんとはそんなこと言われたらプライド傷つく人なのよ。彼は諦あきらめてないんだから、遊んでるみたいに見えるけど、それは実力が伴ってないだけで、いつも最新の音楽を熱心に聴いて、とても勉強熱心なんだから」

（あのー……今のそれは、毒舌モード？）

「だから、宇多田くんのその情熱っていうか、ミュージシャンになるっていう夢をかなえるために、このあたしが邪魔者を排除しなくてはならなかったのよ。でも、あたしは縁の下の力持ちでいいの。宇多田くんにそれと気づかれたくなかったから、毒舌キャラを作って、誰だれにでもあたしは毒舌だからってことにしたの」

（うーん、内助の功とか良妻タイプと言えば聞こえはいいけど、言いかたを変えれば、ちょっとストーカー要素もあるかも）

「そして、宇多田くんの夢をかなえるためにあたし、宇多田くんに無いものを縁の下の力持ちでフォローしようと思って、作詞作曲演奏全般、いっしょうけんめい勉強したのよ」

（いや……努力だけで、あのレベルまで行けるって、すごすぎるけど）

　説子の思考形態は何かとブッ飛んでいて、シエラにはさっぱり理解できない。でも、説子が夕也のことを好きで、夕也のためにいろいろしてあげたくて、でも彼のことを考えすぎてかえって嫌われキャラになってしまっているという矛盾は、シエラにもよくわかる。

　あの星降る夜……せっかく、陣じんといっしょに帰れたのに、ほんとうはすごく嬉うれしかったのに、気持ちをまっすぐに言うのは照れくさくて、口を開くと出てくるのは心と裏腹の、ケンカごしなことばばかり。

（よくわかるわ、毒どく呂ろさん。あなたの気持ち……）

　シエラも、自分の気持ちはかなり正確に分析できている。ただ、

（でも、女の子って普通、素直になれないものなのよね。つまり男の子は、女の子がそういうものだってことをきちんと認識して、それ相応の対応をしてくれなくてはならないのよ。それが鈍感なものだから、ケンカになるのは百パーセント、相手が悪いのよね！）

　と、反省する気もまったく無いので、せっかくの自己分析も全然役に立たないのだが。

　ともあれ、よくキャラがつかめないと思っていた説せつ子こに、シエラははじめて親近感を感じた。人見知りの上がり性でありながら、好きな男子のために、軽音楽などという一番人の注目を集める部活に飛びこむなど、そこそこの覚悟ではできるものではない。

「毒どく呂ろさん。絶対、脱出してコンクールに出ましょうね！」

　シエラは、説子に向かって小さくガッツポーズをした。不安で胸がいっぱいの説子だったが、シエラの明るい表情を見て、頼もしく感じ、硬かった表情をゆるめた。

「う……うん！」

　二人はロッカーを通風孔の下に持ってきて、パイプ椅い子すをその前に並べ、足場にする。

　シエラの衣装は動きにくいので、説子がロッカーによじのぼり、通風孔のフタを外す。

「どう、毒呂さん？　行けそう？」

　シエラがわくわくして尋ねたが、説子は悲しそうに眉まゆを下げ、ふるふると首を横に振る。

「……だめ。ずっと続いてるみたいだけど、狭すぎて入れない」

「そ、そんな……！」

　最後の希望も失われた。シエラは愕がく然ぜんとして、その場に座りこんでしまう。

（せっかく、ここまで練習してきたのに……！　わたしがまだ魔法を使えたら、こんなドアぐらい一発で吹っ飛ばせるのに……！）

　魔法書を失った今のシエラは、ただの女の子にすぎない。何の力もない。ドア一枚叩たたきやぶることもできず、せっかく練習してきた軽音楽コンクールには出られず、きっとこのまま座ざ堂どう家も落ちぶれて貧乏になってしまうのだ。何もかも全すべて失ってしまうのを、自分の力ではどうにもできないのだ。自分の無力さが、悔しくもどかしく悲しかった。きっともう、両親も家に帰ってこない……そんな気がした。

（わたしには、何もできない……！）

　シエラは、両手で顔を覆ってしまった。



　そのころ、控え室のほうでは出番が来た陣じんと夕ゆう也やが、大騒ぎになっていた。

「なんで座堂も毒呂もいないんだよ！　陣、おまえ、俺おれが手のひらに『人』を書いてるあいだ、何してやがった！」

「っていうか、おまえが手のひらに『人』を書いてたせいで見失ったんだ！」

　かみつきあっている二人の耳に、進行スタッフが声をはりあげているのが聞こえてくる。

「エントリーナンバー三十『ラブラブドリームス』さん、いませんか！　審査員に、辞退を伝えて、コンクールを続けてしまってもいいですか！」

　はっ……と、二人は口をつぐみ、互いを見つめあった。

　辞退、ということばがお互いの心の中に、ずしっと重くのしかかってくる。

「確かに……この状況では、辞退するしかないだろうな。俺おれはティンパニしか叩たたけないし、おまえのギターはエアギターに毛の生えたていどだ」

「ま、待てよ陣じん！　ここまでがんばってきたのに、辞退はねーだろ！」

「おまえががんばっていたのはわかるが……」

「じゃなくて！」

　夕ゆう也やは、こぶしを握って力説する。

「毒どく呂ろががんばってただろ！　このコンクールのために作詞作曲して、ヘボい俺たちの分まで自分が演奏かぶるようパート譜作って、自分はキーボードで目立たないのに、みんなのためにがんばってたじゃないか！　あれをムダにしたくないんだよ！」

　陣はびっくりして、目をまん丸にする。夕也は顔を赤くして、怒ったように言った。

「なっ、なんだよ、なんとか言えよ。返事が無いと、なんだか恥ずかしいだろうがよ！」

「いやまあ……おまえと同じ部屋になって二ヶ月近くになるが、意外な一面を見たというかなんというか」

　胡う散さん臭くさそうな顔をしている夕也に向かい、陣はビシッと親指を立てる。

「……ま、そういうことなら、力を貸してやらないでもない」

「思いっきり上から来たな」

「歌はおまえが歌え。パーカッションとボーカルだけでも、ヒップホップだと言いはれば通るに違いない、ＹＯヨー」

「おまえ、さてはヒップホップをナメてるな」

　音楽センス皆無の陣に不安を抱きつつも、バンドコンクールは一人では出られない。

「ラブラブドリームスさん！　いらっしゃいませんね！」

　スタッフが声を張りあげる。陣はティンパニのばちを、夕也はギターを手にして、

「ラブラブドリームス、出ます！」

　と、雄々しく立ちあがった。



　ホールの観客席は、満員だった。

　最前列には審査員が、難しい顔をしてずらりと並んでいる。三十組もの出場がつづいて、いいかげん飽きて疲れ、退屈しはじめているようだ。かなり悪い雰囲気である。陣は何事にも動じない性格なので、いつもと変わらない調子だったが、夕也はゴクッと息をのんだ。

「すごい……。音楽雑誌でよく見る超有名アーティストばっかりだ。しかも、何か冷え冷えしてる……やりにくすぎだぜ」

　さすがに、楽天家の夕ゆう也やも緊張して、全身からじわりと汗がにじみ出す。

　審査員たちは、陣じんたちを見てひそひそとささやきあった。

「ラブラブドリームス……おや、ボーカルの女の子がいないようですが？」

「ボーカルの可愛かわいさだけが、このバンドの見所でしたのにね」

「執事ルックの男の子二人組でも可愛いことは可愛いですが、必殺技に欠けますな。まぁもう飽きてきたし、十秒ぐらいで終わらせてくれたらポイント加算してあげてもいいです」

　彼らが全く興味を失い、退屈そうにそわそわしているのを見て、夕也はますます緊張する。陣がティンパニを叩たたきはじめても、夕也はギターを弾きもしなければ、歌いもしない。

「どうした、夕也」

　ティンパニを叩きながら、陣が小声でたずねる。

　夕也はブルブル震えながら、陣のほうを振りかえって、泣きそうな声で言った。

「き……緊張しすぎて、歌詞忘れた」

「なにーっ！」

　陣は思わず叫さけんだ。眠りかけていた審査員たちが、その声にびっくりして、覚かく醒せいする。

「い……今の絶叫はいったい？」

「このバンドの曲タイトルは『ラブラブラビット』ですが、中身はデスメタルなんだ？」

　別の意味で興味を引き起こされ、これから何をしでかすのか……と、審査員たちの視線が集中する。舞台の袖そででは、直前に出た死デス茶チヤの四人がくすくすと黒い笑みを浮かべながら、陣たちのようすを盗み見ている。

「ふふふ、愚か愚か。男二人で何ができるというの？　せいぜい恥をかくがいいわ、あんたたちがひどければひどいほど、前に出たあたしたちが光って見える。優勝はこの死デス茶チヤよっ！　おほほほほほほほほほ！」

　ボーカル娘が、背中をそっくり返らせて高笑いし、つい大きな声を出してしまって、あわてて口を押さえた。その声を聞いた審査員たちが、またもざわめいた。

「お……女の子の笑い声がしましたよ。かなり怖めの……やはりデスメタル？」

「ということは、ボーカルの娘こはやはりどこかにいるわけですな？　短い演奏時間に、何と斬ざん新しんな演出を挟んでくるのでしょう。若さゆえの経験不足と、コンクールという場で効率よく高得点を稼ぐため、通常は安全パイを狙ねらった安易な人まねになるところを、このような実験的な手法であえて挑戦して来るとは、なかなか骨がありますね！」

　なぜか、プラスポイントが加算されている。夕也は焦って、陣にささやいた。

「ということで、おまえかわりに歌ってくれよ、陣」

「俺おれは歌なんて、幼稚園の卒園式の『おもいでのアルバム』の替え歌以来歌ってないぞ！」

「ああ、あれ、園の行事に合わせて先生が勝手な替え歌作るんだよな」

「それに、まさか歌うなんて思ってないから、歌詞だって覚えてないぞ」

「歌詞なんか適当に即興で作れよ」

「そんな才能があったら、とっくに軽音楽部に入っとるはずだが」

「じゃあ、そのへんの歌からパクれ」

「著作権侵害で法外な慰謝料を払わされたら、どうするんだ」

「著作権侵害の場合は、慰謝料じゃなくて損害料だ」

「そこまで詳しいなら、パクれとか言うな。とにかく訴えられたらおまえがその金を払えよ、俺おれには金が無いからな」

「俺だって金なんか無い！　……あっ、そうだ。たしか、作者が死んでから何十年かたったら、著作権が消滅するんだ。古い歌からパクれよ」

「具体的に、何十年なんだよ」

「知るかよ、何十年か何百年か。とにかく古いのは大丈夫なんだから、思いっきり古いところからパクれば大丈夫だって！」

「……わかった。じゃあ、そろそろ前奏終わるか。おまえは、コーラスしろよ」

　ティンパニを叩たたきつづける陣じんを見て、審査員たちはふたたびざわめく。

「前奏、長すぎませんか」

「奇をてらうにしても、外しているのはやはり減点ですねぇ」

　少し聴衆の心が離れかけそうになった……そのとき。

　バアン、と陣がティンパニをひときわ強く打った。前奏が終わったのだ。

　夕ゆう也やが、スーパーテクでギターを弾く。もっとも、スーパーテクなのはエアギターの部分。実際には、簡単な和音しか弾いていないのだが。観客席でビデオ撮影中のニコライとメアリーほか、メイドたちも、わくわくしている。

「前奏が長すぎると思ったら、すごいじらしテクですね！　シエラお嬢様はどこに？」

「お静かに、ミスター・パブロフ。ビデオに声が入ってしまいますわ」

　メアリーは、ビデオを持っているニコライに向かい、シッと唇に人差し指を当てた。



　そのころ倉庫の中で、シエラはすっかりあきらめてひざを抱え、

「もう出番の時間だわ……もうだめだわ。せっかく練習したのに……」

「せっかく、宇う多た田だくんのためにがんばったのに……」

　と、説せつ子こと身を寄せあって泣いていた。しかし、倉庫の外に捨てられたシエラの携帯電話には……ストラップのかわりに、トーレムがつけられていたのである。

『うきゅー……』

　トーレムはドアを見上げ、困って首をかしげていた。が、ふと思いついてシエラの二つ折りの携帯電話を開くと、小さな両手でいっしょうけんめい、ボタンを押しはじめた。



　舞台では陣じんの歌が始まっていた。虹にじ色いろのフットライトに照らされて、陣はメロディラインに歌詞を載せていく。彼が何よりもよく知っている、そして人類が知りうる限り最古に近い、すなわち著作権法に引っかかる心配が絶対ない、楔くさび形がた文字で刻まれたそのことばを。

「♪ハムハム♪　♪ラビラビ♪」

「ほう、ハムスターとラビット……うさぎですね。タイトルがラブラブラビットだから」

「デスメタルにしては、ずいぶん可愛かわいらしい歌詞ですこと」

「♪法典♪」

「……今『法典』っつった？」

　水を打ったように静まり返る客席。陣のシャウトが響いた。

「♪イェ―――――イ！♪」

「いや、イェーイじゃないでしょ！」

　客席がどよめき、総ツッコミを入れる。

「いいぜ陣、客席があったまってる！」

　あったまってません。夕ゆう也やもギターを弾きながら、陣の後についてコーラスをはさんだ。

「♪ハムハム　ラビラビ（法典！）

　　ハムハム　ラビラビ（法典！）

　　一条！　誰だれかが他人を殺人罪で裁判所に訴えたとき、その人の罪を立証することができなければ、訴えた人間を死刑とする！

　　ハムハム　ラビラビ（法典！）

　　ハムハム　ラビラビ（法典！）

　　二条！　誰かが他人を呪じゆ術じゆつ罪で裁判所に訴えたとき、罪を立証できなかったら、訴えられた者は川に飛びこみ、溺おぼれ死んだら訴えた人間はその家財を得るべし。生還すれば、訴えた人間を死刑にし、その財産を訴えられた人間が得るとする！

　　ハムハム　ラビラビ（法典！）

　　ハムハム　ラビラビ（法典！）♪」

　ちなみに、一条に比べ二条がすごく長いので、陣は二番をすさまじく早口で歌った。

　審査員席は、いろんな意味でざわついている。

「いや、曲は普通に良いが、斬ざん新しんな歌詞ですな」

「ハムラビ法典って、そんなんだったんだ」

「全二八二条あるはずですが、いつ終わるのかな」

「まあ鉄道唱歌ほどじゃありませんがね」

　ちなみに鉄道唱歌は、東とう海かい道どう篇が六十六番、山さん陽よう九きゆう州しゆう篇が六十八番、奥おう州しゆう磐いわ城き篇が六十四番、北ほく陸りく篇が七十二番、関かん西さい参さん宮ぐう南なん海かい篇が六十四番まである。合計三百三十四番。ちなみに日本で一番長い歌は、一九八七年に発表された「石いし坂ざかまさを一人旅して―全国我が町音おん頭ど」全三千三百五十五番なので、鉄道唱歌は二位となった。閑話休題。

　袖そでから見ていた死デス茶チヤの四人が、カーテンをきりきりとかみ締めて悔しがった。

「ど、どうしてあんな歌詞でＯＫなのよっ……！」

「でも、曲は普通にいいわよ？」

「このままではヤバいわ！　仕方がない、この手は使いたくなかったけれど……！」

　ボーカル娘は、床の上を、ヘビのようにはっているコードをつかむと、ぐいっとひっぱった。舞台の上のコードがぴーんと張られて、陣じんの足がとられる。

「わっ！」

　陣は前のめりになり、ティンパニごと倒れた。審査員席が、どよどよっとざわつく。夕ゆう也やは、かろうじてエアギターを続けていたが、真まっ青さおになって、泣きそうな声で言った。

「じ……陣！　起きろよ、間奏が終わる！　サビが始まるぞ！」

「お……起きたいのは山々だ、が……！」

　陣は顔をゆがめた。ティンパニをかばうように倒れたせいか、足をひねって、立ちあがることができない。袖にかくれていた死デス茶チヤの四人は、ハイタッチする。

「やった！　これでもう奴やつらは歌えない、あたしたちの優勝よ！」

　夕也は必死にこらえているが、もうすぐ間奏が終わってしまう。かといって、ここで上じよう手ずにアレンジしてラストに持っていけるほどの腕はない。陣は悔しげに、額を押さえる。

（くそっ……ここまでか）

　音楽に興味があったわけではなかったが、夕也との友情はもちろん、

（座ざ堂どうといっしょにここまで来たんだから、せめて練習してきたぶんはきちんと完奏したかったぜ、ちくしょう……）

　倒れたひょうしに、陣の胸ポケットから携帯電話がこぼれ出していた。画面に「メール着信」という文字が光っている。おや、と思って陣が内容を見てみると……。

『ちょっと庶民、最近何してるわけっ？　今日こそは、ぜ――――ったいに呼びだしなさいよねっ！　』

　それは、シエラからずいぶん前に送られてきたメールだった。トーレムが、送信履歴の中から再送したものである。

（どうしてこんな昔のメールが？　……いや、それよりも！　そうか、座堂は魔法書を失っただけで、まだランプの魔神であることには変わりがない？　だとすれば……！）

　魔法のランプはポケットの中にあるし、ソロモンの指ゆび環わは左手の中指にはめている。常に携行しているようシエラに言われていたクセと、あと指環は、舞台に出るのだから少しぐらい光り物を身につけているほうが芸能人らしいかなとか、ちょっと思って。

　陣は、魔法のランプをこすった。間奏が今まさに、終わろうとした、その瞬間。

　ぼわん！　と、紫色の煙が舞台の上に充満した。客席は、騒然となる。

「わっ、な、何だ、爆発かっ？」

「いや待て！　見ろ、煙の中に！」

　審査員は総立ちとなった。紫色の煙の中に立っていたのは、メイド服姿のシエラである。袖そでにいた死デス茶チヤの四人が、愕がく然ぜんとして震えあがる。

「あっ、あの娘こ……！　どうやって出てきたのっ？」

「しかも、さっきの衣装より百万倍可愛かわいい！　あの娘までメイド服なんて、反則よっ！」

　客席に座っていたニコライは片眼鏡モノクルを思わずかけなおす。

「シ……シエラお嬢様が、メイドの格好を……！　お嬢様なのに、メイド……！」

「ミスター・パブロフ、鼻血出ていますわよ」

　常に冷静沈着に的確な作業をこなすメアリーが、ニコライにティッシュを差しだした。

　シエラと一緒にいたので共にランプを通して現れた説せつ子こは、なぜ自分が舞台の上にいるのか状況がわからずとまどいながらも、キーボードを演奏しはじめる。キュアーン、とギターのような音色が響く。シンセサイザーを駆使して、一人で何パートもの演奏をこなす姿に、客席はまたどよめいた。

「すごい、あのキーボード！　しかも音楽がついてみると、あのエアギターってものすごくハイレベル！　かっこいい！」

「ここからメインボーカルが始まるなんて、めちゃくちゃ斬ざん新しんな演出だな！」

　本当にシエラが出てきたので、倒れていた陣じんは呆ぼう然ぜんとして顔を上げる。シエラは陣のほうをちょっと振りむくと、あとは自分に任せて、と言うように、ぱちん☆とウインクした。急に出てきたのでギターは持っていないけれど、マイクを両手でそっと優しく大切に持って……観客の期待が最高潮にふくらんだとき、満を持してシエラはサビの部分を歌いだす。

「♪ラブラブ　ラビット（ぴょんぴょん！）

　　わたしは　ラビット（キャッチミー！）

　　月夜の野原をあなたと初めて歩いたわ

　　わたしは月のうさぎ　あなたはもしやオオカミ？

　　あなたが怖くて逃げたの　本当は好きなのに

　　だから捕まえてちょうだい　ぎゅうっとその胸に

　　ラブラブ　ラビット（ぴょんぴょん！）

　　わたしは　ラビット（キャッチミー！）

　　あなたに　会うため（ぴょんぴょん！）

　　月から降りたラビット（キスミー！）♪」

　歌い終わりのシエラのポーズが、びしっと決まった。

　長い髪が揺れ、真珠のような汗がはじける。

　審査員席も客席も、しばし……いや、長らくの沈黙となった。袖にいた死デス茶チヤの四人も、圧倒的な敗北感を感じて、へたりこんでしまう。やがて……ぽつり、ぽつりと拍手がわき起こる。拍手はやがてホール全体に広がり、割れんばかりの嵐あらしとなった。

「……すごい」

　夕ゆう也やは、感動して立ちつくした。説せつ子こは、へなへなと座りこむ。何が何だかわからないうちに勢いで演奏を始めたが……ハッと我にかえってみれば、大聴衆の面前である。今ごろ人見知りが出てきて、怖くなり、立てなくなってしまった。

　ブルブル震えている説子に、夕也が歩み寄る。はっ、と説子は顔を上げた。夕也は優しくほほえむと、王子様のように説子の手を取り、支えて立たせる。

「観客に顔を見せてやれよ、みんなこの曲をどんな奴やつが作ったのか知りたがってる」

「だ、だめよ、あたし、人の前に出るとか無理だから……」

　怖がって顔を隠そうとした説子を、夕也はそっと支えた。

「大丈夫だって。俺おれがついてる」

「えっ……」

　説子は、かああっと顔を赤くする。夕也に支えられて、おずおずと舞台の前のほうに出た説子に、観客は惜しみない拍手を送った。

「あ、ありがとう……あたし……」

　説子は、ぽろぽろと泣きだす。夕也はずっと、その肩を優しく叩たたいてやっていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　観客の視線が説せつ子こに集まっているすきに、シエラは陣じんを助け起こす。

「ちょっと庶民、大丈夫？」

「な……何がどうなったかわからないが、結果オーライだったみたいだな。俺おれの足以外」

「あなたたちを使用人ファッションにしておいたのも、結果オーライだったようね。まあ、これもいわゆるわたしの先見の明かしら？」

「謙けん遜そんしろ。……それにしても、まだランプで呼び出せたとはな。どこにいたんだ？」

「詳しい説明は後よ、わたしは倉庫にいるから迎えにきてちょうだい。いくら可愛かわいくても、衆人環視の中でいつまでも使用人の服装を、このわたしがしているだなんて屈辱だわ。もとのドレスに戻るわよ」

「自分で可愛いって言うな、自分で」

　陣は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔でそう言ったが……ふと、一瞬やわらかい表情になって、

「まあでも、たとえ魔法が使えなくてもおまえは立派に、魔神としての役に立ったよな」

「えっ……わ、わたし、役に立った？」

　魔法書を無くして以来、自信も無くしていたシエラは、陣のことばに勇気づけられて頬ほおを赤らめる。陣は、こくりとうなずいた。

「練習の甲か斐いもあったし。座ざ堂どうの、せっかくのギターを披露できなかったのはもったいなかったけど。それに……可愛いのは事実だし」

　最後の一文は、超ピアニッシモでつぶやいた。

「え。今、何か言っ……」

　シエラが聞きかえす前に、陣は顔を真まっ赤かにして、

「ちちんぷいぷい」

　と、シエラの頭をなでた。たとえ魔法書が無い今、それが無駄だと思っていても……心に生まれたシエラへの感謝の気持ちを、不器用な陣はことばにできない。こんな形でしか、あらわせない。ヘッドドレスがパアッ……と明るく光り、シエラの全身を金色の光が包んだ。シエラは驚いて、目をぱちくりとする。

「ちょ……ちょっと、庶民。まだ、感謝ゲージ出るわけ？」

「そうみたいだな。まさか感謝ゲージが出ると思ってなかった……おまえが光ってて、みんな怪しんでないか？」

　陣は慌ててきょろきょろしたが、まぶしいフットライトやスモークのおかげで、シエラがちょっと光っていても、さほど目立たない。

　ふと、シエラはエプロンのポケットをまさぐった。そこに、何か違和感があったのだ。

「こ……これ、何？」

　取りだしてみると、魔法書である。表紙の一枚だけで中身はない。陣は、ハッと気づく。

「そうか……！　ポイントカードが無くなったら、再発行すればいいってことだ。だから、感謝ゲージが反応したんだ」

「感謝ゲージをためれば……魔法書が再発行されるっていうこと？」

　シエラの頬ほおが、ぱっと明るく輝いた。魔法書の表紙を、ひしっと胸に抱きしめる。

「じゃあ、がんばればまた魔法が戻ってくる！　まだわたしには、一人前の魔神になるチャンスがあるということね！」

「けど、魔法書が再発行されるまで、魔法は使えないってことだからな。ＲＰＧで、魔法を覚えないままレベルを上げて行けって言われてるようなものだ」

「このわたしだもの、魔法なんて無くても平気だってことは今見たところでしょう？」

　自信たっぷりに、シエラは胸を張る。

「まあ、どうせ何か失敗するにしても、魔法が無いほうが破壊力は低めになるからな」

「何か言った？」

「何か聞こえたか」

「魔法が無くてもどこまでできるか、さっそく試してみようかしら。まずは、庶民で」

「聞こえてただろ、おまえ」

　もめている二人のところに、夕ゆう也やと説せつ子こがやってくる。

「お二人さん、何してんだよ。所定位置につけよ、陣じんは椅い子す持ってきてもらってるから」

「え？　もう、演奏は終わっただろ」

「何言ってるの、あの声が聞こえない？」

　説子が親指を立てて、観客席のほうを肩越しに示す。聞こえるのは、どよめくような、すさまじいアンコールの声だった。

「アンコールよ。わたしたちが優勝したのよ」

「ゆ……優勝っ？　ほんとに？」

「本気で全然聞いてなかったのかよ、おまえら」

「ありがとう、座ざ堂どうさんのおかげよ！」

　説子は嬉うれしすぎて、毒舌キャラを演じるのを完全に忘れ、シエラにひしっと抱きついてきた。シエラは、アンコールの声を聞いて、頬を紅潮させる。

「わたしの歌……こんなに、皆に喜ばれるなんて」

　誘われるように、シエラはマイクを手に舞台の中央へ小走りに進む。夕也がシエラのギターを手渡した。まぶしいほどのフットライトに照らされたその背中を陣は優しく見守る。

「……確かに。魔法が無くても、座堂なら、もっとすごいことができそうだな」

　そのことばを、直接シエラの前で言えれば良いのだが、それはできない、素直になれない陣であった。そして、もう一度……今度は最初から説子とシエラのすばらしい演奏と、それにぴったり合った夕也のクールなエアギターに彩られた歌が始まったのだった。



　ところで、一人忘れてはいないだろうか。

　生徒会副会長であり、シエラが寮の陣じんの部屋に入りこんで親しくしているところをパパラッチして、シエラに憧あこがれる生徒会長・近衛このえ右う京きように突きつけようとしていた苦学生・氷ひ室むろ江え利り子このことを。ゴールデンウィーク中、はからずも右京とのデートにこぎつけた江利子ではあったが、むろん、それはゴールではない。あくまでも彼女の最終目標は、

「座ざ堂どうシエラがかぶっている猫をひっぺがす！」

「そして、会長のハートを完かん璧ぺきに自分に向けさせる！」

　なのである。というわけで、もちろん江利子は今回も、姿をひそめてパパラッチしまくっていた。あまりに見事に姿を隠していたため、本文にも一度も登場しなかったほどである。陣とシエラがいっしょに放課後に残ってコンクールのために練習……となれば、絶対に、一度や二度、たとえヤラセでもいい、怪しい場面が撮れそうなものであった。

　しかし、今回二人は、非常に学生らしく健全に、コンクールに向かって邁まい進しんした。うっかりとサービスシーンに突入することもなかった。というわけで、結果的に江利子は大量の「ものすごく良い写真」を撮ってしまったわけである。しかも、それを模造紙に貼はりつけ、サインペンでコメントまで書いて、壁新聞まで作っていたりする。

（どうして……どうして、わたしがこんなことを……）

　生徒会室で、写真の裏にプリット（口紅型のり）を塗りながら、江利子はぶちぶちと愚痴る。床の上に新聞紙を広げ、その上に模造紙を広げている。江利子は、模造紙の上によつんばいになって、写真を貼りつけている。

　そこに、右京が入ってきた。嬉き々きとして、普段の彼からすればかなり饒じよう舌ぜつに、

「副会長、作業のほうはどうなっている？　軽音楽など軽けい佻ちよう浮ふ薄はくではあるが、それでもわが春はる紗しや学園からコンクールの優勝者が出たというのは、快挙だ。しかも、あの座堂シエラがメイド服……あ、いや。とにかく、そのすばらしい軌跡を撮影しつづけていたとは、さすが副会長、先見の明だ。全すべてを追ってきたきみの手で壁新聞を作り、校舎にかかげて、わが学園の誇ほこりを生徒皆で分かち……」

　……と、語りながら扉を半分ほど開けたとき、ぴたり、とその手が止まった。

　よつんばいになって作業に没頭している江利子は、扉と逆のほうに頭を向けている。すなわち……江利子のお尻しりが、右京のほうに向いているわけである。スカートのすそから、白い太ももが二本、すらっと伸びている。模造紙の上をガサゴソ動いているため、ひざにはサインペンで書いた文字が反転してくっついている。

「あっ会長、順調です」

　江利子はよつんばいになったまま振りかえって笑顔を見せる。だが右京は、江利子のほうを見ないように、不自然な角度で首を曲げながら、近づいてきた。

「どれどれ、見せてもらおうか」

「会長、首をどうかされました？」

「いや別に。壁新聞を見たいので、ちょっと立ちたまえ。すっくと立ちあがりたまえ」

　右う京きようはそっぽを向いたまま言った。それは、江え利り子このスカートの中を見るまいとしてのことなのだが、江利子は立ちあがりながら、（会長ったら、座ざ堂どうシエラの写真は見たくて、わたしのことは見たくないと？）

　と、頬ほおを膨らませた。ムッとして、唇を尖とがらせている。また、シエラに対する敵てき愾がい心しんを、江利子に無駄に抱かせてしまったようである。

　江利子が立ちあがったので、右京は安心して壁新聞のほうに顔を向ける。江利子を意識して、彼女を必死に見ないようにしつつ、妙にテンションが上がりながら、

「ほう、これか！　すばらしい、大変そうだががんばってくれ！」

　と、壁新聞をほめればほめるほど、江利子の表情は硬くなる。

（メイド服が何よっ！　ウェイトレスの仕事ならわたしは山ほどしてるわ、お嬢様がただのファッションで着てるメイド服なんかとは気合いの入りかたが違うんだから！　わたしのメイド服姿だって、け、けっこう自信あるんだからっ……そのうち絶対、会長を振りむかせてみせるんだからっ！）

　乙女の心に、めらめらと炎が燃えていた（無駄に）。



　バンドコンクールから一週間経たち、優勝にわいていた陣じんの周囲もようやく落ち着いてきた。陣は寮の部屋の二段ベッドの上段で、楔くさび形がた文字の文献を読みながら、ため息をつく。

（魔法書を復活させられるっていうのに、座堂のやつ、連絡してこないな……）

　本来、陣のほうがシエラを呼びだす立場なのであるが、自分から呼びだすのは、いかにも「シエラに来てほしかった」みたいな感じで照れくさいし、抵抗がある。

　シエラが主従関係を理解していないとすれば、陣もそうなのかもしれない。本来、従であるはずのシエラから「呼びだしなさいよねっ！」と命令されてはじめて、呼びだそうという気になるというのは、かなり彼女に感化されてしまったのかもしれない……とも思う。

「まあ、あいつの魔法書が復活しようがどうしようが、俺おれには関係ないんだけど？　いっそ、あいつが来ないほうが静かに読書や研究に没頭できるから、いいんだけど？　そうそう、あいつのために気にしてやってるだけで、俺には何も関係無いんだけども？」

　誰だれに言いわけしているのか大声を張りあげてしまう。二段ベッドの下の段でｉＰｏｄを聞きながらトロフィーを磨いていた夕ゆう也やが、不審そうに眉まゆをひそめてヘッドフォンを外す。

「陣、今何かわめいたか？」

「あ……い、いや、何でもない」

「ところで、毒どく呂ろがなんか、勢い乗ってるうちにメジャーデビューまで突っ走れとか言って、びしばしギターの特訓をして来るんだが、どうすりゃいいだろうか」

「内助の功と思って従え」

「あいつがメジャーデビューすりゃいいんだ、俺おれよりずっと巧うまいのに」

「要するに、毒どく呂ろは『宇う多た田だ夕ゆう也や』のファンだってことじゃないのか？」

　陣じんが指摘すると、ごとん、と音がした。おや、と陣がベッドの下をのぞきこむと、夕也はトロフィーを床に落とし、固まってしまっている。

「夕也、トロフィー落としたぞ」

「へへへへへ変なこと言うなよっ！　どどどどど毒呂は、そんなんじゃないから！」

「そんなんって、俺何も言ってないだろ。変な奴やつだ」

　夕也が何をテンパっているのか、他人のことにはさっぱり鈍感な陣にはわからない。

　そのとき、携帯電話が鳴った。陣は、ハッとして電話を取る。

（座ざ堂どうからメールだ……！）

　陣の頬ほおが、熱くなる。夕也が、二段ベッドの上をのぞきこんできた。

「メール？　誰だれから？　ずっと連絡取れなかった親から、やっと来た？」

「あ、いや、別に。ふつうの広告、スパムメールだ」

「布団ふとんに頭をつっこんでそう言われても、信しん憑ぴよう性せい無いなあ」

　夕也が、うさんくさそうに眉まゆをひそめたが、あんまりしつこくしてもケンカになるので、ここは華麗にスルーする。男子たるもの、ベッドの中とかマットの裏とかには友とも達だちにも見せられない、親にはなおさら見せられない秘密の十個や二十個はあるものだからだ。

（座堂、何の用だ？　どうして一週間も連絡が無かったんだ？）

　ドキドキしながら、陣はメールを開く。そこには……。

『庶民！　これ見て！　』

（……トーレム？）

　陣は脱力する。続きを読むと、

『可愛かわいいでしょ！　今後、万一他人に見られてもいいように、わたしの電話番号やメールアドレスはこのトーレムの顔文字で登録しておきなさいよね！』

　と、ある。要するに、陣を呼びだしたいが、ひんぱんに呼びだすにあたり着信履歴が気になる。そこで、まずは一週間かけて、この顔文字を考えつづけていたということだろう。

（ア……アホか、あいつは……！　一人前の魔神になる気、あるのか……？）

　陣は布団の中にもぐったまま、がっくりと首を落とす。

　けれど、シエラの命令なので取り急ぎ、言われたとおりにすぐ登録しなおすあたりが、すでにかなりシエラの毒に侵されているらしい陣であった。



《完》



    

  
    
      


　　あとがき



　ぷいぷいもついに四巻です。魔神、絶好調です。

　トーレムかわいいですね、陶トーレム。小学校のころ、学校で粘土を焼いて焼き物を作ったことがあります。植木鉢みたいな、赤い感じのやつができました。わたしはハニワを作りました。っていうかハニワはトーレムなのか？（違います）皆様もぜひ、授業で焼き物をしたときは、余った粘土で作ってみてください。でも素焼きだから、ストラップにするとたぶん、携帯電話がキズだらけになりますが。

　先日、小学校のとき友とも達だちだった男の子に再会しました。忘れてたけどその子は、実は前巻までのあとがきに登場していたお嬢様をはるかにこえる、お坊ちゃまなのです。でっかい会社の跡継ぎです。メイドさんのみならず、メイド頭がしらのばあやがいらっしゃいました。

　彼の家は小さな学校ぐらいの大きさがあって、子供部屋とは別に「おもちゃ部屋」がありました。当時は珍しかった外国製のおもちゃがごろごろしていたのを覚えています。

　さて、お坊ちゃまと再会したのは立食パーティの場でした。立食パーティというのは、バイキング料理みたいなものです。バイキングは席に持って帰って食べますが、立食は、席で食べたり立ったまま食べたり。レストランで座って食べるよりも、ちょっとくだけたパーティという立ち位置です。ちなみに出版社の、年末年始にやるパーティや受賞パーティなんかは、この立食パーティ形式です。

　久々に再会したこのお坊ちゃまですが、「この背広はア○ヤマで買ったんだ」「千円あればビッグタクシーで帰れるのになあ」などと、庶民の香りぷんぷんです。さすがのお坊ちゃまも、世間の風にさらされて、普通の人になってしまったのかと思いました。お坊ちゃまはお皿を持って「朝からごはんを食べてきていないんだ。会費の分、しっかり取り戻そう」と、普通の人みたいなことを言って、料理をお皿に載せています。んが……二人でお皿を持って席についたあと、お坊ちゃまがテーブルの上をまさぐりながら、言いました。

「おや。フォークが無いよ」

　……あなた、さては最初からテーブルセッティングされてフォークがずらーっと並んでるような高級レストランでしか食事したことないでしょー！

　まあ冷静に思い出せば、こういう場で常人はついついお皿に料理をてんこもりにするところ、お坊ちゃまはオードブルのようにちょこんと少量の料理を載せてましたから、確信犯ですけどね。アンデルセン童話の「えんどう豆の上に寝たお姫様」を思い出しました。

　やっぱり生きつ粋すいのセレブは、どんなに庶民のふりをしても、気品がにじみ出るものですね。

　では読者の皆様、可愛かわいい絵を描かいてくださったなもり先生、ありがとうございます。担当さんによると、雑誌コミックアライブで近々、重大発表があるそうです。お楽しみに♪

　　　二〇〇七年一月

　　　夏緑＠←自信作



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説『風水学園』（ＭＦ文庫Ｊ）、『戦姫』（ＨＪ文庫）、『ドンこい！』（ＺＩＧＺＡＧ　ＮＯＶＥＬＳ）、漫画原作『獣医ドリトル』（小学館）、科学読本『遺伝子・ＤＮＡのひみつ』（童心社）など、今年も元気に書いてます。

　　寒くなると甘くて温かい飲み物が恋しくなりますが、この冬わたしの中で大ブレイク中なのが粉末のホットレモンティーです。ぱかすか飲んでます。ちなみにこの夏のマイブームはコーヒー牛乳でした。



　イラスト

　なもり

　　富山県出身、名古屋在住。６月25日生まれ。

　　今度はシャボン玉がしたくなったのでベランダでやってみたら、風のせいで全部部屋の中に入っていきました。不貞寝しました。

　　あとチョコボール。

　　公式ＨＰ「ELEGY　SYNDROME」

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/



    

  
    
      

ぷいぷい４！
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